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問題  hW ] 
プロ 絵師 の 技 を 完全 マス ター 


エフ ェクト 
上 達 術 


CLIP STUDIO PAINT PRO/EX 対応 
パル プラ イド 著 


| 満足 度 200% 
限定 DL 特典 付き 


・ レ イヤ ー 別 完成 イラ スト 


・ カ スタ ムカ ラー セッ ト 
・ カ スタ ム ブ ラ シ 


は じ め に 


この 度 は 「 プ ロ 絵 師 の 技 を 完全 マス ター エフ ェクト 上 達 術 決定 版 』 を ご 購入 いた だ 
きま し て 、 誠に あり が と う ご ざ いま す 。 


本 書 は デジ タル イラ スト 制作 に お ける 、「 エ フェ クト 作画 ] に 焦点 を 当て た メイ キン グ 
& テ クニ ッ ク ガ イド で す 。 制作 し た イラ スト を 、 より 魅力 的 に 仕上 げた いと お 考え の 方 
に 向け て 、 基本 か ら 応 用 まで エフ ェクト 作画 の 知識 ・ 技 術 を 数 多く 解説 し て いま す 。 ま 
た 、 再 現 性 を 高め る た め 、 レ イヤ ー や ブラ シ の 設定 、 配色 の RGB 値 な ど 、 詳細 な 設定 
を 記載 し て お り ま す 。 


プロ 絵師 4 名 が 使う 仕上 げ の テク ニッ ク を 重点 的 に 解説 する た め 、 グラフィ ックス ソフ 
ト の 使い 方 その も の に つい て は 、 各 イラ スト メイ キン グ で 必要 と な る 部 分 に 絞っ た 解 
説 と な り ま す 。 ソフ ト の 基本 操作 に 関し て は 、 他 の 専門 書 を 併 読 し て いた だ く と 、 理解 
を 深め る こと が で きる で し ょ う 。 


本 書 掲載 の イラ スト は 全て [CLIP STUDIO PAINT PRO] を 用 いて 描か れ て いま す 。 
購入 特典 と し て 、 レイ ヤー が 分 か れ た 状態 の 完成 イラ スト デー タ や 、 プロ 絵師 が 作成 し 
た カス タム ブラ シ デ ー タ も ダウ ン ロ ー ド 可能 で す の で 、 本 書 の 内 容 と 合わ せ て 確認 す 
る こと を お 勧め し て お り ま す 。 


本 書 は 各 エ フェ クト の 基礎 事項 の 解説 加え て 、「 光 を 扱っ た イラ スト ] 「 水 を 扱っ た 
イラ スト | な ど 各 シチュ エー ショ ン に 合わ せ た エ フェ クト の 作画 テク ニッ ク 、 さ ら に 「 鉱 
物 ]「 植 物 ] 「 布 ] と いっ た 様々 な 物質 を 立体 的 に 見 せる た め の 塗 り の テク ニッ ク も 解 
説 し て お り ま す 。 本 書 で 紹介 する テク ニッ ク を 積極 的 に 真似 し て みる こと で 、 あな た の 
イラ スト を より 航 力 的 に する 新しい 発見 が ある は ず で す 。 


本 書 が 、 あな た の 「 理 想 の イラ スト ] を 完成 させ る 一 助 と な れ ば 幸い で す 。 
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ree masos 


本 書 の 操作 表記 は 、Windows 版 Ctrl キー Command キ ー 
で 記載 され て いま す 。macOS 版 Enter キ ー Return キ ー | 
や 、iPad 版 に つい て は 、 右 記 の 表 Backspace キ ー Delete キ ー | 


に 読み 替え て ご 利用 くだ さい 。 oN i Control キ ー を 押し な が ら 
kk マウ ス ボ タ ン を クリ ッ ク 


エフ ェクト の 描き 方 を 、 イ ラス トメ イキ ング で 見 て いき ます 。 工程 ご と に 、 使用 ツー ル や レイ ヤー、 
描画 色 を 確認 し な が ら 「 光 」「 風 ]「 水 ] な ど 、 エフ ェクト ご と の 作画 の 過程 を 確認 する こと が で きま す 。 


イラ スト タイ トル 


ちく の か 0 次 で 、 導 6 イ 9 トド よく 細か 66 の な が 5、 KE 
ML いそ を チー と いえ きす 。 ミ で で は ヤシ プ で の たき を に 、 の 0 な 
和え 、 キャ タタ ター へ の 須 り し しい っ た 人 より まで 6 ご 財 か し ます 


全体 の レイ ヤー 構成 


作業 工程 
P.5 「 作 業 工程 の 
読み 方 」 参照 


使用 し た ペン や ブラ シ の 設定 


星空 の エフ ェクト 使用 し た ツー ル 


⑩ こ こ で は 天の川 が 見 える 夜空 を 制作 し て いき ます 。 
まず は 新規 レイ ヤー を 1 枚 作成 し [ 塗 め つぶ し ] ツー ル を 配色 の RGB 値 
使い 「 空 」 で 塗り つぶ し た も の を 「 ペ ー ス 」 レイ ヤー と し ま 
す 。 一 番 星 空 で 明る く な る 部 分 の 色 を 選び ます 。 

作業 を 行う レイ ヤー 名 ・ 設 定 
「 レ イヤ ー 名 : 名 前 合成 モー 
ドン 不 浮 明度 」 の 順に レイ ヤー 
設定 を 記載 し て いま す 。 合成 
モー ド が [通常 ]、 不 透明 度 が 
※ 手 前 の 山 の シ ル エッ ト は 別 レイ ヤー に 描か れ た も の で す 。 100% の 場合 は 、 レイ ヤー 名 の 
み 記 載 し て いま す 。 


特典 デー タ の ダウ ン ロ ー ド 方 法 
https:/book.impress.co.jp/books/1119101041 


上 記 URL 先 の 「 特 典 を 利用 する ] か ら 、 本 書 で 使用 _ ※ ダ ウン ロー ド に は 、 無 料 の 読者 会 員 シ ステ ム 「CLUB 


に に た Impress] へ の 登録 が 必要 と な り ま す 。 
し た 「 カ スタ ム ブ ラ シ 」「 カ スタ ムカ ラー セッ ト 」「 レ 入村 典 の 利用 は 、 寺 称 を ご 暗 入 いた だ いた 方 に 限り まれ 
イヤ ー 別 完成 イラ スト ] と いっ た 特典 デー タ を ダウ ン  ※ 特 典 フ ァイル は 、CLIP STUDIO PAINT PRO 


ロー ド で きま す 。 画面 の 指示 に 従っ て 操作 し て くだ (Ver.1.10.6) で 動作 確認 を し て お り ま す 。 
= > ※ 特 典 デ ー タ の ファ イル を 実行 し た こと に よる 結果 に つい て 
さい 。 デー タ と 利 の 際 は 「 必 ず お 読み くだ さい は 、 著 者 、 株 式 会 社 セ ル シ ス 、 株 式 会 社 イン プレ ス は 一 切 
-txt] ファ イル を 必ず ご 確認 くだ さい 。 の 責任 を 負い か ね ます 。 お 客 様 の 責任 に お いて ご 利用 くだ 
さい 。 
特典 デー タ の 登録 方 法 


ダウ ン ロ ー ド し た zip フ ァイル 「effect.zip] を 展開 し ます (展開 に は 解凍 ツー ル が 必要 と な り ま す ) 。 展開 し た 
フォ ル ダ の 中 か ら 使用 し た い 特 典 デ ー タ を 選択 し 、CLIP STUDIO PAINT に 読み 込ま せる こと で ご 利用 い 
た だ け ま す 。 

カス タム ブラ シ の 場合 は [サブ ツー ル ] パレ ッ ト へ 、 ド ラッ グ & ド ロッ プ で 読み 込ま せ て ご 利用 くだ さい 。 
カス タム カラ ー セ ッ ト は [カラー セッ ト ] パレ ッ ト へ 、 ド ラッ グ & ド ロッ プ で 読み 込ま せ て ご 利用 くだ さい 。@⑲ 
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スト レー ター 紹介 


PROFILE 


LaKiSa Akisa 


書籍 の 挿絵 や webh イ ラス ト 、2D モ デル 作成 な ど 
フリ ー イ ラス トレー ター と し て 国内 外 で 活動 し て 
いま す 。 ぐ ん ま プ ログ ラミ ング アワ ー ド オリ ジ ナ 
ルキ ャ ラク ター 最 優秀 賞 受 賞 


mai PCDS://akisacatbox.wixsite.com/ 
akisa-in-the-cat-box 


FEE https://WWWpixiv.net/users/1648644 
@akisayositake 


ea OS:\WVindows 10 
タフ ブレ 


ッ ト :Wacom Intuos Pro Medium 


イラ スト や Vtuber な どの お 仕事 を し て ます 。 頑 
張っ た の で 誰か の た め に な れ ば 幸い で す ! 


@teltelhousi 


OS:Windows 10 
タブ レッ ト :Wacom Intuos Pro Medium 


普段 は ゲー ム ・ 書 籍 ・ 企 業 依頼 イラ スト を 中 心 に 
活動 し て ます 。 女性 向け の お 仕事 が メイ ン で す 。 
メイ キン グ が お 役に立て れ ば 嬉し いで す ! 


@yanagibakiriko 


a OS:Windows 10 
タブ レッ ト :Wacom Intuos Pro 


フリ ー ラ ンス イラ スト レー ター。 宝石 や 花 な ど キ 
ラキ ラ し た 物 や 、 少 女 を 描く の を 得意 と し て いま 
す 。 主 に カー ドイ ラス ト や 技巧 書 の 解説 を し て い 
ます 、 媒 体 問 わ ず イ ラス ト の お 仕事 を 募集 中 で す 。 


MEMEO http://pixivme/tamaki_mitune 


@tamaki_mitune 


OS:Windows 10 
詩 タブ レッ ト :Wacom Cintiq Pro 13 
Wacom Intuos Pro Large 


a 2 2 の の 8 6 


バナ こし ボーメ と に の 


で AA NE SS 、 


A 


OO 


仕上 げ の エフ ェクト 


「CRIP STUDIO PAINT」 に は 、 様 々 な エフ ェクト を 表現 で きる 機能 が 搭載 され て いま 
す 。 イ ラス ト へ の 適用 方 法 を 知る 前 に 、 ま ず は 個々 の エフ ェクト の 効果 と 使い 方 に つ 
いて の 基礎 を 解説 し ます 。 


グロ ー 効 果 は イラ スト 内 の 特に 明る く 見 せ た い 部 イラ スト に も 使え る 凡 唐 性 の 高い エフ ェクト で す 
分 を 発光 し て いる 様 に 見 せる エフ ェクト で す 。 着 が 、 ア ニ メ 塗 りや ギャ ル ゲ 塗り と いっ た 明暗 の メ 
色 工 程 で 大 ま か に 明る さ の 表現 を 済ま せ 、 更 に も リハ ルリ が ある イラ スト と は 特に 相性 が 良い で す 。 
う 一 段階 明る くし た い 部 分 に 使用 し ます 。 「 肌 や 夏 の 日 差し や 花火 、 雪 景色 な どの 光 が 強 い シ チュ 
人 ハイ ライ ト な どの 明る い 箇 所 に フラ ッシュ を 当て エー ショ ン で は グロ ー 効 果 も 強く 入れ る と 、 よ り 
る 」 と いう 考え 方 で 使用 する と 良い で す 。 ど ん な 効果 的 で す 。 


エフ ェクト な し グロ ー 効 果 十 色 ト レス で 明る く 


ラー 使 し \ 方 っ 
⑩ 作 成 し た イラ スト の 全て の レイ ヤー を 複製 し 、 複 製 し @ [レベ ル 補 正 ] ウィ ンド ウ の [入力] 内 に ある 山形 グラ 
た レイ ヤー を 統合 し ます 。 フ 下 の 3 つの ツマ ミ の うち 、 左 の ツマ ミ を 右 へ ドラ ッ 
@ 統 合 し た レイ ヤー を 選択 し 、 [編集 ] メニ ューー [色調 グ し て いく と 徐々 に 暗い 部 分 が 増え 、 残 り の 明る い 部 


補正 ] っ [レベ ル 補 正 ] を 使用 し ます 。 分 が 認識 し や すく な り ま す 。 
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@ グ ロー 効果 を 得 た い 範 囲 の み が 明 る く 残 っ た 値 で ツマ @ [レベ ル 補 正 ] で 残し た 明る い 部 分 が 発光 し て いる よ 


ミ を 止め て [OK] を クリ ッ ク し ます 。 [レベ ル 補 正 ] の うに 更に 明る く な り ま す 。 光 は 強い 部 分 か ら 広がる に 
調整 が で きた ら [フィ ルター] メニ ューー [ぼかし ] ~ つれ 弱く な る 特徴 が め り ま す 。 [ガウ ス ぽ か し ] を 使用 
ガウ ス ぽ か し ] を 使い 、 イ ラス ト に ぽか し を か け ま す する こと に よっ て この 特徴 を 表現 し 、 強 い 光 で も 自然 
(P.16「 ガ ウス ぽか し と は 」 参照 )。 今 回 は [ぼかす 範 に 見 せ する こと が で きま す 。 
] を [30] に 、 レ イヤ ー の 合成 モー ド を [スク リー 


ン ] に 変更 し まし た 。 


レベ ル 補 正 に つい て 


調 補正 の ひと つ で 、 選 択 中 の レイ ヤー の 明暗 を 
調整 する こと が で きま す 。 主 な 用 途 は 画像 全体 の 
明暗 の 調整 で す 。 着 色 ま で 済ま せ た イ ラス ト の 最 
後 の 調 整 や 、 背 景 に 使用 する 画像 の 明暗 を イラ ス 
の シチュ エー ショ ン に 合わ せ て 調整 する た め に 
使用 し ます 。 今 回 は グロ ー 効 果 の 下 準備 と し て 使 


と 聞き ロミ 4 テテ NHNIHS エ F 庄 


まし た 。 


編集 ] メニ ューー [色調 補正 ] [レベル 補正 ] の @ グ ロー 効果 で は 、 左 の ツマ ミ を 調整 する こと で 暗 

順に クリ ッ ク し ます 。 い 色 に 含ま れる 色 を 増やし て いき 、 残 し た 明る い 

@ 画 像 全体 の 明暗 を 調整 する 用 途 で は 、 中 央 の ツマ 部 分 が レイ ヤー の 合成 モー ド を [スクリーン] に 
ミ を 調整 する こと で 画像 の イメ ー ジ を 保つ た まま し た と き に グロ ー 効 果 を 得る た め の 、 範 囲 指 定 の 
明暗 の 調整 を し ます 。 よう な 役割 で 使用 し ます 。 


色 ト レス に つい て 


線画 の 色 を 隣接 し て いる 色 の 近似 色 に する こと を ⑯ 作 成 し た グロ ー 効 果 レ イヤ ー を 複製 し ます 。 

色 ト レス と いい ます 。 黒 で 描い た 線画 が 悪 目立ち @ 複 製 し た グロ ー 効 果 レ イヤ ー を 線画 レイ ヤー に ク 
て 浮く 場合 に な じ ま せ る た め に 行い ます 。 隣 接 リッ ピン グ し ます 。 ク リッ ピン グ す る こと で 線画 
て いる 色 を 使用 する と 同化 し て 線画 が な く な っ レイ ヤー に だ け グ ロー 効果 レイ ヤー を 合成 で きる 


@ グ ロー 効果 レイ ヤー の 合成 モー ド を [加算] に 変 
更 し ます 。 こ れ で 線画 の 色 が 変わ り 、 色 トレ ス が 
完成 し ます 。 


ワレ 
て し まう た め 、 近 似 し た 色 を 使用 し DE 
隣 


接し て いる 色 よ り も 明度 を 下げ た 
す 。 色 トレ ス の 方 法 は 様々 で す が 、 グ 
応用 し て 色 ト レス を する こと も で きま す 。 


ーー まず は グロ ー 効 果 か ら 始 め よ う ' 


仕上 げ の エフ ェクト で は 、 様 々 な 光 の 表現 を イラ ス の イラ スト を 見 比べ 、 効 果 の 強 さ の 加減 や 、 効 果 が 
に 合わ せ て 使い 分 けた り 重 ね て 使用 する こと も あ 必要 か 不要 か を 判断 する 練習 を 繰り 返し まし ょ う 。 
り ま す 。 光 と 色 を 使い こなせ る よう に な れ ば 着色 段階 で も 
まず は 凡 唐 性 の 高い グロ ー 効 果 を 繰り 返し 使用 する 狙っ た 光 の 表現 が 出来 る よう に な り 、 更 に は 仕上 げ 
こと で 、 使 用 方 法 が 上 達する と と も に 、 グ ロー 効果 た い イ ラス ト に 合わ せ た エ フェ クト を 選択 する 力も 
を 含む 光 の 表現 へ の 理解 が 深まり ます 。 身 に 付き ます 。 

既に 描い た イラ スト や これ か ら 描 く イ ラス ト に 、 仕 イラ スト 全体 の クオ リティ が 上 が り 、 よ り 描 きた い 
上 げ で グロ ー 効 果 を 使用 し 、 グ ロー 効果 あり と な し イラ スト に 近づけ る こと が で きま す 。 
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[色調 補正 ] は 選択 中 の レイ ヤー の 色 と 明暗 を 調 
整 する 機能 で す 。 な か で も 仕上 げ の エフ ェクト と 


し て 主 に 使用 する の は 、 [色相 ・ 彩 度 ・ 明 度 ] で す 。 
この 機能 で は 色 自体 ・ 色 の 鮮やか さ ・ 色 の 明る さ 


エフ ェクト な し 


色調 補正 と は 


を 細か く 調 整 す る こと が で きま す 。 イ ラス ト 全 
体 ・ 部 分 、 ま た は エフ ェクト の 色調 補正 を する こ 
と で 、 狙 っ た 印象 を 演出 する こと が 可能 と な り ま 
す 。 


色調 補正 + グロ ー 効 果 で 散 色 変更 


使い 方 


変え た い 色 が ある レイ ヤー を 選択 し 、 [色相 ・ 彩 度 ・ 


使用 し て 色調 を 調整 し ます 。 


⑩ 今 回 の 作例 で は 、 キ ャ ラク ター の 回 色 を 赤 系 の 茶色 か 

ら 黄 色 系 の 茶色 に 変更 し ます 。 器 色 が ある レイ ヤー を 

選択 し [編集 ] メニ ューー [色調 補正 ] [色相 ・ 彩 度 ・ 

明度 ] を クリ ッ ク し ます 。 

@ [色相 ・ 彩 度 ・ 明 度 ] で は 他 の 2 つ の 項目 を 固定 し た 
まま 任意 の 色調 を 調整 で きま す 。 まず [色相 ] で 色 を 調 
整 し ます 。 ツ マミ を ドラ ッ グ し 、 イ メー ジ に 近い 色 で 
止め ます 。 

@ 次 に [ 彩 度 ] で 鮮やか さ を 調 整 し ます 。 彩 度 は 色相 を 調 
整 し た 後に くす ん で いる 、 ま た は 鮮やか すぎ る と き に 
調整 し ます 。 

@ 最 後に [明度 ] で 色 の 明る さ を 白 と 黒 の 量 に よっ て 調 


明度 ] を 


整 し ます 。 ツ マミ を 右 に ドラ ッ グ すれ ば 白 が 、 左 な ら 
黒 が 足 さ れ ま す 。 明 度 は 色相 と 彩 度 を 調整 し て も イ 
メー ジ 通 り の 色 に な ら な いと き に 調整 し ます 。 必 ず し 
も 93 つ 全 て 調整 する 必要 は 
な く 、 イ メー ジ し た 色 に な っ 
た 時 点 で 完成 で す 。 


[色相 ・ 彩 度 ・ 明 度 ] 画面 


質感 合成 と は 


[質感 合成 ] は 選択 中 の レイ ヤー に 素材 と な る テ 
クス チャ 画像 の 質感 (凹凸 や ザラ つき ) を 合成 し 
ます 。 主 に 木材 や 鉄 な ど 質感 に 特徴 が あめ る も の を 
描い た と き に 素材 特有 の 表現 を する た め に 使用 し 
ます 。 ま た 、 仕 上 げに イラ スト 全体 に 使用 する こ 


エフ ェクト な し 


と 使い 方 


今回 の 作例 で は 背景 の 柱 と テ 
木 の テ クス チャ な 合成 し ます 。 


質感 合成 させ た い テ クス チャ 画像 を [ファ イル ] メ 
ニュ ーー [読み 込み ] で 選択 し て 、 新規 レイ ヤー と し て 
読み 込み ます 。 

@ [レイ ヤー プロ パテ ィ ] の [効果 ] に ある [質感 合成 ] を 
クリ ッ ク し ます 。 

これ で 、 レ イヤ ー に テク スチ ャ 画像 か ら 質感 が 合成 さ 
れ ま し た 。 柱 と テー ブル の レイ ヤー に テク スチ ャ レイ 
ヤー を クリ ッ ピ ング し ます 。 テ クス チャ レイ ヤー を 、 


ブル に 、 用 意 し た 


質感 を 適用 し た い レ イヤ ー に クリ ッ ピ ング する こと で 、 


素材 が 違う 部 分 毎 に それ ぞ れ の 質感 を 表現 を する こと 
が で きま す 。 


と で 狙っ た 雰囲気 を 出す 用 途 も あり ます 。 例 えば 
デジ タル の キャ ン バ ス に は 元々 の 質感 が め ありま せ 
ん が 、 紙 の 質感 を 合成 し て アナ ログ 風 の イ ラス ト 
へ と 印象 を 変え る と いう 使用 方 法 も あり ます 。 


質感 合成 で 背景 の 木目 を 表現 


質感 合成 が レイ ヤー プロ パテ ィ に 無い と き 


「CLIP STUDIO PAINT]」 に は 、 さ ま ざ ま き 
な レイ ヤー が あり ます 。 選択 中 の レイ ヤー 
が [画像 素材 レイ ヤー] の 場合 に の み [質感 
合成 ] が 表示 され ます 。 [質感 合成 ] が 表示 
され て いな けれ ば 、 レ イヤ ー が 別 の 種類 に 


な っ て いる の で 変更 し ます 。 [質感 合成 ] に 
使い た い レ イヤ ー を 選択 し 右 ク リッ ク 、[ レ 
イヤ ー の 変換 ] っ [レイ ヤー の 変換 ] ダイ ア 
ログ の [種類 ] を [画像 素材 レイ ヤー] へ 変 
更 す る と 質感 合成 の アイ コン が 表示 され ま 
す 。 


二 竹 絹 肖 4 を C 周 蔵 習 本 4 テ NHNHS キ エト 庄 
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[スク リー ン ] は レイ ヤー の 合成 モー ド の ひと つ 
で す 。 下 に ある レイ ヤー の 色 を 反転 し た 状態 で 、 
[スク リー ン ] モー ド に 設定 し た レイ ヤー に ある 
色 が 乗算 合成 され ます 。 一 部 の 色 を 除い て 、 多 く 
の 色 が 元 よ り も 明る く 薄 い 色 に な り ま す 。 主 に 
キャ ラク ター に 当たる 自然 光 ・ ラ イト ・ 反 射 光 の 


エフ ェクト な し 


表現 を する と き に 使用 し ます 。 応 用 で 、 イ ラス ト 
の 中 で 一 番目 立た せ た い メイ ン キ ャ ラク ター と 、 
他 の キャ ラク ター ・ 物 ・ 背 景 と の 間 に ス クリ ー ン 
レイ ヤー を 使用 する こと で 距離 感 を 表現 する 使い 
方 も で きま す 。 


スク リー ン の 効果 で 距離 感 を 追加 


ーー 使い 方 


今回 の 作例 で は 、 キ ャ ラク ター と 背景 の 距離 感 を 表現 する た め に [スク リー ン ] 


と [グラ デー ショ ン ] ツー ル を 使用 し ます ([ グ ラ デ ー シ ョ ン ] の 詳し い 説 明 は 、 


P.18 の 「 グ ラ デ ー シ ョ ン と は J」 参照)。 
まず は 距離 感 を 出し た い 重 ね 順 の 位置 に 新規 レイ ヤー 


@ 今 回 は 一 番 下 か ら 背 景 に ある 斜め の 影 の ライ ン ま で を 


を 作成 し ます 。 こ の イラ スト で は 、 椅 子 の レイ ヤー と 
それ より 後ろ に ある 背景 の レイ ヤー と の 間 に 新 規 レ イ 
ヤー を 作成 し ます 。 

@ 新 規 レ イヤ ー を 選択 し 、 背 景 の 範囲 が 広い 部 分 、 こ の 
イラ スト で は ガラ ス と 同系 色 の 寒色 ( 青 系 ) を 選択 し 
ます 。 

© [グラ デー ショ ン ] ツー ル を 使用 し 、 下 か ら 上 へ と 直線 
の グラ デー ショ ン を か け ま す 。 他 の 光 の 表現 の 邪魔 を 
し な いよ う 、 グ ラ デ ー シ ョ ン を か ける 範囲 に 注意 し ま 
す 。 


目安 に 、 水 平 で は な く 影 と 同じ よう に 右上 が り の 斜め 
に グラ デー ショ ン を か け ま す 。 

レイ ヤー の 合成 モー ド を [スク リー ン ] に 変更 し ます 。 
色 選 択 と 色 の 渡さ が 合っ て いれ ば 、 距離 感 を 表現 で き 
ます 。 使 用 する 色 は 、 実 際 に そこ に ある 色 で は な く 表 
現 の た め の 色 な の で 濃く な りす ぎ な いよ うに 注意 し ま 
す 。 濃い 場合 は レイ ヤー の 不透明 度 で 調整 し ます 。 

人 選択 し た 色 が 原因 で 期待 し た 効果 が 出 な い 場 合 は [ 色 
調 補正 ] を 使用 し 、 レ イヤ ー の 色 味 を 調整 し ます 。 


オー バー レイ と は 


[オー バー レイ ] は レイ ヤー の 合成 モー ド の ひと な り 、 暗 い 部 分 は より 暗い 色 へ と 変化 し ます 。 色 
つ で す 。 下 に ある レイ ヤー の 色 を 基準 と し て 、 に メリ 八 り を つけ て 鮮やか な 印象 に し た いと き に 、 
「CLIP STUDIO PAINT」 が 自動 的 に [乗算 ] と 全体 的 ・ 部 分 的 を 問わ ず に 効果 的 に 使用 で きる 合 
[スク リー ン ] を 判別 し て 合成 し て くれ ます 。 見 た 成 モ ー ド で す 。 

目 の 変化 と し て は 、 明 る い 部 分 は より 明る い 色 に 


エフ ェクト な し オー バー レイ で 顔 の 明る さ を 強 調 


Lu 使い 方 っ 


イラ スト の 中 で も キャ ラク ター の 顔 を 綺麗 に 目立た せる 狙い で 、 
部 分 的 に [オーバーレイ] を 使用 し ます 。 それ を 自然 に 見 せる た 
め に [グラデーション] ツー ル も 併用 し ます 。 


⑮ イ ラス ト の 一 番 上 に 新規 レイ ヤー を 作成 し ます 。 レイ ヤー の 合成 モー ド を [オー バー レイ ] に 変更 し ま 
今回 の 作例 で は 、 日 光 に 近い 暖色 (黄色 系 ) を 選択 し ま す 。12 ペ ー ジ で 紹介 し た [スク リー ン ] と 同様 に 、 使 
す 。 用 する 色 は 、 実際 に そこ に ある 色 で は な く 表 現 の た め 

@ [形状 ] を [円 ] に 設定 し た [グラデ ーション ] ツー ル を の 色 な の で 濃く な りす ぎ な いよ う 注 意 し ます 。 濃 い 場 
使用 し 、 イ ラス ト の 左上 か ら 中 央 に 向かっ て 円 形 の グ 合 は レイ ヤー の 不透明 度 で 調整 し ます 。 

ラ デ ー シ ョ ン を か け ま す 。 選択 し た 色 が 原因 で 期待 し た 効果 が 出 な い 場 合 は [ 色 


調 補正 ] を 使用 し 、 レ イヤ ー の 色 味 を 調整 し ます 。 


ー\ を マーニ SNS テ NHNJHS エ トロ 庄 


全て で ー> 
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区 固 送 光 表現 と は 


画面 の 奥 か ら 手前 に 向け て 光 が 射 すこ と を 逆光 と な ど 、 イ ラス ト の 細部 より も シチュ エー ショ ン や 
いい ます 。 タ 夕陽 や 強い 日 差し に よる 奥 か ら の 光 と 、 キャ ラク ター の 心理 状態 を 優先 し て 伝え た いと ぎ 
逆光 に よっ て 手前 に で きる 濃い 影 を 描写 する こと こ 使 用 する と 効果 的 で す 。 調整 は 必要 で す が 、 グ 
で 表現 し ます 。 時 間 帯 や 環境 を 伝え る た め だ け で 効果 の 方 法 を 応用 し て 表現 する こと が 可能 で 
な く 、 心理 描写 の 方 法 の ー つ と し て も 使用 し ます 。 す 。 

感動 的 な 場面 や キャ ラク ター が 立ち 上 が る シー ン 


エフ ェクト な し 逆光 表現 は グロ ー 効 果 を 応用 


使い 方 


キャ ラク ター に 奥 か ら 光 が 当たっ て いる こと と 、 手 前 が 
逆光 に より 濃い 影 に な る 表現 を し ます 。 


⑯「 グ ロー 効果 と は 」 の 「 使 い 方 」(P.8 参 照 ) で 作成 し た ⑥ 影 色 レ イヤ ー を 選択 し 、 [自動 選択 ] し た 範囲 内 を 影 色 
グロ ー 効 果 レ イヤ ー を 選択 し 、 キ ャ ラク ター 部 分 を で 塗り ます 。 影 色 の 範囲 が 一 回 り 小 さく な っ て いる 隙 
[自動 選択 ] ツー ル で 選択 し て 選択 部 分 を 削除 し ます 。 間 と 他 に 足ら な い 部 分 は 、 選 択 を 解除 し て 影 色 を 塗り 

@ グ ロー 効果 レイ ヤー で [フィ ルター] メニ ューー [ほぼ か 足し ます 。 

し ] 一 [ガウ ス ぼ か し ] を か け 、 [ぼかす 範囲 ] を [200] ⑨ 影 色 レ イヤ ー に [ぼかす 範囲 ] を [200] で [ガウ ス ぼ 
に し ます 。 か し ] を か け ま す 。 合成 モー ド を [焼き 込み (リニア )] 

@ 新 規 レ イヤ ー を 作成 し 、 影 色 レイ ヤー と し ます 。 に 変更 し ます 。 

@⑨ グ ロー 効果 レイ ヤー を 選択 し 、 は じ め に 削除 し た 部 分 @ グ ロー 効果 レイ ヤー を 選択 し [合成 モー ド ] を [スク 
を [自動 選択 ] し ます 。 自動 選択 され る 範囲 が 元 の キャ リー ン ] か ら [覆い 焼き (発光 )] に 変更 し ます 。 影 色 が 
ラク ター より も 一 回 り 小 さく な り ま す 。 濃い 場合 は 影 色 レイ ヤー の 不透明 度 を 下げ て 調整 し ま 


す 。 部 分 的 に 影 色 が 目立つ 場合 は [ 色 混ぜ ] ツー ル の 
[ぼかし] を 使用 し 、 な じ ま せ ます 。 


014 


色 収差 と は 


太陽 光 に 含ま れる 様々 な 色 が 、 レ ンズ を 通し た と 
き に 、 そ れ ぞ れ が 持つ 波長 の 差 に より 、 ず れ て 見 


し の ある 環境 を 描写 で きま す 。 環境 の 描写 以外 に 
も 心理 描写 や 世界 観 の 説明 の 為 に 使用 する こと が 


える こと を 色 収 差 こ いい ます 。 中 で も は っ きり と 
ずれ て 見 え や すい 色 は 鮮やか な 赤 緑 青 (RGB) で 
す 。 本 来 この 現象 は 強い 日 差し の 中 で 撮影 し た 写 


あり ます 。 あ まり 自然 で は な い 鮮 や か な 色 を 使用 
する た め 、 電 子 的 ・ 非 現実 的 な 世界 観 の 演出 や 、 
心象 風景 を 描写 する と き に 使用 する と 相性 が 良い 


真 で 起き る た め 、 イ ラス ト で 使用 すれ ば 強い 日 差 


エフ ェクト な し 


ーー 使い 方 


で す 。 


赤 青 緑 (RGB) の 色 収 差 


| 
今 


回 


⑯ 作 成 し た イラ スト の 全て の レイ ヤー を 統合 し ます 。 

@ 統 合 し た レイ ヤー を 9 枚 に 複製 し 、 各 レイ ヤー の 上 に 
新規 レイ ヤー を 1 枚 ずつ 作成 し ます 。 

@ 統 合 し た レイ ヤー と 新規 レイ ヤー の セッ ト を 3 セッ 
ト と も 、 そ れ ぞ れ ク リッ ピン グ し ます 。 ク リッ ピン グ 
し た 9 枚 の 新規 レイ ヤー の 1 枚 目 を [R=255 G=0 
B=0]、 ら 枚 目 [R=0 G=255 B=0]、93 枚 目 [R=0 
G=0 B=255] で 塗り つぶ し ます 。 

の @ 色 を 塗っ た 各 レ イヤ ー の 合成 モー ド を [乗算 ] に し ます 。 

レイ ヤー を 右 ク リッ ク し て [ 下 の レ イヤ ー と 結合 ] を 
クリ ッ ク し 、 色 を 塗っ た レイ ヤー を それ ぞ れ 結合 し ま 
す 。93 セ ッ ト に 行い 、 各 色 が 合成 され た 統合 レイ ヤー 
3 枚 を 作成 し ます 。 


は 赤 青 緑 そ れ ぞ れ 3 枚 の レイ ヤー を ずら し イラ スト の 雰囲気 を 変え ます 。 


⑬ 上 ら 2 枚 の レイ ヤー の 合成 モー ド を [スク リー ン ] に 変 
更 し ます 。 上 2 枚 の レイ ヤー を [移動 ] ツー ル を 使用 し 
て 上 下 左 右 に 少し ずつ ずら し ます 。 


これ で 色 収 差 の エフ ェクト が 作成 で きま す 。9 枚 の レイ 
ヤー は 重ね 順 を 入れ 替え る こと で 印象 が 変わ り ま す 。 重 
ね 順 の 入れ 替え と 上 ら 枚 の レイ ヤー の ずら し 加減 を 繰 
り 返し 試し て 、 好 み の 印 象 に な る よう 調整 し ます 。 描画 
順 を 入れ 替え て も 合成 モー ド は 一 番 下 の レイ ヤー が [ 通 
常 ]、 上 2 枚 の レイ ヤー が [スク リー ン ] に な る よう 注意 
し ます 。 


な 謙 造 叶い 喘 計 容 る テ NHNIHS エ トロ 庄 


015 


区 ガウス ぼかし と は 


[ガウ ス ぼ か し ] は [フィ ルター] メニ ュー 内 の [ ぼ の 特徴 は 、 ぼかす 範囲 を 任意 の 数 値 に 設定 で きる 
か し ] 機能 の うち の ひと つ で す 。 主 に イラ スト の こと で 、 使 用 部 分 に 合わ せ て 細か い 調 整 が で きま 
雰囲気 を 柔らか くし た いと き や エ フェ クト を 自然 す 。 他 の [ぼかし ] 機能 で ある [ぼかし ] [ぼかし 
に な じ ま せ る た め に 使用 し ます 。 他 に も 、 目 立た ( 強 )] は 同じ 使い 方 が で きま す が 、 ぼ かす 範囲 が 
せ た い も の の 周り を ぼかし て ピン ト が 合っ て いる それ ぞ れ 決ま っ て いま す 。 大まか で 構わ な いと き 
よう に 見 せる 使い 方 も あり ます 。 [ガウ ス ぼ か し ] に は 手軽 に 使用 で きま す 。 


ガウ ス ぼ か し (全体 を ぼかす ) ガウ ス ぼ か し (キャ ラク ター の 周り だ け ぼ か す ) 


ーー 使い 方 * エフ ェクト な し 


エフ ェクト を か けた い 部 分 の レイ ヤー を 複製 し て 
[ガウ ス ぽ か し ] を か け ま す 。 


イラ スト 全体 を ぼかす 場合 は 全て の レイ ヤー を 複製 し 統合 し ま 
す 。 キ ャ ラク ター の 周り だ け を ぼかす 場合 は 、 キ ャ ラク ター 以 
外 の レイ ヤー を 複製 し 統合 し ます 。 
統合 し た レイ ヤー を 重ね 順 の 一 番 上 に 移動 させ ます 。 

@ [フィ ルター] メニ ューー [ぼかし ] 一 [ガウ ス ぽ か し ] を 開き 、 
ツマ ミ を ドラ ッ グ また は バー を 直接 クリ ッ ク し て 数 値 を 調整 し 
ます 。 [プレ ビュ ー] に チェ ッ ク が 入っ て いれ ば 反映 され た 画像 
を 見 な が ら 調 整 が で きま す 。 任意 の 数 値 で OK を クリ ッ ク し ま 
す 。 


※ ぼ ぽか す 範 囲 た 大 きく し すぎ る と 何 に も ビン ト が 合っ て いな い 
ボケ た 写真 の 様 に な っ て し まう た め 加 減 に 注意 し ます 。 


レン ズ フ レア と は 


レ 
時 
て 


ンズ フレ ア と は 強い 日 差し を カメ ラ で 撮影 し た 
に 写真 に 写り 込む 光 の 像 で す 。 い くつ か 連続 し 


な ど 、 太 陽 の 光 を 特に 強調 し た いと き に 使用 し ま 
す 。 天気 や 環境 の 説明 だ け で は な く 、 写 真 風 の イ 


いる こと が 多い で す 。 イ ラス ト 制 作 で は 光 の 表 


ラス ト に 仕上 げた い 時 に も 使用 し ます 。 更 に 応用 


現 の ひと つ で 、 と て も 明る い 光 を 表現 する エフ ェ 


エ 


ト で す 。 快晴 ・ 真 夏 日 ・ 初 日 の 出 ・ 運 動 会 ・ 砂 浜 


フェ クト な し 


で 、 武 器 や 鎧 な ど 金 属 を 描く と き に 小 規模 な レン 
ズ フ レア を 使用 する こと も あり ます 。 


レ 
鮮 
で 


使い 方 


ンズ フレ ア (の エフ ェクト ) を 使用 し て 、 差 し 込む 光 を 表現 し ます 。 
や か な 色 の 大 き な 円 と 白い 小さ な 円 を 重ね て 、 連 続 し て 並べ る こと 


新規 レイ ヤー を 2 枚 作 成 し ま す 。 ら 枚 の うち 下 に ある 
新規 レイ ヤー を 選択 し 、 黄 色 ~ オ レン ジ の 暖色 系 を 選 
択 し ます 。 
[ペン ] ツー ル で 細い 直線 を 引き ます 。 [ 丸 ペン ] な ど 正 
を 描け る [ペン ] ツー ル を 選択 し 、 ブラ シ の サイ ズ を 
大 きめ に 設定 し ます 。 先 ほど 引い た 直線 の 上 に 大 き な 
を スタ ンプ を 押す 要領 で ポン ポン と 描写 し ます 。 も 
う 1 枚 の 新規 レイ ヤー を 選択 し ブラ シ の サイ ズ を 小 


描写 し ます 。 配置 する 位置 と 方 向 で 日 差し の 向き を 表現 で きま す 。 


@ 大 き な 円 を 描い た レイ ヤー の 合成 モー ド を [オー バー 
レイ ] に 変更 し ます 。 

@ 小 さ な 円 を 描い た レイ ヤー の 合成 モー ド を [スク リー 
ン ] に 変更 し ます 。 


以上 が レン ズ フ レア の エフ ェクト の 作成 方 法 で す 。 
実際 に レン ズ フ レア が 写り 込ん だ 写真 画像 を よく 見 て 特 
徴 や パタ ー ン を 理解 し 、 描 写 の 練習 を 繰り 返す こと で ク 


さく し ます 。 1 枚 目 と 同じ 色 で 小さ な 円 を 、 大 き な F 
に 少し 不 規則 に 重ね る よう に 描写 し ます 。 


オリ ティ が 上 が り 効 果 的 に 使用 で きる よう に な り ま す 。 


ENATUNVTA ETIRNIIL テ さ HNIHS そ エト 庄 
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[グラ デー ショ ン ] は 段階 的 に 色 や 濃淡 を 変化 さ 表現 を する と き に 使用 し ます 。 ツ ー ル を 使え ば 手 
せる こと が で きる ツー ル で す 。 主 に 空 や 海 な ど 、 軽 に 綺麗 な グラ デー ショ ン を か ける こと が で きる 
大 きく 広い 面積 の も の は 色 が 単調 に な りや すい た の は 、 デ ジタル イラ スト の 大 き な メ リッ ト の 一 つ 
め 、 遠 近 感 や 立体 感 を 描写 する と き に 使用 する こ と 言え ます 。 

と が 多い ツー ル で す 。 エ フェ クト と し て は 発光 の 


エフ ェクト な し グラ デー ショ ン で 差し 込む 光 を 表現 


ee 使い 方 
グラ デー ショ ン を 使用 し て 日 光 を 表現 し ます 。 


⑩ イ ラス ト の 一 番 上 に 新規 レイ ヤー を 作成 し 、 暖 色 を 選択 し ます 。 
[グラ デー ショ ン ] ツー ル を 使い 、 キ ャ ン バ ス の 右上 角 か ら 左 下 
角 へ 向け て ドラ ッ グ し ます 。 

@ グ ラ デ ー シ ョ ン を か け な い キャ ラク ター 部 分 は [消しゴム] 
ツー ル で 消し ます 。 

レイ ヤー の 合成 モー ド を [覆い 焼き (発光 )] に 変更 し ます 。 濃 
い 場 合 は レイ ヤー の 不透明 度 を 調整 し ます 。 


日 光 を 表現 する 場合 は 、 グ ラ デ ー シ ョ ン の 色 に よっ て 時 間 帯 や 季 
節 の イメ ー ジ に 影響 し ます 。 夕 方 や 冬 の 午後 な ら 赤 オレ ンジ 、 
昼間 な ら 彩 度 の 低い 黄色 と いう よう に 、 色 が 持つ イメ ー ジ を 把握 
し て 使用 する こと で 狙っ た 印象 を 与え る こと が で きま す 。 効果 が 
出 な い 場 合 は [色調 補正 ] と レイ ヤー の 不透明 度 で 調整 し ます 。 
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回 モー ショ ン ぼ か し と は 


モー ショ ン ぼ か し は 漫画 な ど で キ ャ ラク ター や 物 


が 速く 動い た 演出 と し て 、 残 像 の 表現 方 法 と し て 


使わ れ ま す 。 こ れ を 、 [ぼかし ] ツール を 


いて 表 


現す る こと が で きる エフ ェクト で す 。 主 に 使う 


エフ ェクト な し 


e- 使い 方 


ツー ル は [放射 ぼかし ] と [移動 ぼかし 


す 。 [放射 ぼかし 
集中 線 に 該当 し 3 


線 と 同様 の 効果 を 表現 する こと が で き 8 


ます 。 [移動 ぼかし ] は 、 


と な りき 


ます 。 


Ll 


は 、 漫 画 の 表現 で 言う と ころ の 
スピ ー ド 


モー ショ ン ぼ か し で 舞う 花びら を 追加 


[フィ ルター] メニ ューー [ぼかし ] [移動 ぼかし ] を 使用 し て 
4 枚 の 花びら を ふわ り と 優し く 舞 わ せま す 。 


⑩ ] 枚 の 花びら を 描写 し た レイ ヤー を 用 意 し 、 レ イヤ ー 
を 4 枚 に 複製 し ます 。 キ ャ ラク ター な ど 目 立た せ た い 
物 を 邪魔 し な い 位置 に 4 枚 の 花びら を 配置 し ます 。 花 


びら の 形 や 角度 が 揃っ て いる と 不 自然 で す 。 ま た 、 


様々 な 距離 に 花びら が ある こと を 表現 し た い の で 大 き 
さも 変化 を つけ ます 。 [編集 ] メニ ューー [変形 ] 一 [ 自 
貼 変形 ] を 使用 し て 4 枚 の 花びら を それ ぞ れ 少し ずつ 
変形 させ 、 大 き さ を 調整 し ます 。 大 き さ は キャ ラク 
ター に 近い 花びら は 小指 の 先程 度 に 、 一 番手 前 の 花 び 


ら は 手の平 程 に し ます 。 


@ 一 番 大 き な 花 び げ ら の レイ ヤー を 残し 、 他 3 枚 を 統合 し 
ます 。 統合 し た レイ ヤー を 選択 し [移動 ぼかし] を 使用 


し ます 。 [ぼかす 距離 ] を [15] に 、 [ぼかす 角度 ] を 
-8] に 調整 し 、OK を クリ ッ ク し ます 。 


大き な 花びら の レイ ヤー を 選択 し [移動 ば か し ] を 使 


用 し ます 。 [ぼかす 距離 ] を [30] に 、 [ぼかす 角度 ] を 
-g] に 調整 し 、OK を クリ ッ ク し ます 。 


2 枚 の レイ ヤー それ ぞ れ を 複製 し ます 。 複製 し た ら 枚 


の レイ ヤー の 合成 モー ド を [加算 (発光 )] に 変更 し ます 。 
レイ ヤー の 不透明 度 を 2596 に 調整 し ます 。 


強く ぼかし すぎ る と 強風 で 勢い よく 舞う 花びら の よう に 
見 えま す 。 表現 し た い 動き の 強 さ に 合わ せ て ぼかし 加減 


を 調整 し ます 。 
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差分 作り と は 


差分 作り は 完成 し た イラ スト に 手 を 加え て 、 一 部 
を 変更 し た 別 の イラ スト を 作成 する こと で す 。 
キャ ラク ター を 例 に と る と 、 表 情 ・ 髪 型 ・ 衣 装 ・ 背 


の バリ エー ショ ン 豊 か な イラ スト を 作成 する こと 
が で きま す 。 エ フェ クト を 用 いた 差分 作り の 一 例 
は 、 光 の 表現 や 色 味 の 調整 を 組み 合わ せる こと で 


景 な どの 差分 を 作成 する こと で 、 同 一 の キャ ラク 
ター・ 構 図 ・ ポ ー ズ で あっ て も 、 様 々 な パタ ー ン 


エフ ェクト な し 


使い 方 


元 の イラ スト 内 の 時 間 帯 を 変更 する 使用 方 法 で す 。 


夜 の 時 間 帯 に 変更 


イラ スト 内 の 時 間 帯 を 昼間 か ら 夜 へ と 変更 し た 差分 を 作成 し ます 。 
複数 の エフ ェクト を 組み 合わ せ て 、 店 内 の ライ ト と ガラ ス の 外 の 


景 を 描写 し ます 。 


重ね 順 の 一 番 上 に 新規 レイ ヤー を 作成 し ます 。 夜空 を 
意識 し た 青 一 紫 の 窯 色 を 選択 し 、 [塗り つぶ し ] ツー 
ル ] で 塗り つぶ し ます 。 レイ ヤー の 合成 モー ド を [オー 
バー レイ ] に 変更 し ます 。 

@ 更 に 上 に 新規 レイ ヤー を 作成 し ます 。 店 内 の ライ ト を 
意識 し た 黄色 を 選択 し 、 下 か ら 上 へ と [グラ デー ショ 
ン ] を か け ま す 。 範囲 は 下端 か ら イ ラス ト の 縦 幅 の 4 
分 の 1 まで で す 。 レ イヤ ー の 合成 モー ド を [ハー ドラ 
イト ] に 変更 し ます 。 


@ 更 に 上 に 新規 レイ ヤー を 作成 し ます 。 同 じ 黄 色 で 、 店 


内 の 上 か ら の ライ ト と 、 ラ イト が 当たっ て 反射 する 部 
分 を 着色 し 、[ ぼ か し ] ツー ル や [ペン ] ツー ル な ど を 
使っ て ぼかし ます 。 レ イヤ ー の 合成 モー ド を [覆い 焼 
き ( 発 光 )] に 変更 し ます 。 


@ 新 規 レ イヤ ー を 作成 し 、 窓 ガラ ス の レイ ヤー に クリ ッ 
ピン グ し ます 。 最初 に 使用 し た 寒色 を より 暗く し た 色 
を 選択 し 、 上 か ら 下 へ と [グラ デー ショ ン ] を か け ま す 。 
範囲 は 上 端 か ら イ ラス ト の 縦 幅 の 4 分 の 3 まで で す 。 
合成 モー ド を [焼き 込み (リニア )] に 変更 し ます 。 


新規 レイ ヤー を 作成 し 、 窓 ガラ ス の レイ ヤー に クリ ッ 


ピン グ し ます 。 星空 や 夜 の 街中 な どの 背景 を 描写 し ま 
す 。 白色 で 星 を 描き 、 目 立ち すぎ な いよ う 不 透明 度 を 
調整 し ます 。 


昼間 の 街中 の 写真 を 使い 夜 の 背景 と し て 使用 する 


⑲ 用 意 し た 画像 を 新規 レイ ヤー に 貼り 付け ます 。 

@ 窓 ガラ ス の レイ ヤー に クリ ッ ピ ング し 、 合 成 モ ー ド を 
[焼き 込み (リニア )] に 変更 し ます 。 不 透明 度 を 100 
て 3596 で イメ ー ジ に 合う よう 調整 し ます 。 

@ 元 イラ スト で 窓 ガ ラス に 反射 する 光 を 描写 し た レイ 
ヤー を 複製 し 、 複製 元 の レイ ヤー を 非 表 示 に し ます 。 
@ 新 規 レ イヤ ー を 作成 し 、 複 製 し た レイ ヤー に クリ ッ ピ 

ング し ます 。 

人 ⑬ 窓 ガラ ス に 反射 する 光 を 描画 し た と き に 使用 し た 黄色 
で 塗り つぶ し ます 。 

⑬ 元 イラ スト で 窓 ガ ラス に 反射 する 光 を 描写 し た レイ 
ヤー を 複製 し 、 複製 元 の レイ ヤー を 非 表 示 に し ます 。 

@ 新 規 レ イヤ ー を 作成 し 、 複 製 し た レイ ヤー に クリ ッ ピ 
ング し ます 。 

@ 窓 ガラ ス に 反射 する 光 を 描画 し た と き に 使用 し た 黄色 
で 塗り つぶ し ます 。 

⑨ レ イヤ ー の 合成 モー ド を [加算 (発光 )] に 変更 し ます 。 


エフ ェクト な し 


エフ ェクト の 元 に な る 街中 の 写真 


昼間 の 街中 の 写真 を 夜 の 時 間 帯 に 合 


rr こ 圭 き 能 る テテ NHNIHS エ F 庄 
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線画 と 完成 イラ スト を 利用 し た エフ ェクト と は 


線画 レイ ヤー を 利 


し た エフ ェクト を 作成 する こ 


も 可能 と な り ま す 。 


、 イ ラス ト の 立体 感 を より 高め る よう な 補正 
厚 塗り な どの 多く の 色 を 使っ 
層 的 な 着色 に よる 立体 感 と 比べ る と 微細 な 変 


化 に 感じ られ る も の で は あり ます が 、 使 い 方 次 第 


エフ ェクト な し 


ーー 使い 方 


線画 を ぼかす こと で 僅か な 影 を 描写 し 、 
然 に 立体 感 を 補正 し ます 。 


線画 レイ ヤー を 複製 し 、[ フ ィ ル ター] メニ ューー [ ぼ 


か し ] 一 [ガウ ス ぽ ぼかし] を か け ま す 。 [ぼかす 範 | 


] は 


線画 作成 時 に 使っ た ブラ シ サ イズ の 数 値 の 10 倍 程度 


(ブラ シ サ イズ が 3 な ら 930) で す 。 


合成 モー ド を [焼き 込み (リニア )] に 変更 し 、 レイヤー 


の 不透明 度 を 60~80% で 調整 し ます 。 


@ グ ロー 効果 の レイ ヤー を 複製 し 、 複 製 し た レイ ヤー を 


ぼかし た 線画 レイ ヤー に クリ ッ ピ ング し ます 。 


ぼかす 範 


と 不透明 度 は 、 絵 柄 や 塗り 方 に よっ て 適正 な 


値 が 違い ます 。 自 分 の イラ スト に 合う よう 調整 し て み ま 


し ょ う 。 


で 効果 の 高い 技法 と いえ ます 。 イ ラス ト 全 体 の イ 
メー ジ を 損なわ な い 特 性 を 活か し 、 厚 塗り に 向 か 
な い イ ラス ト で も 、 手 軽 に 立体 感 を 与え る こと が 


で きま す 。 


線画 エフ ェクト で 立体 感 を 補正 


(my 


シチュ エー ショ ン 別 
エフ ェクト の 描き 方 


テー ジ の 風景 2 


私 た ちの 生活 の な か に 溢れ て いる 光 。 光源 に よっ て 様々 な 輝き を 見 せる 光 を 、 イ ラス 
ト で は どの よう に 表現 する の が 効果 的 で し ょ うか 。 こ こ で は 、 イ ラス ト の シー ン と し 
て よく 選ば れる 夜景 や ステ ー ジ を 題材 に 、 光 に 関す る エフ ェクト を ご 紹介 し ます 。 


レイ ヤー 構成 
光 を 描く 上 で 抑え る べき ポイ ント ses 


光 は 他 の エフ ェクト と 違い 、 動 きま が な い の 
で 特徴 さえ 捉え て し まえ ば 日 中 の 背景 資料 
を 参考 に し て も 、 そ れ な り に 表現 する 事 が 
で きま す 。 で す が 、 キ ャ ラク ター が どの 位 
の 明度 で 照ら され て いる の か 、 照 ら さ れ て 
な い 場 所 は どの ぐら い 暗 い の か が 大 還 
な っ て きま す 。 ラ フ を 描き な が ら イ メー ジ 
を 膨らませ つつ 、 ど の くら い の 光 で 表現 し 
た い の か を 自分 の 中 で 明確 化し な が ら 資 料 
を 集め まし ょ う 。 細 か く 表 現 を し た い 時 は 
素直 に 写真 を 撮り に 行く こと を お すす めし 
た す 。 


加 に 


ol 


回 町 
06||07 


全体 的 な レイ ヤー 構成 は この 様 に な っ て 
いま す 。 自分 の 部 屋 の よう に 、 ど こ に 必 
要 な も の が 置い て ある の か を 感覚 的 に 管 
理 で きる よう に な る まで は 、 き っ ちり と 
名 前 を 付け て 仕分 ける の を 心がけ て み ま 


し ょ う 。 


「01 野外 ステ ー ジ の 風景 ] メ イキ ング は 
CLIP STUDIO PAINT PRO Ver.1.9.11 を 
使用 し て 作成 し て いま す 。 


⑳⑩ 
光 
の 
エ 
PF 
エ 
ト 
M 
イィ 
ャ 
1 
構 
成 
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9 使用 


既存 の ペン と ブラ シ に 少し アン チエ イリ アス を 効か せ て いま す 。 


OG ペン (カス タム ブラ シ ) 

[ペン ] ツー ルー[G ペ ン ] は 主 線 を 描く と 
き や ア ニ メ 塗 り の よう に ハイ ライ ト や 影 
を きっ ちり 描く 時 な ど に 使用 し て いま す 。 
初期 設定 の [G ペ ン ] を も と に 手振れ 補正 、 
ブラ シ サ イズ を 変更 。 ア ンチ エイ リア ス 
を 中 か ら 弱 に し まし た 。 

ブラ シ サ イス 影響 元 設定 の 傾き の チェ ッ 
ク を 外し て いま す 。 


ぼかし 3( カ スタ ム ブ ラ シ ) 
カス タム ブラ シ で す 。 ペ ンタ ッ チ な ど を 
出さ きず に あっ さり と 仕上 げた いと き に 
使っ て いま す 。 他 に も 立体 感 を 意識 させ 
ず に 補強 し た いと き に 使い まし た 。 


カス タム デー タブ ラ シ は 
ダウ ン ロ ー ド 可能 で す 。 
(P.5 参 昭 ) 


9 丸 ペ ン ( カ スタ ム ブ ラ シ ) 

[ペン ] ツー ルー[ 丸 ペン ] は 背景 の パイ プ 
な ど を きっ ちり 描き た か っ た と き に 使用 
し まし た 。 

初期 設定 の [ 丸 ベ ン ] の 手振れ 補正 、 ブ ラ 
シ サ イズ を 変更 。 ア ンチ エイ リア ス を 中 
か ら 訪 に し て いま す 。 ブ ラ シ サ イズ 影響 
元 設定 の 筆 圧 と 傾き の チェ ッ ク を 外し ま 
し た 。 


不肖 明度 


アン チエ イリ アス 


手 ブ プレ 補正 


@ 指 先 6 (カス タム ブラ シ ) 

カス タム ブラ シ で す 。 色 を 徐々 に 薄く な 
る よう に 伸ばし た いと き に 使用 し ます 。 
ぽか し と は 異な り 、 こ すっ た よう な 伸 ば 
し 方 に な り ま す 。 


1) 
行 


1 影 

R=192 
G=194 
B=251 


レイ ヤー 名 :1 影 ノ [ 焼 き 込み (リニア )] 


@ 照 明 が 当たる こと を な 意識 し て キャ ラク ター に 影 を 入 
れ て いき ます 。 [G ペ ン ] と [消し ゴム ] ツ 
を 使っ て 「1 影 ] を 入れ て いき ます 。 軟らか い 素 材 、 立 
体感 、 丸 み を 出し た い ポ イン ト に 絞っ て カス タム ブラ 
シ の [ぼかし 3] で ぼかし を 入れ ます 。 レイ ヤー の 合成 


モー ド は 


ー ル ー [硬め ] 


まず は この 配色 で キャ ラク ター の 下塗り を 
いま す 。 
肌 口内 上 着 、 靴 
R=255 R=217 R=196 
G=231 G=90 G=40 
B=222 B=111 B=46 
イン ナー リポ ボン スカ ー ト 、 し ぼり 


R=255 R=255 R=221 
G=255 G=79 G=59 


B=255 B=79 B=82 


レイ ヤー 名 :2 影 /[ 焼 き 込 み ( リ ニア )]/ 不 透明 度 69% 


@ 新 規 レ イヤ ー を 作成 し 、 立 体感 を 出す た め に 


影 色 の 中 に 「2 影 ] (濃い 部 分 ) を 増やし ます 


。 暗 


焼き 込み (リニア )] に し て いき 


ツー ル : [G ペ ン ] [硬め ] [ぽか し 3] 


ます 。 


いと 思っ た の で 不透明 度 を 699%% に 変更 し き 
ツー ル : [G ペ ン ] ン [硬め ] [ぼかし 31 


た 9o 
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影 
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= 
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新規 レイ ヤー を 作成 、 [Alt+Backspace] か [ 塗 
りつ ぶし ] ツー ルー [編集 レイ ヤー の み 参 照 ] を 使い 
空 の ベー ス と な る 色 「 空 1]」 で 塗り つ 記 し ます 。 

[編集 レイ ヤー の み 参 照 ] 


R=0 
G=28 
B=125 
ペタ 塗り 


R=0 
G=84 


B=216 


新規 レイ ヤー を 作成 し 、 [グラデ ー シ ョ 
ン ] ツー ル の 形状 を [直線 ] に 設定 し 、 中 
央 か ら 上 に 向かっ て 「 空 つ ] を か け ま す 。 


[描画 色 か ら 透 明 色 ] グラ 


NI 


新規 レイ ヤー を 作成 し 、 レイ ヤー 名 を 「 雰 囲 気 ] と し ま 
す 。 紫 系 の 寒色 「 空 3] を 選択 し 、 空 の 左上 か ら 中 央 に 向 
か っ て [G ペ ン ] で 着色 し ます 。 [ぼかし 3] を 使用 し 、 着 
色 し た 部 分 を ば ぼかし ます 。 合成 モー ド を [乗算 ] に 変更 し 
て 不透明 度 を 5096 に し ます 。 
[G@ ペ ン ] ン [ほか し 3] 


R=0 
G=28 
B=125 


雰囲気 グ [ 乗 算 ] 不透明 度 50% 


夜空 に テク スチ ャ を 入れ ます 。 新規 レイ ヤー を 作 


成 し 、[ フ ィ ル ター] メニ ュー [描画 ] [パー リン ノ 
イズ ] を か け て [スケ ー ル ] を [100] に し ます 。 レ 
イヤ ー の 合成 モー ド を [焼き 込み (リニア )] に し て 
不透明 度 を 6096 に し まし た 。 夜空 で は な い 部 分 は 
動 選 択 ] ツー ル で 選択 し て 削除 し ます 。 


テク スチ ャ ノ [焼き 込み (リニア )] 不透明 度 50% 


残り の 7 割 の 暗い 星 を 合成 モー ド [ 加 算 


(発光 )] の 新規 レイ ヤー に 描画 し ます 。 描 


画 


方 法 は 「 星 1]] レイ ヤー と 同様 に 、 色 は 


「 星 4」「 星 5」「 星 6」「 星 7」 を 使用 し ます 。 


宮 


け 


の 後 、[ フ ィ ル ター] メニ ューー [ぼかし ] 
ぼかし ] や [ぼかし ( 強 )] で ぼかし を か 


ます 。 
[ 丸 ペ ン ] 
R=232 R=105 
G=231 G=232 
B=210 B=130 


R=114 R=228 R=114 
G=159 G=140 G=159 


B=250 B=119 B=250 


空 の 星 の 数 の 3 割 を 明る く 、 残 り の 
7 割 を 暗く 描画 する こと で 、 和 距離 感 を 
出し 夜空 に 奥行 き が で ます 。 ま ず は 明 
る い 星 を 合成 モー ド [加算 (発光 )] の 
新規 レイ ヤー に 描画 し ます 。 星 を 描く 
と き は [ 丸 ペ ン ] を 使い [ツール プロ 
パテ ィ ] 一 [サブ ツー ル 詳 細 ] パレ ッ ト 
ー [ストローク] の [間隔 ] を [固定 ] に 
し ます 。 数値 を [1500 一 8000] に 
し て 適当 に 星 を 描く と ラン ダム 性 が 上 
が り 自 然 な 仕上 が り に な り ま す 。 色 は 
「 星 1」「 星 2」「 星 3] を 使用 し ブラ シ サ 
イズ も 変化 を つけ て 大 小 様々 な 星 を 描 
画 し ます 。 


星 1 ノ [ 加 算 (発光 )] 

[ 丸 ペ ン ] 
R=249 R=114 
G=148 G=249 
B=114 B=128 


星 2/[ 加 算 (発光 )] 


明る さ が 足 りな いと 思っ た の で 
[ 星 @] レイ ヤー を 複製 し 、 「 星 2 明 
る さ 調 整 ] レイ ヤー と し まし た 。 明 
る すぎ た ら こ の レイ ヤー の 不透明 度 
で 調節 し ます 。 


星 2 明る き 調整 [加算 (発光 )] 
不透明 度 50% 
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新規 レイ ヤー を 作成 し 、「 空 ] な 
ど 群 青色 の 寒色 を 選択 し ます 。 
[グラ デー ショ ン ] ツー ル を 使い 空 
全体 に 、 上 か ら 下 へ グラ デー ショ ン 
を か け ま す 。 レ イヤ ー の 合成 モー ド 
を [乗算] に し て 不透明 度 を 下げ て 
調整 し まし た 。 


[描画 色 か ら 退 明 色 ] R=0 
G=7 


B=45 


レイ ヤー6 ン [乗算 ] ノ 不透明 度 45% 


星空 の 完成 で す 。 


注意 : 綺麗 な 夜空 を 描い て し ま 
うと イラ スト を 見 た 人 が キャ ラ 
クタ ー と 夜空 の どっ ち が メ イン 
な の か わか ら な く な り 、 た だ の 
綺麗 な 絵 と いう 印象 し か 残ら な 
く な っ て し まい ます 。 そ れ を 避 
ける た め に 、 夜 空 を あま り 描 き 
込ま な いよ う 注 意 し ます 。 


背景 の ビル は 面 に よっ て 色 を 変え ます 。 空 
と 同じ 包 味 で 配色 し て あげ る と 統一 感 が で ま 
す 。 看 板 は 分 か りや すい よう に 色 を 変え る と 
良い で す 。 ベー ス と な る 「 看 板 ] レイ ヤー に 新 
規 レ イヤ ー を クリ ッ ピ ング し て [G ペ ン ] で 


看板 の 柄 を 描く と 楽 で す 。 
[G ペ ン ] 
R=10 R=0 
G=11 G=1 
B=29 B=61 
ビル 側面 
正面 
R=255 R=108 R=117 R=117 る: 看板 
G=117 G=221 G=101 G=78 に 
B=108 B=255 B=58 B=58 
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この まま だ こと 画面 が 明る い の で 、 ビ 
ル の 面 と 同じ よう に 影 を つけ ます 。 新 
規 レ イヤ ー を 作成 し 、 下 の レイ ヤー で 
クリ ッ ピ ング 後 、 側面 に だ け [ 丸 ペン ] 
を 使い 「 看 板 影 ] を 追加 し ます 。 レ イ 
ヤー の 合成 モー ド は [焼き 込み ( リ ニ 
ア )] に し まし た 。 


[ 丸 ペン ] 


R=188 
G=180 
B=255 


影 ノ [焼き 込み (リニア )] 


ビル の レイ ヤー より も 下 に 新規 レイ 
ヤー を 作成 し 「 境 目 用 ライ ト 」 で ビル 
の 屋上 が 光っ て いる 感じ に 塗り ます 。 
これ を 入れ る こと で 隣 の ビル と の 境目 
と 空 の 境目 を 分 か りや すく で きま す 。 
レイ ヤー の 合成 モー ド を [覆い 焼き カ 
ラー] に し て 、 イ ラス ト の 仕上 が り 次 
第 で 不透明 度 を 調整 し ます 。 

[ 叉 ペン ] 


境目 用 ライ ト [覆い 焼き カラ ー] 不透明 度 20% 


次 は 看板 を ライ ト ア ッ プ し て いき ま 
す 。 「 看 板 ラ イト アッ プ 」 は 黄色 で す が 
合成 モー ド を [ 究 い 焼 き (発光)] に す 
る と 他 の 色 と 混 ざり 色 が 変わ り ま す 。 
手間 を 掛け ず に 色 味 が 増え る の で お す 
すめ で す 。 


[ 丸 ペン ] 


R=255 
G=244 
B=151 


看板 用 ライ トノ [聞い 焼き (発光 )] 
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ステ ー ジ を 描写 し て いき ます 。 ス テー ジ の 形 を 
G ペ ン ] を 使っ て 「 ス テー ジ 1」 で 塗り ます 。 新規 
レイ ヤー を 作成 し 、 下 の レイ ヤー で クリ ッ ピ ング 
後 、「 ス テー ジ 影 1」 の 色 を [塗り つぶ し ] ツー ル で 
塗り つぶ し ます 。 天井 か ら か か る 影 の 部 分 を 残す 
よう 意識 し て 、 正 面 の 壁 を [消し ゴム ] ツー ルー 
硬め ] で 消し ます 。 「 ス テー ジ 影 1」 の 色 を 選択 し 、 
グラ デー ショ ン ] ツー ル を 使い 、 上 か ら 下 に グラ 
デー ショ ン を か け ま し た 。 レ イヤ ー の 合成 モー ド 
は [焼き 込み (リニア )] に し ます 。 

[G ペ ン ] ノ [塗り つぶ し ] [硬め ] [描画 色 か ら 透 明 色 ] 


レイ ヤー 名 : ス テー ジ R=180 R=192 
1 彫 ノ [焼き 込み (リニア )] G=180 G=194 
B=180 B=251 


新規 レイ ヤー を 作成 し 、 下 の レイ ヤー で クリ ッ 
ピン グ 後 、 [G ペ ン ] を 使い 「 ス テー ジ 影 2」 で 天井 

影 の 境目 を 描い た 後に 、 影 の 範囲 内 を [塗り つ 
ぶし ] ツー ル な ど で 塗 りつ ぶし ます 。 措 写し た 影 
を [消し ゴム ] ツー ルー [軟らか め ] と 、 カ スタ ム 
ブラ シ の [ぼかし 3]、 [G ペ ン ] を 使用 し て 、 天 井 
の 角 も 含め て デッサン する よう に 描写 し て いき ま 
す 。 最 後に も う 一 度 [G ペ ン ] を 使い 、 影 の 境目 を 
着色 し ます 。 

[G ペ ン ] ン [塗り つぶ し ] [軟らか め ] [ぽか し 3] 


R=54 
G=57 
B=143 
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濃い 影 に な っ て いる 部 分 の うち 、 ス テー ジ の 内 
を 描写 し ます 。 新規 レ イヤ ー を 作成 し [G ペ ン ] 
を 使い 、 四 隅 に 「 反 射 光 ] を 塗り ます 。 [ば か し 3] 
で 色 を な じ ま せ ます 。 レ イヤ ー の 合成 モー ド を 
スク リー ン ] に し て 不透明 度 を 下げ て 調整 し ま 
し た 。 続 いて 看板 を 描写 し ます 。 新規 レ イヤ ー を 
作成 し [G ペ ン ] を 使い 、「 ス テー ジ 看 板 1」 の 色 で 
Shift] キー を 押し な が ら 直 線 で 看板 部 分 を 囲み 、 
囲ん だ 内 側 を [塗り つぶ し ] ツー ル で 塗り つぶ し 
ます 。 
ル : [G ペ ン ] ノ [ぽか し 3] ノ [塗りつぶし] 


反射 光 ノ [スク リーン ] ズ 不透明 度 10% と 
レイ ヤー 名 飾り R=255 R=124 


G=231 G=78 
B=151 B=35 


レイ ヤー 名 : ラ イト レイ ヤー 名 : ラ イト 2/[ ス クリーン) 


⑯ 黄 色 い ラ イト を 描写 し ます 。 新規 レイ ヤー を 作 
成 し [G ペ ン ] の [ブラ シ サ イズ ] を [300] で 使 
し 、 「 ラ イト 1」 を ポン ポン と ラン ダム に 置き ます 。 
範囲 は 明る い 部 分 全体 で す が 、 濃 い 影 の 部 分 に 少 
し か か る くら い は 問題 あり ませ ん 。 そ の 後 [ ぼ か 
し 3] で ぼかし ます 。 

新規 レイ ヤー を 作成 し [グラ デー ショ ン ] ツール 
の [形状 ] を [直線 ] に し て 「 ラ イト 1」 を 一 番 下 か 
ら 濃 い 影 に 少し か か る よう に か け ま す 。 レ イヤ ー 


の 合成 モー ド を [スク リー ン ] に 変更 し ます 。 

ライ ト 1 
R=255 
G=238 
B=214 


ツー ル : [G ペ ン ] [ぽか し 3] [描画 色 か ら 透 明 色 ] 


レイ ヤー 名 : パ イブ プン [乗算 ] 


ゆ 新 規 レ イヤ ー を 作成 し 、 ス テー ジ の パイ ブ を 描 
いて いき ます 。 [ 丸 ペ ン ] を 使い 「 パ イプ 1」 で 直線 


を 引き ます 。 手前 と 奥 で [ 丸 ペ ン ] の 太 さ を 変え て 、 


手前 を 大 きく 、 奥 を 補足 描く と 奥行 き が で ます 。 
キャ ラク ター に か ぶっ て いる 部 分 は 描か な く て も 
大 丈夫 で す 。 レイ ヤー の 合成 モー ド は [乗算 ] に し 
て いま す 。 


ツー ル :[ 丸 ペン ] 


レイ ヤー 名 : ラ イト 


⑥ 新 規 レ イヤ ー を 作成 し 、 手 順 り より も ブ 

ラ シ サ イズ を 二 回 り 小さ くし た [ 丸 ペン ] 

を 使い 「 ラ イト 2」 で 棒 の 中 心 に 直線 を 描 

き 、 [消し ゴム ] ツー ルー [軟らか め ] の [ ブ () 

ラ シ 濃 度 ] を [65] に し て グラ デー ショ ン 

を か ける よう に 消し ます 。 消 し 終わ っ た ら 5 
と 境目 に 白色 を 塗る と 立体 感 が 出 ます 。 

ツー ル : [ 丸 ペン ] [軟らか め ] B=235 


レイ ヤー 名 : 着 板 文字 


⑮ 新 規 レ イヤ ー を 作成 し 、 看 板 に 文字 を 

入れ ます 。 [テキ スト ] ツー ル を 使い 、 文 

字 を 追加 し て レイ ヤー を 右 ク リッ ク し 、 

[ラス タラ イズ ] で 文字 レイ ヤー を 画像 

化し ます 。 後 は [Ctrl+Shift+T( 変 

形 )] で 四つ角 を 看板 に 合わ せれ ば 配置 計 伯 文字 
完了 で す 。 Ba 


⑳⑩ 
光 
の 
エ 
4 
E 
に 4 
ト 
〒 
hl 
景 
を 
描 
く 


033 


034 


窓 予備 


新規 レイ ヤー を 作成 し 、[G ペ ン ] を 使い 「 窓 1」 
で 直線 を 引き 、[ 消 


し ゴム ] ツー ルー [硬め ] で 窓 の 


形 を 作り ます 。 [区 
] ツー ルー [長方形 選択 ] な ど で 作っ て も 構い ま 


せん 。 


[G ペ ン ] 


形 ] ツー ルー [直線 ]、 [選択 範 


[硬め ] 


R=255 
G=244 
B=151 


の 境目 


か し 3] で 筆 あ と を ぽか しき 


奥 ビ ル ラ イト 


「 窓 予備 ] レイ ヤー を 6 枚 に 


手前 ビル ライ ト 


複製 し 、 それ ぞ れ の 


ビル に [Ctrl+Shift+T] で 大 き さ と パー ス を 合わ 
せ て 配置 し ます 。 手前 ら つ の ビル に 配置 し た 3 枚 


の 「 窓 予備 レイ ヤー を 1 枚 に 


路 ] レイ ヤー を 1 枚 に 統合 し き 


統合 し 


す (手前 ビ 


ル ラ イト )。 奥 ら つの ビル に 配置 し た 9 枚 の 「 窓 予 


ます ( 奥 ビ ピル ライ ト )。 


グラ デー ショ ン を か け ま す 。 
「 奥 ビル ライ ト 」 レイ ヤー に ク 


新規 レイ ヤー を 「 手 前 ビル ライ ト 」 レイ ヤ 
リッ ピン グ 後 、「 ラ イト 3」 で 中 央 か ら 一 番 上 まで 


に ク 


レイ ヤー を 複製 し 
リッ ピン グ し 、 それ 


ぞ れ 下 の レ イヤ ー に 結合 し ます 。 


[描画 色 か ら 透 明 色 ] 


手前 の ビル 正面 に [ 丸 ペン ] を 使い 「 ビ ル 発光 」 で 側面 と 
を 描き 、 下 が 濃く 上 が 薄く な る よう に 塗っ た 後 [ ぼ 
ます 。 レ イヤ ー の 合成 モー ド を 


[覆い 焼き (発光 )] に 変更 し 、 不 透明 度 を 7096 に し ます 。 
新規 レイ ヤー を 作成 し 、 奥 の ビ ル 正 面 を 「 ビ ル 発 光 」 で 手前 
の ビル 同様 に 描き ます 。 レイ ヤー の 合成 モ 


光 )] に 変更 し ます 。 


[ 丸 ペ ン ] [ぽか し 3] 


ビル 正面 発光 [覆い 焼き (発光 )] 不透明 度 70% 人 0 G=224 
ビル 谷間 [加算 (発光 )] 


ド を [加算 ( 発 


R=123 


B=252 


次 は ステ ー ジ の ライ ト で す 。 逆光 で 見 えな い の 
で ステ ー ジ 上 の 看板 な ど に つい て いる ライ ト の 機 


症 


は 描く 必要 が あり きま 
いで す )。 [ 丸 ペ ン ] を 


ませ ん (も ちろ ん 描い て も い 


R=255 
G=244 
B=151 


ます 。 トッ プア ー テ ィ ス ト の 様 な ライ ト の 量 は あ 
り 得 な い の で 、 少 な め に 6 個 ほ ど 描 きま し た 。 上 
記 画 像 の 赤い ライ ン が 消失 点 に な っ て いま す の で 、 


使い 「 ラ イト 4」 で ライ ト が 


設置 し て 有り そう な 場所 に 丸く 色 を 置き 3 


す 。 


イト の 個数 は イベ ント の 規模 に よっ て 調整 し ます 。 
今回 の イラ スト は 商店 街 の イベ ント を 想定 し て い 


新規 レイ ヤー を 作成 


ライ ト の 光 と 消失 点 の ライ ン を 考慮 し て [ぼかし 
3] で 上 部 を ば か し ます 。 レ イヤ ー の 合成 モー ド 
は [覆い 焼き (発光 )] に し まし た 。 

[ 丸 ペ ン ] ノ [ぼかし 3] 


し 、 同じ 場所 に [ 丸 ペ ン ] で 色 を 置い て ラ 


イト の 光 を 強め ます 。 赤 ライ ン 部 分 は パー ス の イメ ー ジ で す 。 

実際 に は 黄色 V ラ イン の 根本 部 分 に 「 ス テー ジラ イト 」 で 着色 本 
し 、 放射 状 に 広がる よう に カス タム ブラ シ の [指先 6] で ぼかし 3 
ます 。 レイ ヤー の 合成 モー ド は [加算 (発光 )] に し て いま す 。 8-151 


[ 丸 ペ ン ] ノ [指先 6] 


商店 街 看 板 ライ トノ [覆い 焼き (発光 )] 
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人 @ 新 規 レ イヤ ー を 作成 し 、 [ 丸 ペ ン ] を 使い 「 ラ 
イト 補正 ] で ステ ー ジ の 看板 の ライ ト を スタ ン 
プ の よう に ポン ポン と 描写 し て 光 を 強め ます 。 
[ 丸 ペ ン ] の サイ ズ は ライ ト の 大 き さ に 合わ せ 
て 調整 し まし た 。 


[フィ ルター] メニ 


ニュ ーー[ 


ぼかし ] 一 [ガウ ス ぽ 


か し ] を 使い 、 光 を ぼかし 


は [100] に し 
を [加算 (発光 )] 


ツー ル : [ 丸 ペン ] 


た まし た 。 レ 
に 変更 し ます 。 


レイ ヤー 名 : 警告 灯 と ライ ト 補 正 ズ [加算 (発光 )] 


ます 。 [ぼかす 秀 
イヤ ー の 合成 モー ド 


ライ ト 補 正 
R=255 
G=244 
B=151 


も っ と 輝 か せ る に は ? 


新規 レイ ヤー を 


作成 し 、 黄 色 の 三角 


形 部 分 を [選択 範囲 ] ツー ルー [折れ 


線 ] で 選択 し ま 
ン ] ツー ル の 形 


す 。 [グラ デー ショ 


状 を [円 ] に 設定 し 、 


三角 形 の 下 の 角 か ら 左 右 ど ちら か の 


角 に 向け て 、 黄 


色 の グラ デー ショ ン 


を か け ま す 。 こ の レイ ヤー を 4 枚 に 
複製 し 、 そ れ ぞ れ の ライ ト の 位置 に 
配置 し 角度 を 調整 し ます 。 レ イヤ ー 
の 合成 モー ド を [ 狼 い 焼き (発光 )] 


に 変更 し ます 。 


※ キ ャ ラク ター が メイ ン の イラ スト で 、 
すべ て を きれ い に 仕 上 げ る と キャ ラ 
クタ ー が 目立た な く な る 可能 性 が あ 
り ま す の で 注意 し て くだ さい 。 


こ ラ イト を 当て る 


⑱ キ ャ ラク ター に ライ ト を 当て て いき まし ょ 
う 。 (ハイ ライ ト と は 別 で す )。 新規 レイ ヤー 
「 ラ イト 」 を 作成 し ます 。 ライ ト が 当たる 部 分 
を [G ペ ン ] を 使い 「 ラ イト 5」 で 着色 し 、 カス 
タム ブラ シ の [ぼかし 3] で ぼかし た 後 、 [ 消 
し ゴム ] ツー ルー [軟らか め ] の [ブラ シ 濃 度 ] 
を [20 一 30] に し て 薄く な る よう 調整 し ま 
す 。 レ イヤ ー の 合成 モー ド を [覆い 焼き ( 発 
光 )] に 変更 し ます 。 

ツー ル : [G ペ ン ] [ぽか し 3] [軟らか め ] 


ライ ト 5 
R=255 
G=244 
B=151 


光 
の 
エ 
4 
ギ 
ト 
マ 
彰 
景 
を 
描 
く 
マ 
t 
と 
ラ 
ク 
タ 
1 
に 
に 
ィ 
ト 
を 
当 
る 
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レイ ヤー 名 : ラ イト [覆い 焼き (発光 ) 


暫 次 に 観客 席 最前 列 か ら 向 けら れ て 
いる 光 を 描写 し ます 。 合 成 モ ー ド 
「 ハ ー ド ライ ト 」 の 新規 レイ ヤー を 
作成 し 、 [グラ デー ショ ン ] ツー ル を 
使い 「 ラ イト 6」 で 下 か ら 4 分 の 1 
程度 に グラ デー ショ ン を か け ま し た 。 
レイ ヤー の 不透明 度 を 1596 に し て 
調整 し て いま す 。 
ツー ル : [描画 色 か 透明 色 ] 


ライ ト 6 
R=255 
G=244 
B=151 


レイ ヤー 名 : 手前 ライ トノ グ [ハー ドラ イト ] 不透明 度 


038 


キャ ラク ター の 周囲 に 逆光 エフ ェクト を 入 


れ ま す 。 キ ャ ラク ター の フォ ル ダ を 選択 し た 
状態 で 、 [自動 選択 ] ツー ル で [Shift] キー を 


押し な が ら キ ャ ラク ター を 除く 全て の 


分 を 選択 し ます 。 


背景 部 


色 グ [ハー ドラ イト ] 


不透明 度 50% 


[フィ ルター] メニ ューー [ぽか 2]. っ [ガウ 


ス ぽ か し ] を 使い 、 [ぼかす 範 | 


] を [100] で 


ぼかし ます 。 レイ ヤー を [人 
ド に 変更 し て 不透明 度 を 50% 


ライト! 所 


色 
りつ ぶし た レイ ヤー を 手前 に 表示 し て いま す 。 
[Ctrl+Shift 寺 | (選択 範囲 を 反転 )] で 選択 
範囲 を 反転 し ます 。 キ ャ ラク ター の フォ ル ダ 
の 下 に 新規 レイ ヤー を 作成 し 、 [塗り つぶ し ] 
ツー ル を 使い 「 ラ イト 7] 塗り つぶ し ます 。 
[塗り つぶ し ] 


明る さ ノ [ 逆 い 焼き (発光 )] ノ 不透明 度 55% 


「 色 」 レイ ヤー を 複製 し 、 レ イヤ ー 
名 を 「 明 る さ 」 に し ます 。 レイ ヤー の 較 計 
合成 モー ド を [覆い 焼き (発光 )] に 


こ 調 整 し 


た 9。 


変更 し 、 不 透明 度 を 5596 に 調整 し 
ます 。 


R=220 
G=202 
B=167 


KG 


@ 髪 の 毛 に ライ ト の 光 を 入れ ます 。 新規 レイ 
ヤー を 作成 し 、 髪 の レイ ヤー に 下 の レ イヤ ー で 
クリ ッ ピ ング を し ます 。 

[ 丸 ペ ン ] を 使い 、 キ ャ ラク ター の 顔 と 同じ くら 
い の ブ ラ シ サ イズ に し て 「 髪 ライ ト 1」 で ポン 
と 押す よう に 顔 の 中 心 を 塗り ます 。 

その 後 、[ ぼ か し 3] で ぼかし ます 。 体 で 隠れ て 
いる 髪の毛 先 の 中 央 を 中 心 に [グラ デー ショ 
ン ] ツー ル の 形状 を [円 ] に 設定 し 描写 し ます 。 
この と き 、 目 の 辺り まで グラ デー ショ ン を 広げ 
ます 。 レイ ヤー の 合成 モー ド を [オー バー レイ ] 
に 変更 し ます 。 明 る すぎ た の で 不透明 度 を 
51% に 調整 し まし た 。 


ツー ル :[ 丸 ペン ] [ぽか し 3] R=255 
9 G=244 


レイ ヤー 名 : ラ イト ノ [オー バー レイ ] ノ 不 透明 度 51% 


⑩ キ ャ ラク ター の 肌 の 色 が 青白 いと 感じ まし た の 


色 が よく 見 える よう 肌 の 色 を 変更 し ます 。 


新規 レイ ヤー を 作成 し 、 肌 の ベー スレ イヤ ー に 下 
の レイ ヤー で クリ ッ ピ ング し ます 。 [塗り つぶ し ] 
ツー 


ツー ル : [塗り つぶ し ] 


ル を 使い 「 肌 色 ] で 塗り つ ぷ し ます 。 


肌色 

R=255 
G=214 
B=206 


レイ ヤー 名 :16 


光 
の 
4 
Fa 
EE 
ト 
マ 
キ 
ャ 
ラ 
ク 
タ 
LU 
ラ 
イ 
ト 
を 
当 
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る 
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各 
部 
の 
D 
攻 
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髪の毛 に 周り か ら の 光 を 入れ ます 。 
手順 @ の レイ ヤー の 上 に 新規 レイ ヤー 
を 作成 し 、 下 の レイ ヤー で クリ ッ ピ ン 
グ を し ます 。 
寒色 系 の 色 の 「 髪 ライ ト 2」 で [ 丸 ペ 
ン ] を 使い 描画 し ます 。 描 き 方 の 目安 
と し て は 、 自 分 が 入れ た い ポ イン ト + 
ビル の 看板 ライ ト や 商店 街 ライ ト な ど 
が 近い 所 に 色 を 塗り ます 。 
レイ ヤー の 合成 モー ド を [覆い 焼き 
(発光 )] に 変更 し て 不透明 度 を 50% 
に 調整 し ます 。 


ツー ル : [ 丸 ペ ン ] 


レイ ヤー 名 : 周 りか ら の 光 ン [覆い 焼き (発光 )] "不透明 度 50% 


レイ ヤー 名 : ラ イト [加算 (発光 )] 


マイ ク に ハイ ライ ト を 追加 し ます 。 

新規 レイ ヤー を 作成 し マイ ク の レイ ヤー に 下 の レ イ 
ヤー で クリ ッ ピ ング を し ます 。 
マイ ク の 網目 て ハイ ライ ト を [G ペ ン ] を 使用 し 「 マ イ 


ク 1」 で 描画 し ます 。 隊 2 
レイ ヤー の 合成 モー ド を [加算 (発光 )] に 変更 し ます 。 。_-1oe 
ツー ル : [G ペ ン ] B=251 


レイ ヤー 名 瞳孔 ン [焼き 込み (リニア )] 


@ 瞳 に 瞳孔 を 描き 込み ます 。 
新規 レイ ヤー を 作成 し 、 黒 目 の レ イヤー に 下 の レ 
イヤ ー で クリ ッ ピ ング を し ます 。 

瞳孔 の 大 き さ は 黒目 の 縦横 3 分 の 1 を 


安 に [ 丸 


ペン ] を 使用 し 「 瞳 孔 ] で 入れ ます 。 
レイ ヤー の 合成 モー ド を [焼き 込み (リニア )] に 
変更 し ます 。 
瞳孔 
ツー ル :[ 丸 ペン ] R=194 
G=196 
B=251 


レイ ヤー 名 : 目 ハイ 


次 に 、 目 に ハイ ライ ト を 入れ ます 。 
新規 レイ ヤー を 作成 し ます 。 線 画 に 被る よう 
イラ イト を 入れ た い の で 重ね 順 は 線画 より 上 | 


ライ ト 


こ 八 
こ な 


る よう に 作成 し ます 。 下 か ら ラ イト アッ プ さ れ て 
いる た め 、 下 の 方 に 大 小 の ハイ ライ ト を [ 丸 ペ ン ] 
を 使い 「 目 ライ ト 」 で 入れ ます 。 この まま で は キャ 


ラク ター か ら 生 気 が 感じ られ な い の で 、 


瞳孔 の 近 


くに も 小さ い ハ イラ イト を [ 丸 ペン ] を 使い 「 
イト 」 で 入れ ます 。 


ツー ル : [ 丸 ペ ン ] 


全体 の 仕上 げ 


@ 背 景 の 明る い 部 分 まで [ガウ ス ぽ ぼかし] を か ける 
と 、 ぼ け 過 ぎ て し まう た め 、 キ ャ ラク ター と 背景 で 


背景 部 分 を 選択 し 、 
クリ ッ ク 、 [レイ ヤー マス ク ] ~ 


選択 男 


別々 に グロ ー 効 果 を か け ま す 。 ま ず は 全 レ イヤ ー を 


で マス ク を か が け ま す 。 


複製 し 統合 し ます 。 統 合 し た レイ ヤー を [編集 ] メ 
ニュ ーー [色調 補正 ] [レベ ル 補 正 ] ウィ ンド ウ の 
[入力 ] 内 に ある 山形 グラ フ 下 の 3 つの ツマ ミ を 、 グ 
ロー 効果 が 綺麗 に 出る 値 に 調整 し ます 。 [ガウ ス ぽ 
か し ] を [ぼかす 範囲 ] を [30] で か け ま す 。 その 後 、 

ー ド を [スク リー ン ] に 変更 し ま 


@ 背 景 に グロ ー 効 果 を か け ま す 。 先 ほど 作っ た グ 
ロー 効果 の レイ ヤー を 複製 し 、 レ イヤ ー の 重ね 順 を 
「 キ ャ ラ 」 フォ ル ダ の 下 に 移動 させ ます 。 レイ ヤー の 
合成 モー ド を [覆い 焼き カラ ー] に 変更 し 、 不透明 度 
を 5596 に 調整 し ます ド を [スク リー ン ] 
か ら [覆い 焼き カラ ー] に 変え る だ け で グロ ー 効 果 
の か か り 方 が 変わ り ます 。 

キャ ラク ター に グロ ー 効 果 を か け ま す 。 グ ロー 効 
果 レ イヤ ー を 「 影 、 ハイ ライ ト 」 フォ ル ダ 内 の 一 番 上 
に 移動 させ ます 。 「 キ ャ ラ 」 フォ ル ダ を 選択 し た 状態 
で [自動 選択 ] ツー ル で キャ ラク ター を 除く 全て の 


ロー 効果 が 出 ま せん の で 、 キ ャ ラク ター だ け [ 
ロー 効果 を か ける こと が で きま す 。 合成 モー 
スク リー ン ] の まま 不透明 度 を 559% に 調整 し き 


影 、 ハ イラ イト 」 フォ ル ダ を 右 
を マス ク ] 
スク を か けた 部 分 に は グ 


だ グ 
は 
ます 。 


eSNa せ 4 テ NHNIHS 財 
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@ [自動 選択 ] ツー ル で [Shift] キー を 押し な が ら 背 景 を 選択 
する と き に 見 逃し た 部 分 が ある と 、 そ こ に マス ク が か か ら ず 
グロ ー 効 果 が か か っ て し まい ます 。 

その 場合 は マス ク を か け 直 し まし よう 。 

フォ ル ダ に か か っ て いる マス クア イコ ン を クリ ッ ク し ます 。 


[自動 選択 ] ツー ル で マス ク が か か っ て い 選択 範囲 を 解除 せ ず 、 線 画 レ イヤ ー を 選択 
な い 範 囲 の どこ か を クリ ッ ク し ます 。 し ます 。 
[AIt] キー を 押し な が ら 、 新 た に マス ク を か 
けた い 部 分 を クリ ッ ク す る と 選択 範囲 が 解除 
され 、 キ ャ ラク ター 部 分 の み が 選 択 さ れ た 状 
完成 態 に な り ま す 。 


@ 新 し く 作成 し た 選択 範囲 で レイ ヤー マス ク を か け 
な お し ます 。 ま ず は 、 す で に ある 誤っ た 状態 の レイ 
ヤー マス ク を 削除 し ます 。 

キャ ラク ター 部 分 に グロ ー 効 果 を か けた い の で 、 
「 影 、 ハイ ライ ト 」 フォ ル ダ を 右 ク リッ ク 、 [レイ ヤー 
マス ク ] を 選択 し 、 こ こ で [選択 範囲 を マス ク ] で は 
な く [選択 範囲 外 を マス ク ] を 使用 し ます 。 

これ で キャ ラク ター 部 分 だ け に グロ ー 効 果 を か ける 
こと が で きま す 。 不透明 度 を 調整 し て 完成 で す 。 


統合 し た レイ ヤー を 線画 レイ ヤー 
に 下 の レ イヤ ー で クリ ッ ピ ング を し 


ます 。 
線画 レイ ヤー の 合成 1 


常 ] で ある こと を 確認 し て くだ さい 。 


線画 レイ ヤー に クリ ッ ピ ング し た レイ 
ヤー に [フィ ルター] メニ ューー [ぼかし ] 
ー [ぼかし ( 強 )] を か け て 、[ 編 集 ] メニ ュー 


ー [色調 補正 ] > [色相 
し ます 。 
今回 は [色相 ] を [O]、 


度 ] を [-37] に 変更 し まし た 。 


・ 彩 度 ・ 明 度 ] を 調整 


イラ スト を 柔らか い 印 象 に し た いと き は 、 色 トレ ス を し て 
線画 に 色 を な いま せま す 。 


キャ ラク ター に 影 な ど を 入れ た 「 影 、 ハイ ライ ト 」 フォ ル 
ダ と キャ ラク ター を 描写 し た 「 キ ャ ラ 」 フォ ル ダ を 複製 し 
ます 。 複製 し た 「 キ ャ ラ 」 フォ ル ダ か ら 線 画 レ イヤ ー を 削除 
し 、 それ 以外 の 複製 し た レイ ヤー を 統合 し ます 。 


ビー ド が [ 通 


線画 の 状態 


。 軌 光ら - の 


彩 度 ] を [30]、 [ 明 


これ で 簡易 色 ト レス の 完成 で す 。 
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(02 各 の の 有 昌 


水 の 
エフ ェクト 


ー@ 


海辺 や プー ル サ イ ド な ど 、 夏 場 を 表現 する イラ スト で は 欠か せな い 水 。 透明 感 と 光 の 
反射 、 液 体 と いう 形状 か ら 、 イ ラス ト で 描く に は 難易 度 が 高い も の の 部 類 に 入り ます 。 
ここ で は 海辺 の イラ スト を 題材 に 、 水 の 描き 方 と 効果 的 な 表現 方 法 を ご 紹介 し ます 。 


水 を 描く 上 で 抑え る べき ポイ ント 

水 は 透 明 感 と うねり (動き ) を 意識 し て 描 
きま し ょ よう 。 透明 感 を 出す の は 難し く 感 じ 
られ る 方 も 多い と 思い ます が 、 ポ イン ト は 
透け て いる 部 分 や 影 な ど を し っ か り 描 きこ 
お こと に あり ます 。 

また 、 色 と 全体 の グラ デー ショ ン も 重要 で 
す 。 うねり (動き ) と し て は シル エッ ト の 密 
と 疎 を 使い 分 ける こと と 、 ハ イラ イト と 影 
の バラ ンス と 立体 感 を 研究 し て み ま し ょ う 。 


06 


07 


06 


07 


03 


04 


05 


レイ ヤー は 近い も の が 上 で 遠い も の が 下 
に 来る よう に 大 ま か に 配置 し ます 。 下 か 
ら 背 景 、 キ ャ ラ 、 ビ ー チ ボー ル と いっ た 
感じ で す 。 し ぶ き や 海 が キャ ラ の 前 に 来 
る と ころ は その 都度 上 に 重ね ます 。 


「02 夏 の 砂浜 の 風景 ]」 タ メイ キン グ は 
CLIP STUDIO PAINT PRO Ver.1.10.2 
を 使用 し て 作成 し て いま す 。 


穫 芋 - さ へ で 4 テ NHNIHS 党 
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基本 アン チエ イリ アス を 少し 効か せ て 、 手 ブ レ 補 正 は [0] 初期 設定 に し て いま す 。 


OG ペン 

[ペン ] ツー ルー[G ペ ン ] は 
塗り と 線 、 ほ ぼ す べ て で 使 
いま す 。 


© ぼかし 

[ 色 混 ぜ ] ツー ルー [ぽか し ] 
は 、G ペ ン ま た は 水彩 で 
塗っ た 境界 を ぽか す の に 使 
いま す 。 


@ 柔 ら か 


[エア ブラ シ ] ツー ルー[ 和 柔 


ら か ] は 、 グ ラ デ ー シ ョ ン 
や 大 き な 影 で 使い ます 。 


⑬ 透 明 水彩 

[ 筆 ] ツ ー ル ー[ 水 彩 ]…[ 透 
明 水 彩 ] は G ペ ン よ り 柔 ら 
か く 塗 り た いと ころ で 使い 
ます 。 薄く 塗り た いと き に 
使っ た り も し ます 。 


グラ デー ショ ン 

[ツー ル ] パ レッ トー[ グ ラ 
デー ショ ン ] ツー ル は 、 海 
や 空 な ど イ ラス ト 全 体 に 大 
きく 効果 を 入れ る と き に 使 
いま す 。 基 本 は 「 描 画 色 か 
ら 背 景色 ] を 初期 設定 か ら 
変え ず に 使っ て いま す 。 


遼 員 


@ 飛 潜 

[エア ブラ シ ] ツー ルー[ 飛 
涼 ] は 、 光 の 粒 を 描く と き 
に 使い ます 。 


の 
! 語 エア ブラ シ 


ュ ュ 、 
一 
sn 
me 


@ 虹 


[グラ デー ショ ン ] ツー ルー 
[ 虹 ] は 簡単 に 虹 を 描く こと 
が で きる の で 便利 で す 。 


@ 不 透明 水彩 

[ 筆 ] ツー ルー[ 水 彩 ]…[ 不 
透明 水彩 ] は 透明 水彩 より 
も 濃く 塗り た いと き に 使い 
ます 。 


水彩 な ませ 


ee gti 


みな じ ま せ 


@「 海 」 フォ ル ダ に 作成 し た 「 海 ] レイ ヤー 

に 、 [ペン ] ツー ルー [G ペ ン ] を 使い 浜辺 に 

「 海 1] で ベー ス の 形 を と り ま す 。 右 下 あ た 

り は [エア ブラ シ ] ツー ルー [乗ら か ] の 透 

明 色 を 使い 透明 感 を 出し て いま す 。 

ツー ル : [G ペ ン ] ン [ 和 柔らか ] 海 
R=79 
G=224 


B=252 


レイ ヤー 名 : 青 


砂浜 (P.58 で 解説 ) に 合わ せ て 海 の シ ル エ ッ 
ト を と っ て 、 泡 、 影 を 描き 足し て いき ます 。 
手順 @ か ら 詳 細 な 手順 を 解説 し て いき ます 。 


レイ ヤー 名 : 海 


@「 海 ] レ イヤ ー に 新規 レイ ヤー を ク 
リッ ピン グ し て 「 青 ]」 と いう 名 前 に し 
ます 。 「 青 ] レイ ヤー に [エア ブラ シ ] 
ツー ルー 「 和 柔らか 」 を 使い 「 海 ]」 で グ 
ラ デ ー シ ョ ン を 加え ます 。 
ツー ル : [柔らか ] 

海 2 

R=45 

G=172 

B=238 


へ 談 商 新 4 NN・Y2 さ で 蛋 泡 4 テ NHNMHS 党 
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「 青 ]」 と いう 名 前 に し 8 


@「 海 ] レイ ヤー に 新規 レイ ヤー を クリ ッ ピ ング し て 
ます 。 新 し い ほ う の 「 青 ] レイ ヤー 
に [グラデーション] ツー ル の [描画 色 か ら 透 明 色 ] を 
使い 「 海 コ ] を グラ デー ショ ン で 加え 、 レイ ヤー の 合成 


海 3 

R=29 
G=155 
B=236 


@「 海 ] レイ ヤー に 新規 レイ ヤー を クリ ッ ピ 
ング し て 「 キ ャ ラ 影 ] と いう 名 前 に し ます 。 
[ 筆 ] ツー ルー [水彩 ] っ [透明 水彩 ] を 使い 


「 海 4」 で 人 物 の 影 を 入れ ます 。 
レイ ヤー の 合成 モー ド を [乗算 ] に し ます 。 


ツー ル : [透明 水彩 ] 


モー ド を [乗算] に し て 不透明 度 を 489% に し ます 。 
ツー ル : [描画 色 か ら 透 明 色 ] 


レイ ヤー 名 : キ ャ ラ 影 [乗算 ] 


海 4 

R=187 
G=173 
B=188 


⑥「 海 ]| レイ ヤー に 新規 レイ ヤー を クリ ッ 
ピン グ し て 「 波 の 影 ] と いう 名 前 に し ます 。 
波 の 影 を 入れ る と き は 、 引 いて 見 て 立体 に 
見 える か 気 を 付け まし ょ う 。 [透明 水彩 ] を 
使い 「 海 6] で 描い て [ 色 混 ぜ ] ツー ルー 
[ぼかし ] で ば か し ます 。 

ツー ル : [透明 水彩 ] プ [ぽか し ] 


海 6 


R=27 
G=178 


@「 海 」 レイ ヤー に 新規 レイ ヤー を ク 
リッ ピン グ し て 「 白 ]」 と いう 名 前 に し 
ます 。 [G ペ ン ] で 波 の 白い 部 分 を ざっ 
くり 描い て いき ます 。 

ツー ル : [G ペ ン ] 海 5 
R=225 
G=225 
B=225 


レイ ヤー 名 : 波 の 影 


⑨ 上 記 ⑥ の レイ ヤー の 合成 モー ド を 
[乗算 ] に し ます 。 


レイ ヤー 名 : 波 の 影 /[ 乗 算 ] 


Part 


=) 
い 
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レイ ヤー 名 : 波 の 影 2 ノ [乗算 ]/ 不 透明 度 55% 


⑩ 「 海 ] レイ ヤー に 新規 レイ ヤー を クリ ッ ピ ン 
グ し て 「 波 の 影 ] と いう 名 前 に し ます 。 濃い 影 
を 「 海 ノ ] で 描い て 、 ぼかし ます 。 半 
5 レイ ヤー の 合成 モー ド を [乗算 ] に し て 不 透 G=46 
明度 を 調整 し ます 。 ここ で は 559% に し まし た 。 B=182 


ツー ル : [秀明 水彩 ] [ぼかし] 


@「 海 ] レイ ヤー に 新規 レイ ヤー を クリ ッ ピ 
ング し て 「 光 」 と いう 名 前 に し ます 。 [エア ブ 
ラ シ ] ツー ルー [柔らか ] で 光 を 大 き な グ ラ 


デー ショ ン を 意識 し な が ら 描 いて ぼかし ます 。 


ツー ル : [柔らか ] 
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⑯ 上 記 @ の レイ ヤー の 合成 モー ド 
を [オー バー レイ ] に し ます 。 


@ 新 規 レ イヤ ー を 作成 し 、 「 波 の 光 ] と いう 名 前 
に し ます 。 [透明 水彩 ] を 使い 「 海 9] で 波 が 立体 
に な る よう ハイ ライ ト を 描い て いき ます 。 

ツー ル : [透明 水彩 ] 


海 9 

R=235 
G=224 
B=196 


上 記 @ の レイ ヤー を クリ ッ ピ ン 
グ し て 合成 モー ド を [オー バー レ 
イ ] に し ます 。 


ーーー = ry 
レイ ヤー 名 : 波 の 光 プ [オー バー レイ ] 


⑯「 海 ] レ イヤ ー に 新規 レイ ヤー を ク 
リッ ピン グ し て 「 波 の 光 細 か い 」 と い 


う 名 前 に し ます 。 [透明 水彩 ] を 使い 
「 海 10」 で 波 の 細か い ハ イラ イト を Ga228 
くっ きり 、 細か く 描 きま す 。 B=201 


ツー ル : [秀明 水彩 ] 


レイ ヤー 名 : 波 の 光 細 か い 


ゆ 上 記 の レイ ヤー の 合成 モー ド 
を [加算 (発光 )] に し て 、 水 面 に 
反射 する 光 を 表現 し ます 。 


レイ ヤー 名 : 波 の 光 細 か い [ 加 算 (発光 )] 


Part 


051 


=) 
い 
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⑯「 海 ] レ イヤ ー に 新規 レイ ヤー を 
クリ ッ ピ ング し て 「 泡 ] と いう 名 前 
に し ます 。 [透明 水彩 ] を 使い 「 海 
11」 で 泡 を 描い て いき ます 。 

ツー ル :[ 肖 明 水彩 ] 


海 11 


上 記 の レイ ヤー を 複製 し て 「 泡 の 影 ] と 
いう 名 前 に 変更 。 [透明 ピク セル を ロッ ク ] し 
て 塗り つぶ し 、「 海 18] へ 色 を 変え ます 。 
海 12 
R=111 
G=105 
B=199 


レイ ヤー 名 : 泡 の 影 上 


レイ ヤー 名 : 泡 の 影 ノ [乗算 ] レイ ヤー 名 : 泡 の 影 ノ [乗算 ] 不透明 度 32% 


⑳ 上 記 の レイ ヤー の 合成 モー ド を [乗算] に し で 手順 ⑳ の レイ ヤー を 下 に ずら し 、 泡 と 浜 の 距離 
ます 。 を 表現 し 深 さ を 出し ます 。 レ イヤ ー の 不透明 度 を 


3296 ま で 下げ て 影 の 濃 さ を 調整 し まし た 。 


⑯「 空 」 フォ ル ダ に 新規 レイ ヤー を 作成 し て 「 青 
空 ] と 名 前 を 付け ます 。 [塗り つぶ し ] ツー ル と [G 
ペン ] を 使い 、「 空 ] で ベー ス を 描い て いき ます 。 
ツー ル : [塗り つぶ し ] ノ [G ペ ン ] に 


レイ ヤー 名 : グ ラ デ ン 不透明 度 63% 


@ 新 規 レ イヤ ー を 作成 し て クリ ッ ピ ング し 、「 グ ラ デ ] 
と 名 前 を 付け ます 。 [グラ デー ショ ン ] ツー ルー [青空 ] 
を 使い 、 グラデ ーション を 左上 か らい れ ま す 。 

@ レ イヤ ー の 不透明 度 を 639% に 下げ て グラ デー ショ 
ン を な じ ま せ ます 。 


ッ ツー ル : [青空 


@ 新 規 レ イヤ ー を 作成 し て クリ ッ ピ 
ング し 、 「 雲 」 と 名 前 を 付け ます 。 圭 
は [ 筆 ] ツー ルー [水彩 ] っ [に じみ 
縁 水彩 ] を 使い 「 填 1」 で 、 く る くる 
丸 を つなげ る よう に 描い て いき ます 。 
ツー ル : [に じみ 緑 水彩 ] 


レイ ヤー 名 : 圭 


テ さ HNIHS 党 oS 
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@ 新 規 レ イヤ ー を 作成 し て クリ ッ ピ ング し 、 
影 ] と 名 前 を 付け ます 。 影 は [に じみ 緑 水 彩 ] 

を 使い 「 雲 6] で 雲 の 塊 に 対し て 下 側 を ざっ く 
り 塗り 、 合成 モー ド を [乗算 ] に し ます 。 

ツー ル : [に じみ 緑 水彩 ] 


雲 2 
、R=186 
| G=205 

B=215 


レイ ヤー 名 : 影 [乗算 ] 


⑬ 上 記 ⑨ の レイ ヤー の 不透明 度 を 
4596 に し て 影 を 薄く し ます 。 


レイ ヤー 名 : 影 [乗算 ] 不透明 度 45% 


@ 新 規 レ イヤ ー を 作成 し て クリ ッ ピ ング 
し 、 「 影 ] と 名 前 を 付け ます 。 合 成 モ 
ド を [乗算 ] に し ます 。 [に じみ 緑 水彩 ] を 
使い 「 雲 ヨ ] で ブラ シ を 少し 小さ くし て 、 
所 々 に くっ きり と 影 を 付け て いき ます 。 


ツー ル : [に じみ 緑 水彩 ] 雲 3 
R=189 
G=205 
B=235 


レイ ヤー 名 : 影 2/[ 乗 算 ] 


@⑥ 上 記 % の レイ ヤー の 不透明 度 を 
4896 に し て 影 を 薄く し ます 。 


レイ ヤー 名 : 影 2/[ 乗 算 ] 不透明 度 48% 
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@ 新 規 レ イヤ ー を 作成 し て クリ ッ ピ ング し 、 「 青 


み を 強め る 」 と 名 前 を 付け ます 。 青 を 濃く し た い a 

と ころ を [エア ブラ シ ] ツー ルー [柔らか ] で 「 圭 「 ) G-8 

4」 を 塗り ます 。 B=62 
ツー ル : [柔らか ] 


⑩ さ ら に 明る くし た いと ころ を 


1 エア ブラシ] ウー 


が] で 「 雲 5」 を 塗り ます 。 


ツー ル : [柔らか ] 


レイ ヤー 名 : 青 み を 強め る 


ルー [乗ら 


要 5 
R=233 
G=207 
B=154 


レイ ヤー 名 : 青 み を 強め る [オー パー レイ ] 不透明 度 72% 


レイ ヤー 名 : 青み を 強め る 


⑪ 上 記 ⑰ の レイ ヤー の 合成 モー ド 


を 、 [オー バー レイ ] に 
透明 度 を 729% に し て 
調整 し ます 。 


し ます 。 不 
色 の 渡さ を 


Part 


(=) 
い 


へ 難 導 中 K 際 4 テ YHNHS 入 @Q 
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太陽 の 光 は 黒い レイ ヤー に 描い て 発 
光 さ せる の で 、 ま ず 黒 い 一 枚 レ イヤ 
を 用 意 し 「 太 陽 」 と 名 前 を 付け ます 。 


レイ ヤー 名 : 太陽 


⑯ [エア ブラ シ ] ツー ルー [柔らか ] を 使 
い 「 太 陽 1」 で 太陽 を 描 を ます 。 エア ブラ 
シ を 使う こと で 、 太 陽 の 光 の グラ デー 
ショ ン を 簡単 に 表現 で きま す 。 

ツー ル : [柔らか ] 太陽 1 


ゆ 上 記 人 の レイ ヤー の 合成 モー ド を 
[加算 (発光)] に し ます 。 [加算 (発光 )] 
に する こと で 、 絵 に な じ お よう に 光 の 
描写 を 追加 する こと が で きま す 。 


レイ ヤー 名 : 太 陽 /[ 加 算 (発光 )] 


⑯ 新 し い レ イヤ ー に [グラ デー ショ 
ン ] ツー ルー [ 虹 ] を 使っ て 虹 を 描き 、 
名 前 を 「 フ レア 」 に し ます 。 


ツー ル :[ 虹 ] 


形状 は 「 円 を 使用 し て いま す 。 


⑰ 新 規 レ イヤ ー を 作成 


し て クリ ッ ピ ング 


し 、「 太 陽 の 光 」 と 名 前 を 付け ます 。 [エア 
ブラ シ ] ツー ルー 「 柔 ら か 」 を 使っ て 「 太 


陽 g] で 細い 光 を 描き き 


ツー ル : [柔らか ] 


ます 。 


レイ ヤー 名 : 太 陽 の 光 


⑯ 手 順 の レイ ヤー の 合成 モー ド 
を [加算 (発光 )] に し ます 。 


レイ ヤー 名 : フ レア [加算 (発光 )] 


上 記 ⑩ の レイ ヤー の 合成 モー ド 
を [加算 (発光 )] に し ます 。 こ れ 
で 太陽 か ら 降 り 注ぐ 日 差し の エ 
フェ クト を 追加 で きま し た 。 


レイ ヤー 名 : 太 陽 の 光 ン [加算 (発光 )] 


Part 
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©o 
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へ 闘 記 出る テ NHNHS 党 ⑧ 


レイ ヤー 名 : 砂 浜 
⑯ [ウィ ンド ウ ] メニ ューー [素材 か らい ずれ か を 選ぶ と 、[ 素 材 ] 
パレ ッ ト が 表示 され ます 。 好 き な 素材 を キャ ン バ ス に ドラ ッ グ & 


ドロ ッ プ する と 、 キャ ン バ ス に 素材 を 貼り 付け られ ます 。 

今回 は [カラ ー パ ター ン ] 一 [コル ク 02] を 選ん で テク スチ ャ を 2 
意 し ます 。 砂浜] で 塗り つぶ し た ベー ス の レイ ヤー を 作成 、 素 Gp8 

材 を クリ ッ ピ ング し 、 不透明 度 を 4296 に し ます 。 B=201 

ツー ル : [コル ク 02] 


@ 新 規 レ イヤ ー を 作成 し て クリ ッ ピ ング し 、「 キ ャ 
ラ ヲ 影 ] と 名 前 を 付け ます 。 [ 筆 ] ツー ルー [水彩 ] っ 
[透明 水彩 ] を 使い 「 砂 浜 @」「 砂 浜 G] で 影 を 入れ 、 レ 
イヤ ー の 合成 モー ド を [乗算 ] に し ます 。 

ツー ル : [透明 水彩 ] 


砂浜 2 砂浜 
R=180 R=198 
G=131 G=167 
B=120 B=192 


レイ ヤー 名 : キ ャ ラ 影 [乗算 ] 


II レイ ヤー を 作成 し て クリ ッ ピ ング し 、 
グラ デ 影 ] と 名 前 を 付け ます 。 [エア ブラ シ ] 

00 [柔らか ] の ブラ シ サ イズ を 大 きめ 

に し て 、 「 砂 浜 4] を 使い グラ デー ショ ン を つ 

け ま す 。 合成 モー ド を [乗算 ] に し て 不透明 度 

を 669% に し ます 。 

ツー ル : [柔らか ] 砂浜 4 


レイ ヤー 名 : グ ラ デ 影 [乗算 ] 不 透明度 66% 


新規 レイ ヤー を 作成 し て クリ ッ ピ ング し 
「 光 」 と 名 前 を 付け 、 合 成 モー ド を [加算 (発光 )] 
に し ます 。 [透明 水彩 ] を 使い 「 光 2」 で 光 の 中 に 
凹凸 の 光 を 描い て いき ます 。 

ツー ル : [透明 水彩 ] 


@ 新 規 レ イヤ ー を 作成 し て クリ ッ ピ ング し 、「 グ 
ラ デ 光 」 と 名 前 を 付け 、 合成 モー ド を [オー バー 
レイ ] に し ます 。 [エア ブラ シ ] ツー ルー [乗ら 
か ] を 使い 「 光 1] で 大 きく グラ デー ショ ン を つ 
け て 光 を 描き ます 。 
ツー ル : [柔らか ] 光 1 
R=249 
G=226 
B=169 


@ 新 規 レ イヤ ー を 作成 し て 砂浜 に ク 

リッ ピン グ し 、 「 影 ] と 名 前 を 付け ます 。 
[透明 水彩 ] を 使い 「 光 3」 で 浜 の 凹凸 

を 描い て いき ます 。 


ツー ル : [ 作 明 水彩 R 


@ 上 記 @ の レイ ヤー の 合成 モー ド を 
[乗算 ] に し ます 。 不 透明 度 は 659% 
に し て 、 色 の 濃 さ を 調整 し まし た 。 


レイ ヤー 名 : 影 [乗算 ] 不 透明度 65% 
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@ 新 規 レ イヤ ー を 作成 し て クリ ッ ピ ング し 、「 凸 
凹 の 光 」 と 名 前 を 付け ます 。 [透明 水彩 ] を 使い 
「 光 4」 で 凹凸 の 光 を 描き ます 。 


ツー ル : [秀明 水彩 ] 


光 4 

R=242 
G=232 
B=201 


人 @ 新 規 レ イヤ ー を 作成 し て クリ ッ ピ ング し 、「 黄 
色 み 」 と 名 前 を 付け ます 。 合成 モー ド を [オー バ 
レイ ] に し ます 。 [エア ブラ シ ] ツー ルー [柔らか ] 
で ほ わ ほ わ と 先ほど 描い た 光 を 中 心 に 「 光 5」 を 
入れ ます 。 光 が 固く な ら な い 方 が 反射 し た 砂浜 ら 
し く な り ま す 。 不 透明 度 を 8396 に 下げ て 色 の 濃 
さ を 調 整 し まし た 。 
ツー ル :[ 和 柔らか ] 

光 5 

R=242 

G=232 

B=201 レイ ヤー 名 : 黄 色 み [オー バー レイ ] 


⑩ 新 規 レ イヤ ー を 作成 し て クリ ッ ピ ング し 、「 波 


| / の 影 ] と 名 前 を 付け ます 。 合成 モー ド を [乗算 ] 
スイ | に し ます 。 [エア ブラ シ ] ツー ルー [柔らか ] を 使 
い 「 波 の 影 」 で 影 を 描き ます 。 


ツー ル : [柔らか ] 


波 の 影 

R=189 
G=146 
B=123 


新規 レイ ヤー を 作成 し て クリ ッ ピ ン 
グ し 、 「 空 気 感 」 と 名 前 を 付け ます 。 イ 
ラス ト の 下 の 方 に [エア ブラ シ ] ツー 
ルー [乗ら か ] を 使い 「 青 1」 を うっ す 
ら 入 れ て 海 の 感じ を 出し ます 。 不 透明 
度 を 4896 に し て 色 の 濃 さ を 調整 し ま 
し た 。 


ツー ル : [柔らか ] 


青 1 

R=130 
G=146 
B=193 


レイ ヤー 名 : 空 気 感 / 不 透明 度 48% 


水しぶき の 形 を と っ て 緑 を 濃く し ます 。 ハ イラ イト の 形 
は 水 が ら せん を 描く よう に 意識 する と 良い で し ょ う 。 「 し 4 
ぷ き 」 フォ ル ダ に 新規 レイ ヤー を 作成 し て 「 水 ] と 名 前 を 付 生 器 
け ま す 。 [ 筆 ] ツー ルー [水彩 ] っ [不透明 水彩 ] を 使い 「 水 し 2 
ぶ き 1」 で 形 を と り ま す 。 水彩 や クレ ヨン な ど 、 濃度 が 違っ 
た り テ クス チャ が 効い て いる と き は 、 塗 っ て いた ブラ シ を 


透明 色 に し て 削る の が ポイ ント で す 。 内 

ツー ル :[ 不 透明 水彩 ] R=26 
G=10 
B=255 


ミ F 計 Sow を で る へ 難問 湾 き 4 NHNMHS 党 


@②@ 上 記 の レイ ヤー の 不透明 度 を 
3596 に し て 色 味 を 薄く し ます 。 


レイ ヤー 名 : 水 不透明 度 35% 


@ 新 規 レ イヤ ー を 作成 し て 「 水 」 と 名 前 
を 付け ます 。 [不透明 水彩 ] を 使い 「 水 し 
ぶ き ら 」 で 緑 を 少し 濃く し ます 。 

ツー ル : [不透明 水彩 ] 水しぶき 2 
R=26 
G=10 
B=255 


@ 新 規 レ イヤ ー を 作成 し て 「 水 緑 」 と 名 前 を 

付け ます 。 [不透明 水彩 ] を 使い 「 水 し ぷ き 3] 

で 内 側 の うねり を 意識 し て 濃い と ころ を 塗っ 

て いき ます 。 

ツー ル : [不透明 水彩 ] 
水しぶき 3 
R=26 
G=10 
B=255 
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⑥ 新 規 レ イヤ ー を 作成 し て 「 グ ラ デ 」 と 名 前 を 付け ます 。 
[グラ デー ショ ン ] ツー ルー [描画 色 か ら 透 明 色 ] で 「 水 し 
ぷ き 5」 の グラ デー ショ ン を 作っ て 、 複 製 と クリ ッ ピ ン 
グ を 繰り 返し ます 。 そ れ ぞ れ の 透明 度 を 調整 し な が ら 輸 
郭 を 濃く し た い の で 、「 グ ラ デ 」 レイ ヤー の 不透明 度 を 
779%、 5896、 5096 と 低く し ます 。 最後 に すべ て の 影 に 
クリ ッ ピ ング し ます 。 

水しぶき 5 

R= 


ツー ル : [描画 色 か ら 透 明 色 ] 
56 
G=241 


B=233 


@ 新 規 レ イヤ ー を 作成 し て 「HL」 と 名 前 を 付け ま 
す 。 濃 い 部 分 の すぐ 横 に ハイ ライ ト を 入れ る と 浮 
き 上 が っ て 見 える の で 、 ハ イラ イト を [不透明 水 
彩 ] を 使い 「 水 し ぶ き 4」 で 描き ます 。 

ツー ル : [不透明 水彩 ] 


水しぶき 4 
R=255 
G=255 
B=255 


レイ ヤー 名 : グ ラ デ ( 不 透明 度 77%.58%50%) 


め 9 新規 レイ ヤー を 作成 し て 「 光 」 と 名 前 を 付け 
ます 。 合成 モー ド を [オー バー レイ ] に し て [ 不 
透明 水彩 ] を 使い 「 水 し ぶ き 6] で ざっ くり と 八 
イラ イト を 描き ます 。 

水しぶき 6 


ッ ツール : [不透明 水彩 ] R=255 
G=255 


B=255 


レイ ヤー 名 : 光 [オー バー レイ ] 


仕上 が り が 物足りな く 感 じ ま し た の で 、 水 し ぷ き 
を 増やし ます 。 今度 は 全て の キャ ラ の 上 に な る よう 
に 「 し ぶ き 」 フォ ル ダ を 作り 、 新規 レイ ヤー を 作成 し 
て 「 青 」 と 名 前 を 付け ます 。 [不透明 水彩 ] を 使い 「 水 
し ぷぷ き 5」 で 大 きく 飛び 出す よう な 、 水 し ぶ き を 描 
き 加 えま す 。 

ツー ル : [不透明 水彩 ] 


レイ ヤー 名 : 青 


@ 手 順 @ の レイ ヤー の 不透明 度 を 


459% に 薄く し ます 。 


② 
水 
の 
中 
レイ ヤー 名 : 青 不透明 度 45% に 
ト 
⑩ 新 規 レイ ヤー を 作成 し て 「 水 D4 
と 名 前 を 付け 、 [不透明 水彩 ] を 使 $ 
い 「 水 し が き 7」 で 濃い 部 分 を の 
作っ つて いき ます 。 き 
ツー ル : [不透明 水彩 ] 水しぶき 7 
R=12 
G=0 
B=196 
レイ ヤー 名 : 水 


⑪ 新 規 レ イヤ ー を 作成 し て 「HL」 と 名 前 
を 付け 、 [不透明 水彩 ] を 使い 「 水 し ぶ き 
8」 で ハイ ライ ト を 描い て いき ます 。 
ツー ル : [不透明 水彩 ] 

水しぶき 8 


R=255 
G=255 


レイ ヤー 名 :HL 


⑮ 新 規 レ イヤ ー を 作成 し て 「 グ ラ デ 」 
と 名 前 を 付け 、 「 青 」 レイ ヤー に クリ ッ 
ピン グ し ます 。 [エア ブラ シ ] ツー ルー 
[柔らか ] を 使い [水しぶき 9」 で 水色 
の グラ デー ショ ン を 描い て いき ます 。 
ツー ル : [柔らか ] 
水しぶき 9 
R=58 
G=177 
B=244 


レイ ヤー 名 : グ ラ デ 
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新規 レイ ヤー を 作成 し て 「 色 味 ] と 名 前 
を 付け ます 。 不透明 度 を 4896 に 薄く し て 、 
[エア ブラ シ ] ツー ルー [柔らか ] を 使い 「 水 
し ぶ き 10」 で 足 に か か る 部 分 の 青み を 足 
し て いき ます 。 

ツー ル : [柔らか ] 水しぶき 10 
R=84 
G=221 
B=255 


レイ ヤー 名 : 色 味 不 透明 度 48% 


新規 レイ ヤー を 作成 し て 「 影 ] と 名 前 を 
付け ます 。 [不透明 水彩 ] を 使い 「 水 し ぷ き 
1 1」 で 足 に か か る 影 を 足し て いき ます 。 

ツー ル : [不透明 水彩 ] 


水しぶき 11 
R=247 
G=203 
B=192 


⑯ 上 記 ⑥ の レイ ヤー の 合成 モー ド を 
[乗算 ] に し ます 。 不 透明 度 を 789% 
に し て 薄く し ます 。 


※ 画 像 は わか りや すい よう に 「 色 味 」 
レイ ヤー を 非 表示 に し て いま す 。 


レイ ヤー 名 : 影 [乗算 ] 不透明 度 78% 


⑰ [透明 ピク セル を ロッ ク ] し て 
「 水 し ぶ き 13」 を 塗り 、 水 し ぶ き 
の 色 を 変え ます 。 


水しぶき 13 
R=179 
G=174 
B=255 


レイ ヤー 名 : し ぶ き ノ [加算 (発光 )] 


⑯ 新 規 レ イヤ ー を 作成 し て 「 し ぶ き 」 と 名 

前 を 付け ます 。「 水 し が ぶ き 12」 を [エア ブラ 

シ ] ツー ルー [ 飛 汽 ] で と ば し ます 。 

ツー ル : [ 飛 涼 ] 水しぶき 12 
R=255 
G=255 


レイ ヤー 名 : し ぶ き 


レイ ヤー 名 : し ぶ き 


⑮「 し ぶ き 」 レイ ヤー を 複製 し て 、 [フィル 
ター] メニ ューー [ぼかし ] 一 [ガウ ス ぼ か 
し ] を か け ま す 。 レ イヤ ー の 合成 モー ド を 
[加算 (発光 )] に し て 調整 し まし た 。 


ェ F 計 Se と を で える テ NHNHS 党 
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⑩ 日 の 照り 返し で 色 が 飛ぶ と ころ を 光ら せ 
た り 、 人 物 の 後ろ の 背景 の 色 を 飛ば し て 人 


物 を よく 見 える よう ! 


こし て いき ます 。 


レイ ヤー 名 :126 


@ 新 規 レ イヤ ー を 作成 し [エア ブラ () 
シ ] ツー ルー [柔らか ] で 、 山 が 光 で 
男 ん で 見 える よう に する た め 「 仕 上 年 71 


げ 11 の 黄色 を 塗り ます 。 NM 
ツー ル : [柔らか ] B=196 


@「 効 果 ] フォ ル ダ を 作成 し 、[ レ イヤー] メ 
ニュ ーー [新規 色調 補正 レイ ヤー] 一 [レベ 
ル 補 正 ] を 選択 し ます 。 全 体 が 少し 濃く な 


る よう に [レベ ル 補 正 ] で 調整 し ます 。 


[エア ゴブ ラッ] ツー ルー 
[柔らか ] で 、 ヤシ の 木 が 遠 
くに 見 える よう に 「 仕 上 げ 
2」 の 水色 を 塗り ます 。 


ツー ル : [柔らか ] 


仕上 げ 2 


レイ ヤー 名 :126 


@ 手 順 @ の レイ ヤー の 合成 1 
を [ソフ トラ イト ] に し ます 。 不 透 
明度 を 4496 に 下げ て 、 光 の 加減 
を 調整 し ます 。 


@ 新 規 レ イヤ ー「 陽 災 ] を 作成 し 


レイ ヤー 名 : 陽 炎 プ [加算 (発光 )] 不 透明度 27% 


ます 。 逆光 と な り ま す の で 、 ヨ 


キャ ラ の 


後ろ に [エアブラシ] ツー ルー [柔らか ] で 「 仕 上 げ 3」 の 光 を 入れ ます 。 


め レ イヤ ー の 合成 モー ド を [加算 (発光 )] に し て 不透明 度 を 下 


ツー ル : [柔らか ] 


@ 新 規 レ イヤ ー「 光 」 を 作成 し ます 。 キャ 
ラ と 背景 が な じみ すぎ る と ころ に 、 [ エ 
アブ ラ シ ] ツー ルー [柔らか ] を 使い 「 仁 


上 げ 4」 で 光 を 描い て 分 離さ せき 
ツー ル : [柔らか ] 


ます 。 


仕上 げ 4 
R=255 
G=253 
B=213 


げ ま す 。 


@ 濃 すぎ た の で 薄く し て 、 不 透明 度 を 


709%% に し ま 


し た 。 これ で 完成 で す 。 


067 


cr 諾 S 傘 貞 4 デベ NHNHS > 


の 
に こき きい 


ろう そく の 火 か ら 大 き な 和 炎 ま で 、 火 も イラ スト に よく 描か れる も の な が ら 、 水 と 同様 02 / 
に 難し い モ チー フ と いえ ます 。 こ こ で は キャ ンプ で の た き 火 を 題材 に 、 火 の 効果 的 な ③ 
表現 方 法 に 加え 、 キ ャ ラク ター へ の 照り 返し と いっ た 仕上 げ ま で を ど ご 紹 介し ます 。 ’ 


ョ きく 上 で 抑え る 
上 で 提 


作業 に 入る 前 に まず 
炎 の 画像 や 夜空 や キ 
し ょ う 。 資料 を 参考 


自分 の イメ ー ジ と 近い 
ャ ンプ の 資料 を 集め ま 
こす る こと で 仕上 が り 


が 最初 の イメ ー ジ か ら ブ レ な く な り ま す 。 
この と き に キャ ンプ ファ イア ー だ と 炎 は ど 
れ く らい 燃え て いる の か 、※ に 照ら され た 


人 物 は どの よう な 色 
と 良い と 思い ます 。 


こ な る の か を 意識 する 


イメ ー ジ が で きた ら 簡 単 な 光源 込み の 色 付 


き ラ フ を 制作 する と 


作業 が し や すく な り ま 


す 。 な ん と な く 描 いた 炎 で は 画面 に 説得 力 
が 出 な い の で 、 資 料 を し っ か り 見 て 人 物 を 


引き 立て る 準 主役 を 
まし よう 。 


描く 気持 ち で 取り 組み 


0gl - 


| 


100 % 通 過 
Ln 


背景 ・ 人 物 ・ 加 工 ・ 効 果 ・ 全 体調 整 の 
順に フォ ル ダ を お いて いま す 。 


「03 夜 の キャ ンプ の 風景 」 メ イキ ング は 
CLIP STUDIO PAINT PRO Ver.1.8.8 を 
使用 し て 作成 し て いま す 。 
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070 


更 用 


基本 的 に 設定 は デフ ォ ル ト の も の を その 8 


OG ペン 

[ペン ] ツ ー ル ー[G ペ ン ] は 
強め の ハイ ライ ト を 入れ る 
と き や モ チー フ の アタ リ を 
ざっ くり と る と き に 使い ま 
す 。 


@ 濃 い 水彩 

[ 筆 ] ツ ー ル ー[ 水 彩 ]…[ 濃 
い 水 彩 ]1 は フラ ッ ト マ ー 
カー より も 強く タッ チ を 出 
し た いと き に 使い ます 。 

G ペ ン よ り も や や 柔らか い 
印象 で す 。 


ぼかし 

[ 色 混 ぜ ] ツ ー ル ー[ ぽ か し ] 
は 筆 の タッ チ が 強 す ぎる と 
き に な じ ま せ る た め に 使い 
ます 。 


し て いま す 。 


@ 柔 ら か 

[エア ブラ シ ] ツー ルー[ 柔 
ら か ] は グラ デー ショ ン を 
軽く つけ た いと き や 空 気 感 
の 調整 に 使用 し ます 。 
印象 を 柔らか くし た いと き 
に 便利 で す 。 


@ 不 透明 水彩 

[ 筆 ] ツ ー ル ー[ 水 彩 ] 一 [ 不 
透明 水彩 ] は フラ ッ ト マ ー 
カー より 呪い タッ チ を 出し 
た いと き に 使用 し ます 。 
塗り な が ら 少 し ぼかす こと 
が で きる の で 、 色 を 薄く 伸 
ば し た いと き に 便利 で す 。 


⑯ 飛 潜 

[エア ブラ シ ] ツー ルー[ 飛 
涼 ] は 火の粉 や キラ キラ し 
た 粒子 を 描く と き に 使用 し 
ます 。 


3 樹木 

[デコ レー ショ ン ] ツー ルー 
[草木 ] っ [樹木 ] は 背景 の 木 
を 描く 際 に 使用 し まし た 。 


[デコ レー ショ ン ] ツー ルー 
[自然 風景 一 [ 炎 ] は 炎 を 描 
く と き の メ イン ブラ シ で す 。 


⑨ フ ラッ トマ ー カ ー( カ スタ ム ブ ラ シ ) 
[ペン ] ツー ルー[ マ ー カ ー] 一 [フラ ッ ト マ ー カ ー] は 背景 ・ 人 物 塗り ・ 効 果 と 全体 的 


に 使用 し て いま す 。 筆 の タッ チ が 残る 書き 込み の と き に 使い ます 。 


⑩ デ ッ サ ン 鉛 筆 (カス タム ブラ シ ) 

が さ が さ し た 鉛筆 の よう な 描き 心地 に する た め 
に 、 [ 銘 筆 ] ツ ー ル ー[ デ ッ サ ン 鉛 筆 ] を と ころ ど 
ころ カス タマ イズ し て いま す 。 

線画 や 、 髪 の 描き 足し に 使用 し て いま す 。 


| | 


| 


カス タム デー タブ ラ シ は 
。 筆 圧 100% 


ダウ ン ロ ー ド 可能 で す 。 
(P.5 参 照 ) 
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ツー ル : [青空 ] 


ここ か ら 
基本 的 に 


ラ デ 3」 を 足し て いき 
る グラ デー ショ ン に 沿 


レイ 


色々 な 


ツー ル : [塗り つぶ し ] 
空 
R=117 
G=129 
B=162 


レイ ヤー 名 : ベ ペー ス 


@「 ベ ー ス 」 レイ ヤー の 上 に 新規 


ーー 
レイ ヤー 名 : グ ラ デ 


レイ ヤー 名 : 色 相 ・ 


⑮ こ こ で は 天の川 が 見 える 夜空 を 制作 し て いき ます 。 

まず は 新規 レイ ヤー を 1 枚 作成 し [塗りつぶし] ツー ル を 
使い 「 空 」 で 塗り つ 避 し た も の を 「 ベ ー ス 」 レイ ヤー と し ま 
す 。 一 番 星 空 で 明る く な る 部 分 の 色 を 選び き 


ます 。 


※ 手 前 の 山 の シ ル エ ッ ト は 別 レ イヤ ー に 描か れ た も の で す 。 


彩 度 ・ 明 度 1 ン 不 透明度 40% 


ー [青空 ] を 使っ て 綺麗 な グラ デパ 


ん だ ん と 色 が 薄く 


な る よう に し ます 。 


レイ ヤー を 作成 し 、 [グラ デ 
ショ ン を 作り ます 。 上 か ら 下 に 向かっ て だ 


ジョ ン ] ツー ルル 


@ 現 状 だ と 色 味 が 夜景 で は な い の で さら に [エア ブラ シ ] ツー ルー [柔らか ] 
で 「 空 ] を 塗り 、「 レ イヤ ー] メニ ューー [新規 色調 補正 レイ ヤー] 一 [色相 ・ 彩 


度 ・ 明 度 ] を 使っ て 暗く 濃い 色調 


ツー ル : [柔らか ] 


ヤー 名 : グ ラ デ 1 レイ ヤー 名 : グ ラ デ 2 


色 味 を 足し た り 削 っ た り し て 夜空 の 


ツー ル : [柔らか ] [軟らか め ] 


こ 調 整 し 


色 を 複雑 に し て いき 8 


す 。 


ます 。 


レイ ヤー 名 : グ ラ デ 3 


は [エア ブラ シ ] ツー ルー [柔らか ] を 使い 、⑯「 グ ラ デ 1」、@「 グ ラ デ 2」]、⑲⑬「 グ 
、[ 消 し ゴム ] ツー ルー [軟らか め ] で 削っ て いき ます 。 も と も と あ 
っ て 明る い 部 分 ・ 暗 い 部 分 を 足し て いく イメ ー ジ で す 。 


@ 夜 空 の ベー ス が で きた の で 次 に 星雲 や 星 を 描き 足し て い 

きま し ょ う 。 新規 レイ ヤー を 作成 し [エアブラシ] ツー ル 

ー [柔らか ] を 使い 「 星 雲 1」 で 、 山 の フチ に 光 を 加え まし た 。 

雲 は 塵 や ガス の 集合 体 な の で [デコ レー ショ ン ] ツー ル は 

ー [自然 風景 ]  [ 砂 煙 ] を 使い ます 。 新規 レ イヤ ー を 追加  。_2s 
、 雲 を イメ ー ジ し な が ら 「 星 雲 1」 を 塗っ て いき ます 。 B=255 

ツー ル : [柔らか ] /[ 砂 煙 ] 


レイ ヤー 名 : 星 肢 、 星雲 2 


この まま で は ブラ シ の 跡 が 強 す ぎる の で [消し ゴム ] 
ツー ルー [軟らか め ] で 端 を 削っ て 周り に な じ ま せ ます 。 
この と き 、 [レイ ヤー] パレ ッ ト の [レイ ヤー マス ク を 作成 ] 

で 選択 中 の レイ ヤー に レイ ヤー マス ク を 作成 で きま す 。 元 
の レイ ヤー の 情報 を 残し た まま 調整 作業 を する こと が で き 

る の で 失敗 し て も すぐ 戻す こと が で きま す 。 

ツー ル : [軟らか め ] レイ ヤー 名 : 星 震 2 


3 
火 
の 
ES 
ビス 
に 
ト 
4 
星 
空 
の 
ト * 
フ 
エ 
に 4 
4 


@ 新 規 レ イヤ ー を 作成 し 、 色 味 を 増やす 作業 を し ます 。 
水色 の 星雲 を 作っ た の で 今度 は 紫 の 「 星 雲 ] を 足し 
て いき ます 。 手順 は 先ほど と 同じ で す 。 


ツー ル :[ 砂 煙 】 ノ [軟らか め ] 中 雪 2 
R=91 
6 


レイ ヤー 名 : 星 圭 3 B=139 


さら に な じ ま せ る た め に 先ほど 作っ た 3 つの 星雲 レ 
イヤ ー に [フィルター] メニ ューー [ぼかし ] [ガウス 
ぽか し] を か け て いき ます 。 こ の あと 不透明 度 を 調整 し の 三友 は [時 名 99%、 
た い の で 1 つ 1 つ に 分 け て か け ま し た 。 さらに レイ ヤー 性 胃 160% に し まし た 。 

の 順番 や 不透明 度 を 調整 し て いま す 。 


⑲ 


レイ ヤー 名 : 星 1 レイ ヤー 名 : 星 2 レイ ヤー 名 : 星 3 


[エア ブラ シ ] ツー ルー [スプ レー] を 使い ⑩「 星 1 
小さ い 星 ]、@「 星 ら 大 きい 星 ]、⑯「 星 3 水色 」 の 順 


で 星 を 描い て いき ます 。 ブ ラ シ サ イズ を 変え て 、 自 a 本 99 所 昌 9 ボ 

| リア リティ が 増し ます R=255 R=255 R=115 
階 を 分 け て 制作 する と リア リティ が 増し ます 。 88 S28 は 2 
ツー ル : [スプ レー] B=255 B=255 B=255 
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新規 レイ ヤー を 作成 し 、 色 味 全体 を 調整 する 
た め に [グラデーション] ツー ルー [青空 ] で グ 
ラ デ ー シ ョ ン を か け ま す 。 
レイ ヤー の 合成 モー ド を [オー バー レイ ] に 
する こと で ぼん や り と し た 画面 に コン トラ スト 
が つき 、 星 が 見 や すく な り ま し た 。 色 の 濃 さ は 
不透明 度 で 調整 し て いま す 。 


i 財 上 0 


TAR 0 


モード 


レイ ヤー 名 : 
色 味 調整 /[ オ ー バ ー レ イ ] "不透明 度 30% 


れ て 星空 を 見 て いる 設定 な の で 、 最 後 
レー ショ ン ] ツー ルー [草木 ] っ [樹木 ] 
前 に ⑯「 木 1」@「 木 2」、 「 木 3」 で 木 の シ ル 
エッ ト を 制作 し ます 。 
遠近 感 を 出す た め に 暗め の 色 で 木 の シ ル エ ッ ト 
を 作っ て いき まし ょ う 。 
(この 場合 だ と 空 一 明る い ・ 手 前 の 木 一 暗い で 
遠近 感 が で きま す ) 


ツー ル :[ 構 木 ] 
木 1 木 2 木 3 
R=10 R=10 R=3 
G=4 G=4 G=3 
B=31 B=31 B=35 


レイ ヤー 名 : 木 1、 木 2、 木 3 


火 ・ 炎 の エフ ェクト 


ここ か ら 淡 の エフ ェクト を つけ 足し て いき 8 
1 は 火 元 で ある 新 を し っ か り 描 く こ と で 了 臨場 感 が H 


す 。 理 | 
か ら で す 。 


す 


木材 は まず 面 ご と を し っ か り 分 けた レイ ヤー を 用 
が ご どこから 発生 する の か を イメ ー ジ し な が ら 淡 に 近い 面 を オレ ンジ 
イメ ー ジ が つか みにくい 場合 は 、 別 レイ ヤー に ラフ の 炎 を 描い て お く と わか り 


や すい で す 。 

ツー ル :[G ペ ン ] 
木材 1 木材 2 
R=202 R=139 
G=152 G=83 
B=120 B=48 


木材 か きこ み 1 
R=29 
G=12 
B=20 


す が 、 


ず は 新 か ら 


木材 3 
R=94 
G=38 
B=46 


苗 い て いき 
H た り 炎 が 引き 立つ 


意 す る と 描き や すい で す 。 


色 に し 


す 


ます 。 


木材 4 木材 5 
R=183 R=41 
G=102 G=16 
B=50 B=28 レイ ヤー 名 : 木 材 (1 一 5) 


@ 次 に 全体 の バラ ンス を みな が ら 火 に 近い 明る い 面 、 火 か 


ら 遠 い 暗 い 面 に 分 け て いき ます 。 


手前 と 奥 で 色 味 の バ ラン 


ス を と っ て いき ます 。 
きり と 、 奥 の 新 の コン 


F 前 の 新 の コン トラ スト を 強く は っ 


ラス ト を 絞め に し て 奥行 き を 出し 


9 


す 。 こ の よう な 方 法 を 空気 遠近 法 と 言い ます 。 次 に 近い 


木 を 「 木 材 6] で 塗り 直し まし た 。 


木材 6 

ツー ル : [G ペ ン ] R=73 

レイ ヤー 名 : 木 材 1 $ G=27 

B=49 

[フラ ッ ト マ ー カ ー] を 使用 し 新 に 木目 を 描い て いき ます 。 木目 を 描く 
レイ ヤー( 木 材 か きこ み 1 5) を 新規 作成 し ます 。 自然物 な の で 多少 


ペン タッ チ が 粗 め の ほう が 木材 らし く な り ま す 。 少 々 いび つ な 感 じ で 
年 輪 を 波紋 の よう に 広げ て 描い て いき ます 。 一 面 が か けた ら 次 の 面 に 


移り まし ょ 


この と き 、 隣 り 合わ せ の 面 は 先ほど 描い た も の 年 輪 と つなげ て 描き ま 


す 。 こ れ を 繰り 返し 、 一 本 の 新 が 完成 し ます 。 同 じ 角 度 の も の が 連続 


し て いる と 
いて いく と 


ツー ル : [フラ ッ ト マ ー カ ー] ※ 木 材 1 と 木材 2 の 「 か きこ み 


う 。 


違和感 が 出る の で 、 次 に 描く 新 の 面 は か ぶら な い 角 度 で 描 


然 に な り ま 


す 。 


レイ ヤー の 不透明 度 を 下げ て いま す 。 


木材 か きこ み 2 木材 か きこ み 3 
R=29 R=98 
G=12 G=44 
に Nd B=32 


木材 か きこ み 4 
R=25 
G=10 
B=17 


レイ ヤー 名 : か きこ み 
木材 か きこ み 5 
R=131 
G=50 
B=33 


ョ 4 ィ さ HNHS た (8) 


テ さ hNIHS 深 
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@ 新 全体 が で きた ら 、 「 新 ] フォル ダ 
を 選択 し 、[ レ イヤ ー] メニ ューー 
[レイ ヤー を 複製 ] で 複製 し ます 。 複 
製 し た 「 新 ] フォ ル ダ を 選択 し 、[ レ 
イヤ ー] メニ ューー [選択 中 の レイ 
ヤー を 統合 ] で 統合 し ます 。 

統合 し た レイ ヤー を 調整 し て 新 を 完 
成 さ せ て いき ます 。 


@ 統 合 し た レイ ヤー の 上 に 新規 レイ ヤー を ク 
り リッ ピッ ダ 。[ フ ラッ トマ ー カ ー]、[ エ アラ ブラ 
ツー ルー [乗ら か ] で 焦げ 目 を 作り ます 。 

この と き レ イヤ ー を [焼き こみ (リニア )] モー 
ド に する と いい 塩梅 で 焦げ 目 が 作れ ます 。 新 の 
作業 は 一 旦 終 了 し ます 。 


ツー ル : [フラ ッ ト マ ー カ ー] [柔らか ] 


レイ ヤー 名 : 集 げ 部 分 [焼き 込み (リニア )] Hz27 


⑩ 先 ほど つく っ た 新 の 上 に 新規 で 災 用 の 
フォ ル ダ と レイ ヤー を つく り ま す 。 使用 す 
る ブラ シ は デフ ォ ル ト で ある [デコ レー 
ショ ン ] ツー ルー [自然 風景 ] 一 [ 炎 ] ブラ 
シ で す 。 「 火 1」 で 炎 が 下 か ら 上 に むか っ て 
いく イメ ー ジ で 描き こん で いき ます 。 
細め の ブラ シ で 描い て いま す が 、 塊 と し て 
と ら え る と 形 が 崩れ に くい で す (強く 風 が 
吹い て いな い 赴 定 な の で 、 淡 の 形 が ま と 
まっ て いる た めで す ) 。 炎 の 輪郭 を 調整 す 
る の に [消し ゴム ] ツー ルー [軟らか め ] や 
[フラ ッ ト マ ー カ ー] の 色 を 透明 色 に し て 
削る と 良い バラ ンス の 形 に し や すい で す 。 
ツー ル :【[ 炎 1 [軟らか め ] ン 火 1 
[フラ ッ ト マー カー] R=226 
島 G=49 レイ ヤー 名 : 火 、 火 2 


B=3 


介 大 ま か な ベ ー ス が で きた ら 今 度 は [フィ ルター] メニ ューー [ほぼ か 
し ] [移動 ぽか し] を か け ま す 。 [ぼかす 範囲 ](※ 1) を [9.72]、 
[ぼかす 方 向 ](※ ら ) を [-1 10] に 調整 し ます 。 [移動 ば か し] は [ ガ 
ウス ぽか し ] と 違っ て 全体 を ば か す の で は な く 、 動き の ブレ を 作り 、 
災 の ゆら めい て いる 様子 を 再現 する こと が で きま す 。 


※1 CLIP STUDIO PAINT Ver.1.10.6 で は [ぼかす 距離 ] と な り ま す 。 
※2 CLIP STUDIO PAINT Ver.1.10.6 で は [ぽか す 角 度 ] と な り ま す 。 


以降 は ベー ス の 秋 内 に 色 味 を 付け 足し て いく 作業 に な り ま 
す 。 炎 は 赤 一 黄色 一 白 一 青 と 温度 が 高く な る に つれ 色 が 変化 
し て いき ます (ろう そく や バー ナー な どの 種類 、 燃やす も の 
に よっ て も 変わ っ て きま す )。 な の で 外側 の 赤色 か ら 内 側 に 
いく に つれ 5 を 追加 し て いき まし ょ う 。 新 規 レ イ 
ヤー を 作成 し 、 オ レン ジ に 近い 黄色 で ある 「 火 ハイ ライ ト 1」 
で 、 さ っ きよ り も 小さ い サ イズ の ブラ シ を 使い 、 手 順 ⑩⑪ の 
作業 を 繰り 返し て いき ます 。 
この 時 の 注意 点 と し て 、 最 初 に 生 っ た ベー ス よ り も ひと まわ 。。jss 
り 小 さい 塊 を 意識 し まし ょ う 。 は みだし て し まう と 炎 の グラ B=33 
デー ショ ン が 崩れ て し まう た めで す 。 

[人 炎 ] [軟らか め ] ノ [ フ ラッ トマ ー カ ー] 火 ハ イラ イト 1 


ン イ ヤー 名 : 火 ハイ ライ ト 1 ノ [覆い 焼き (発光 )] レイ 名 : 火 明る さ 調 整 1 ン イ + 火 明 る き 調整 1 


[覆い 焼き (発光 )] 不透明 度 71% 
炎 が 出来 た ら レ イヤ ー モ ー ド を [ 枚 い 焼き (発光 )] に し て 炎 か ら 光 が 出 
て いる よう に 調整 し ます 。⑭ さ ら に 色 を 調整 する た め 新 規 レ イヤ ー を 作成 na 
し 、「 火 明る さ 調 整 ] を 追加 し ます 。 手 順 ⑪ 同 様 に [移動 ば か し ] を か け 、 2 
合成 モー ド を [覆い 焼き (発光 )] に 変更 し て 不透明 度 を 下げ ます 。 B=162 


ツー ル :[ 炎 ] グ [軟らか め ] ノ [ フ ラット マー カー] 


火 明る さ 調 整 1 火 ハ イラ イト 2 火 ハ イラ イト 2 [加算 (発光 )] 


[ 環 い 焼き (発光 )] ノ 不 透明 度 71% ※※ 他 の 火 の レ イヤ ー を 非 表 示 に し て いま す 。 
ブラ シ の 跡 が 残り すぎ て 浮い だ いた い の 災 が で きた の レイ ヤー の 合成 モー ド を 
て し まっ た 場合 は 先端 を [ 色 混 で ここ か ら は さら に 調整 を [加算 (発光 )] に し て 、 不要 
ぜ ] ツー ルー [ぼかし ] で な じ ま し て いき ます 。 明る さ が 足 だ と 感じ た ら ベ ー ス の 部 分 
せ て あげ る と 自然 に な り ま す 。 りな いと 感じ た の で さら に を [消しゴム] ツー ル で 削 
[ぼかし] 明る い 炎 の 層 ( 火 ハイ ライ る り ま す 。 
ト 2) を 足し て いま す 。 te 
ツー ル : [フラ ッ ト マ ー カ ー] B=0 
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きこ み ノ [オー バー レイ ] 


も っ と 風 が 吹い て いる 感じ に し た か っ た の で 「 炎 フォ ル ダ 」 


Oo 88 0 全体 を 変形 させ まし た 。 (※)⑳ こ こ で 全体 の 調子 を 整え た か っ 
a 1 た の で 「 明 る さ 調 整 1」「 明 る さ 調 整 o] で 炎 を 描き 込み 、@ 合 成 
B=131 B=95 モー ド を [オー バー レイ ] に し て 明る さ を 足 し て いま す 。 

※ フ ォ ル ダ を 選択 し た 状態 で [Ctrl+Shift+T] で 変形 が で きま す 。 

リー ル : [フラ ッ ト マ ー カ ー] 


B=65 
色 味 調整 プ [ ハ ー ド ライ ト ] 不透明 度 15% 


下 に ある 新 が 炎 で つぶ ぷれ て いる と 思い 、 新規 レイ ヤー を 作成 し [フラ ッ ト マ ー カ ー] で 明る い 
部 分 を 「 色 味 調整 1」 で 描き 足し 、 る 合成 モ ー ド を [ハー ドラ イト ] に し て 不透明 度 を 調整 し ます 。 


ツー ル : [フラ ッ ト マ ー カ ー] 


次 項 で 制作 する 煙 と 合わ せ て バラ ンス を み ま す 。 ベ ー ス の 和 の 色 が 気 に な つっ た の で 新規 レイ ヤー を 
作成 し クリ ッ ピ ング 、 [エア ブラ シ ] ツー ルー [柔らか ] を 使い 「 火 グラ デ 」 で 色 味 を 付け 加え まし た 。 
角度 が 気 に な つた の で こち ら も 再び 「 災 ] フォ ル ダ ご と 変形 させ て いま す 。 


ル : [柔らか ] 
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3 新しく 「※ 効 果 ] フォ ル ダ を 作り 、 合 成 モ ー ド が 
[ルー ドラ イト ] の レイ ヤー を 作成 し ます 。 [柔らか ] 
を 使っ て 火 3 全 体 的 に 赤 っ ぽい 色 味 に 調整 し まし 
た 。 レ イヤ ー の 不透明 度 を 489% に し て 色 の 濃 さ を 
調整 し て いま す 。 

[柔らか ] SE 


ll 


317/[ ハ ー ド ライ ト ] / 不 透明 度 48% 


手前 に 新 を 追加 し ます (前項 で 制作 
し た 新 か ら コ ピー&S ペ ー ス ト し ます )。 
新規 レイ ヤー を 作成 し 、 空 気 遠近 法 の 
要領 で 明る い 火 の 手前 の 新 が 暗く な る 
よう 「 木 の 影 ] で 塗り 足し て 臨場 感 を 
出し て いき ます 。 


モー ド を [乗算 ] に 

し て 色 を な じい ませ ます 。 
WIG R-135 
影 ノ [乗算 ] G=50 
B=84 


⑳ 火 に 近い 部 分 は 燃え て いる 様子 を 出す た め に 「 赤 八 

イラ イト 」 を 入れ て いき ます 。 新 が は っ きり 見 えす ぎ 

て いる と 思っ た と き は レイ ヤー マス ク を か け て 一 部 を 

削り 、 下 の 炎 が 見 える よう に する と な じみ ます 。 

ツー ル : [フラ ッ ト マ ー カ ー] 赤 ハ イラ イト 
R=197 
G=42 
B=25 


ハイ ライ ト 


) 次 に 火の粉 を 足し て いき ます 。 [G ペ ン ] 
を 使い [火の粉 1] で 炎 の 周り を 塵 が 舞っ 
て いる よう に 描き 込み ます 。 大 きい も の と 
小さ いも の ラン ダム で ある と それ っ ぽく な 
り ま す 。 
@ 新規 レイ ヤー を 追加 し 、 合 成 モ ー ド を 
[覆い 焼き (発光 )] に し ます 。 「 火 の 粉 2」 で 
火の粉 を 追加 し ます 。 こ れ で 炎 の 作業 は 終 


了 で す 。 
し: [6 ペン] 9 の の 
Ps R=211 R=252 
2 G=51 G=87 
火の粉 レイ ヤー 名 : 火 の 紛 2/[ 衝 焼き (発光)] B=21 B=0 
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岩 ・ 石 の エフ ェクト 


まず は 砂利 道 を 撮影 し こ て ト リ ミ ン グ 
し た 素材 「 砂 利 素材 」 を 用 意 し ます 。 そ 
し て 新規 レイ ヤー を 制作 し 、 地 面 の 範 
を 塗り つぶ し て ベー ス 「 地 面 」 と し 


ます 。 素材 を 貼り 付け る の で 、 塗 りつ 
ぷす 色 は 何 色 で も 大 丈夫 で す 。 


@ 素 材 の 色 の まま 
いき ます 。 新規 レイ ヤー を 作成 し 、 地面 ] レイ ヤー に クリ ッ ピ ン 


だ と 夜景 で 浮い 


@ 上 記 ⑩ で 作っ た 「 地 面 レ イヤ ー」 の 上 


レイ ヤー 名 : 地 面 


こ 「 砂 利 素 


材 」 


を コピ ー& ペ ー ス ト し き 
物 と パー ス が あっ て いな い 
(自由 変形 )] で 形 を 調整 し き 
隅 の ハン ドル を 


す 。 こ の まき 
の で 【[Ctr+Shift+T 


だ と 人 


す 。 変形 モ 
Ctrl] キー を 押し な が ら 移 動 し 


ド の 四 


て 奥行 き を 出し 3 


と 遠近 感 が 出 8 


て し まう の で 、 


グ し きま 


す 。 [グラ デ 


ます 。 


レイ ヤー 名 : 
グラ デン [乗算 ] 不 透明 度 90% 


色 味 を 調整 し て 


ショ ン ] ツー ルー [夜空 ] を 使い 、 グ ラ デ ー 


ショ ン を か け ま し た 。 合成 モー ド を [乗算 ] に する こと で 周り と な 


じ ま せ る こと が で きき 


ツー ル : [夜空 ] 


す 。 不透明 度 は 90% に 調整 し まし た 。 


す 。 手 前 を 広く 、 奥 を 狭く する 


レイ ヤー 名 : 砂 利 素材 


FF hteian 


換 画 色 が ら 務 明 包 
地 反 介 色 
スト ライ ブ 

月 度 の 伸 み か 

押 面 対象 納 和 0 し 

EI 


5 


tk 


ここ か ら さ ら に な じ ま せ て いき ます 。 
キャ ラ や 敷物 が 上 に ある こと で 地面 に 落 
ちる 影 を [フラッ トマ ー カ ー] を 使い 「 落 
ち カ ゲ 」 で 描き 、 リア リティ を 上 げ ま す 。 
また 、 そ ば に ある 交 火 の 環境 光 を つけ る 
こと で 上 臨場 感 を 出し て いき まし ょ う 。 砂 
利 の 一 部 分 が 火 の 明 る さ で 光り ます 。 新 
規 レ イヤ ー を 作成 し 、 火 に 近い 部 分 を 
[フラ ッ ト マ ー カ ー] を 使い 「 光 」 で 描き 
足し て いき ます 。 

明る さ の 調整 を する た め に 奥 の 方 は 
「 紫 」 で [エアブラシ] ツー ルー [柔らか ] 
を 使い グラ デー ショ ン を つけ ます 。 


ル : [フラ ッ ト マ ー カ ー] [柔らか ] 


R=95 R=230 


G=73 G=89 
B=80 B=72 
R=105 

G=72 

B=120 


新規 レイ ヤー を 追加 し 、 最 後に 火 の そ 
ば に [エア ブラ シ ] ツー ルー [乗ら か ] で 
「 環 境 光 ] を 新た に 追加 し ます 。 

レイ ヤー を [オー バー レイ ] モー ド に 


し て 印象 を 柔らか くし て 完成 で す 。 
リー ル : [柔らか ] 5 光 
R=255 
G=188 
B=142 
名 : 光 [オー バー レイ ] 
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※ ぼ か す 範 囲 ( ぽ か す 量 ) を [5.37] に 、 
ぽか す 位 置 (ぼかす 方 向 ) を [前 後 ] に 
設定 し まし た 。 


煙 1 

R=215 
G=162 
レイ ヤー 名 : 煙 1 ノ 不 透明 度 45% レイ ヤー 名 : 煙 2 B=147 


⑯ 火 の と き と 制 作 方 法 は だ いた い 一 緒 で す が 、 火 よ り も 軽い イメ ー ジ で 制作 し ます 。 [ フ 
ラッ トマ ー カ ー] を 使い 「 煙 1] で 煙 の すじ を 描い て 、 レイ ヤー の 不透明 度 を 下げ ます 。 
@ 新 規 レ イヤ ー を 追加 し 、 「 煙 1] で すじ を 描き [フィ ルター] メニ ューー [ ぼ ほか し] [ 放 
射 ば か し ] で ば か が し 完成 で す 。 煙 が 火 か ら 出 て いる と いう より は 燃やさ れ て いる 木材 か 
ら 出 て いる よう に 描き 込み まし た 。 


ツー ル : [フラ ッ ト マ ー カ ー] 


キャ ラク ター の エフ ェクト 


ここ で 景 と 手前 の 炎 に * き た 光 i 

ここ で は 人 夜景 と 前 の 災 よっ て で た 光 や 暗 さ な どの 色 味 を に (SS 

キャ ラク ター イラ ス ト に つけ て いき ます 。 と 場所 山 ・ 少 し 開け た 場所 ・ 砂 利 道 の 上 
シチュ エー ショ ン を 把握 し な が ら 作 業 を する と スム ー ズ に 進め て P 状 況 一 キャ ンプ ファ イア ー 中 

いく こと が で きる の で 着手 前 に 状況 を 整理 し まし ょ う 。 』 光 源 一 星 灯 (遠い )・ 災 (近い ) 
右記 の 状況 だ と 、 夜 の 影響 で 人 物 は 全体 的 に 少し 暗め で 、※ の 環 
境 光 を 最も 強く 受け て いる の で 、 オ レン ジ の 光 に 照ら され て いる 
と ざっ くり イメ ー ジ し まし ょ う 。 


⑱ ま ず は キャ ラク ター の フォ ル ダ を 選択 し 、[ レ 
イヤ ー] メニ ュー [レイ ヤー を 複製 ] で 複製 し ま 
す 。 複 製 し た フォ ル ダ を 選択 し 、[ レ イヤ ー] メ 
ニュ ーー [選択 中 の レイ ヤー を 統合 ] で 統合 し ま 開 朗 K1Ml 
す 。 [レイ ヤー] パレ ッ ト で 統合 し た レイ ヤー の サ 
ムネ イル を [Ctrl] エク リッ ク し て 、 選 択 範囲 を 作 
成 し ま す 。 「 加 工 ] フォ ル ダ を 作成 し 、 [レイ ヤー マ 
スク を 作成 ] で レイ ヤー マス ク を 作成 し ます 。 こ 
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うす る こと で 人 物 か ら は み 出 すこ と な く 、 効 果 を a 
追加 する こと が で きま す 。 R=241 
新規 レイ ヤー を 制作 し 、 [塗り つぶ し ] ツー ル で 塗 人 G=190 
りつ ぶし ます 。 全体 に 色 味 を 付け 加え る こと で 効 に に 

果 の バラ ンス が と りや すく な り ま す 。 

ツー ル : [塗り つぶ し ] レイ ヤー 名 :158 


158 ン [乗算 ] 


上 記 @ で 描い た レイ ヤー の 合成 モー ド を 
[覆い 焼き (発光 )] に し 8 
[加算 (発光)] だ と レイ ヤー を 重ね た と き に 
まん べ ん な く 光 る の で 、 加 工 前 の 色 味 


ハイ ライ ト 


た す 。 


手順 ⑲ の レイ ヤー の 合成 モー ド を [乗算 ] に する と 
全体 の 色 味 に オレ ンジ が 追加 され まし た 。 こ こ か ら は 
災 で 人 物 が 照ら され た と き の 光 を 追加 し て いき ます 。 
新規 レイ ヤー を 作成 し 、 輪郭 が 光っ て 浮か び 上 が っ て 
いる 部 分 を [ 筆 ] ツー ルー [水彩 ] 一 [濃い 水彩 ] と [ ペ 
ン ] ツー ルー [G ペ ン ] で 描き こん で いき ます 。 
光 が 強 すぎ る と 感じ た と き は [ 色 泥 ぜ ] ツー ルー [ ぼ か 
し ] や [消し ゴム ] ツー ルー [軟らか め ] で 削っ た りな 
じ ま せ た り し ます 。 

[濃い 水彩 ] ノ [G ペ ン ] [ぽか し ] [軟らか め ] 


R=254 
G=217 
B=154 


残る [覆い 焼き (発光 )] を 
色 の 組み 合わ せ に より 効 


キャ ラク ター イラ スト な の で 人 
目立つ よう に 顔 周 り を 明る くし て いき き 8 
[エア ブラ シ ] ツー ルー [乗ら か ] を 使い 「 顔 


周り グラ デ 」 で 明る め の 色 を 塗り き 
[柔らか ] 


ます 。 


よく 使っ て いま す 。 


物 の 顔 が 


ます 。 


は 変わ り ます 。 


ハイ ライ トン [ 牧 い 焼き (発光 )] 


顔 回 り グ ラ デ ン 
オー バー レイ ] ノ 
不 朋 明度 45% 


レイ ヤー の 合成 モー ド を [オー バー レ 


イ ] に し ます 。 明 る くし すぎ て も 浮い て し 

まう の で 不透明 度 を 459% に し まし た 。 は 
R=255 
G=161 
B=128 


083 


084 


レイ ヤー 名 : 目 発光 [オー バー レイ ] 


キャ ラ の 顔 が 目立つ よう に さら に 目 の ハ イラ イト 部 
分 も 光ら せま す 。 瞳 下部 の ハイ ライ ト は や や 目立つ よ 
うに [エア ブラ シ ] ツー ルー [柔らか ] を 使い 「 目 発光 」 
で 塗り 、 レイヤー を [オー バー レイ ] モー ド に し ます 。 


ツー ル : [柔らか ] 


ここ か ら は 光り や すい も の 
(金属 等 ) を 光ら せ た り 、 細 部 を 
描い て キャ ラ の 情報 量 を 増やし 
て いき ます 。 出っ張っ て いる 部 
分 や 光源 に 近い 部 分 を 「 金 属 
光 」 で 小さ く 鋭 く 光 ら せ る イ 
メー ジ で す 。 [柔らか ] で 塗り 、 
レイ ヤー を [オー パー レイ ] 


ー ド に し ます 。 
金属 光 
ツー ル : [柔らか ] R=255 
G=255 
B=255 レイ ヤー 名 金属 光 [オー バー レイ ] 


@ 眼 鏡 の レン ズ の 下 の 方 は 反射 光 で 薄く 光っ て いる の で 、 
や や 広め に [G ペ ン ] を 使い 「 下 反射 光 」 を いれ た 後 [消し 
ゴム ] ツー ルー [軟らか め ] で フチ を 削り ます 。 そ の 後に 
不透明 度 を 下げ ます 。 フ チ 部 分 は 鋭く 光る の で 線画 の 上 
か ら [G ペ ン ] を 使い 「 ハ イラ イト 」 で ライ ト 部 分 を な ぞ 
り ま す 。 


GR TE 下 反 射 光 ハイ ライ ト 

R=232 R=255 

レイ ヤー 名 : 下 反射 光 ノ 不通 明度 44% G=169 G=191 
レイ ヤー 名 : ハ イラ イト B=141 B=146 


女の子 の 髪 (女の子 : 髪 1 
て ら ) と ⑩ 男 の 子 の 髪 毛 ( 男 
の 子 : 髪 1 3) の 細い 繊維 
が 光 で 浮か が び 上 が っ て いる 様 


筆 ] で 付け足し ます 。 
ツー ル : [デッサン 鉛筆 ] 


レイ ヤー 名 : 女 の 子 レイ ヤー 名 : 男 の 子 


女の子 : 髪 2 男の子 : 髪 1 男の子 : 難 2 男の子 : 藤 3 
a R=243 R=122 R=253 R=39 
pc-159 G=73 G=215 G=20 
B=105 B=61 B=128 B=22 


全体 効果 <[ 覆 い 焼 き カラ ー] プ 不 浮 明 度 28% 


火 に よる オレ ンジ 色 の 影響 が 足り な いと 思っ た の で 、 新 


規 レ イヤ ー を 追加 し 、 [エア ブラ シ ] 


の 周り に 環境 光 と し て 「 全 体 効 果 ] を 描き 足し ます 。 発光 し 


ツー ルー [柔らか ] で 災 


た ニュ アン ス を 出す た め に 合成 モー ド を [覆い 焼き カ 
ラー] に し て 不透明 度 を 調整 し ます 。 さ ら に 新規 レイ ヤー 


を 追加 し て 、 炎 の 周り が も う 少 し 明 
果 」 と 同じ 要領 で 描き 足し まし た 。 


| る く な る よう 、「 全 体 効 。_og 
ツー ル : [柔らか ] B=37 


9 キャ ラ を 明る くし すぎ た の で 色 味 を 落ち 着 か せま す 。 ま ず 


[グラ デー ショ ン ] ツー ルー [青空 ] 


を か け ま す 。 顔 の 周り は あま り 暗 くし た く な い の で 、 下 か ら 


上 に か が け て 薄く な る よう に し ます 。 


次 に レイ ヤー の 合成 モー ド を [減算 ] に する こと で 合成 色 の 


で 全体 に グラ デー ショ ン 


色 (先ほど の 青空 グラ デ の 青 ) を 画面 か ら 差 し 引き ます 。 こう 


する こと で 画面 全体 が 黄色 っ ぽく 、 


分 は レイ ヤー マス ク を 作り 色 を 削り ます 。 


[青空 ] 


暗く な り ま す 。 不要 な 部 


色 味 調整 /[ 減 算 ] 不 透明度 6% 


空 ] を か け 合成 


⑯ 新 規 レ イヤ ー 
も う 一 度 [グラデ ーション ] ツー ルー [ 青 
モー ド を [減算 ] に し ます 。 


2 NN 3 


全体 効果 2 ン 
[覆い 焼き (発光 )] 
不透明 度 20% 


0 ル 


な 
“ 


を 作成 し 、 調 整 の た め に 


人 物 に 目 が 行く よう に 、 レ イヤ ー マ ス ク 
で 顔 か ら 離 れ た 部 分 が や や 暗く な る よう 
調整 し て この 工程 は 終了 で す 。 


名 : 色 味 調整 2 [減算] "不透明 度 20% 


085 


全体 へ の 効果 ・ 加 工作 業 を 進め て いき ます 。 

| この イラ スト は キャ ラク ター メイ ン の イラ ス 

NN Et ト な の で キャ ラク ター に 視線 が いく こと を 第 

NSN ME ー に 調整 し て いき ます 。 人 物 に 目 が いく よう 

M0 に 背景 の 山 の フ ォ ル ダ を 統合 し て 、[ フ ィ ル 

ター] メニ ュー [ぼかし ] 一 [ガウ ス ぽ か し ] 

の [ぼかす 範囲 ] を [1 7.00] に 設定 し て ぼ か 
し まし た 。 


き 画 面 を 華やか に する た め に キラ キラ し た エフ ェ 
クト を 足し て いき ます 。 現実 で は 発生 し な いも の 
で す が 、 イ ラス ト な の で 画面 を 豪華 に 盛っ て いき 
ます 。 
[エア ブラ シ ] ツー ルー [ 飛 涼 ] で 人 物 の 周り に キ 
ラキ ラ の 粒子 を つけ て いき ます 。 こ の 時 、 火 の 粉 
と か ぷら な いよ うに ブラ シ サ イズ を 小さ くし ます 。 
顔 周 の が うる さく な ら な いよ うに 、 画 面 の 端 や 手 
足 の 一 部 に 少し か か る よう に つけ て いき ます 。 
ル : [ 飛 涼 ] 


エフ ェクト が 一 色 だ と 寂し い の で 、 
色 味 を つけ ます 。 新規 レイ ヤー を 作成 
し 、 ク リッ ピン グ し ます 。 [グラ デー 
ショ ン ] ツー ルー [ 虹 ] を 選び グラ デー 
ショ ン を 作り ます 。 こ れ を 粒子 の エ 
フェ クト に の せる と プリ ズム の よう な 
キラ キラ に な り ま す 。 
ワール:[ 虹 ] 


最後 に 手順 @ の レイ ヤー の 合成 モー ド を 
[加算 (発光 )] に し て エフ ェクト を 光ら せ て 
完成 で す 。 こ の まま だ と 虹 色 が 強い の で 「 粒 
子 ] レイ ヤー を [加算 (発光)] モー ド で 複製 し 
ます 。 こ れ を 下 に 配置 する こと で 光っ て いる 
感じ が 出 て きま す 。 


100% 半 人 
Ei 


レイ ヤー 名 : 粒 子 プ [加算 (発光 )] 


今回 は 画面 が 暗い の も あり 、 見 え づ らく な っ て い 
た り 、 わ か り に くく な っ て いる 可能 性 が ある の で 一 
度 画 面 を モノ クロ に し ます 。 こ うす る こと で 画面 を 
客観 視 す る こと が で き 、 イ ラス ト の 問題 点 を 解消 す 
る こと が で きま す 。 
確認 し や すい よう に [レイ ヤー] メニ ューー [新規 色 
調 補正 レイ ヤー] 一 [色相 ・ 彩 度 ・ 明 度 ] を 選び 、 [ 彩 
度 ] を [-100] に 設定 し ます 。 こ の レイ ヤー を 定期 
的 に 表示 し て 確認 する と 作業 し や すく な り ま す 。 
今回 は 色付き で 気 に な っ た 部 分 を 表示 し て み ま し た 。 
作業 中 、 他 に も 気 に に っ つた こと が あれ ば 、 調整 し つ 
つ 進 め て いき ます 。 


レイ ヤー 名 : 色 相 ・ 彩 度 ・ 明 度 2 


水色 一 背景 の 暗 さ と 女の子 の 髪 の 黒 さ が か 
ぶっ て いて 、 キ ャ ラ と 背景 が 同化 し て 
いる よう に 見 える 

紫色 一 キャ ラ 全体 と 背景 全体 の 色 味 が 少し か 
ぷっ て いて 、 キ ャ ラ が 奥 に 引っ 込ん だ 
よう に 見 える 

赤 一 臨場 感 を 出す た め に 女の子 の 手前 に 何 
か ほし い 
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女の子 の 手前 に 草 を 描く こと に し まし 
だ 。 [フラ ッ ド マー カー で ジル エッ トド ト を 
ざっ くり 描い て いき ます ( 草 1、 草 2)。 
女の子 より 手前 に ある の で 、 空 気 遠近 法 
を 意識 し て 暗め の 色 に し て いま す 。 

輪郭 部 分 に 炎 の 影響 で で きた ハイ ライ 
ト ( 光 ) を [フラ ッ ト マ ー カ ー] で 描き 込 
の み ま す 。 


ソール: [フラッ トマ ー カ ー] 


靴 の 大 き さ が 気 に な つた の で 線画 
か ら 修正 し まし た 。 気 に な っ た 部 分 
が で きた ら 修 正 を か が け て いき ます 。 


多 4 NNNNN 
に NC M 


調整 グラ デ 
不透明 度 20% 


女の子 の 後ろ が 暗 す ぎ た の で 星 灯 が 地面 に この まま だ と 浮い て し 8 


反射 し た 上 照り 返し を [エアブラシ] ツー ルー う の で 、 レ イヤ ー の 不透明 @ 3 
[ 科 ら か ] を 使い [調整 グラ デ 」 で 付け 足し ます 。 度 を 調整 し て な じ ま せ ます 。 B-255 
リー ル : [柔らか ] 


人物 を 背景 か ら 離 し て 見 せる た め に 人 物 の 周り に ぼかし た 
輪郭 を つけ 足し ます 。 キ ャ ラク ター の フォ ル ダ よ り 下 に 新規 
レイ ヤー を 追加 し ます 。 そ し て 「 キ ャ ラ 加 工 」 フォルダ 
(P.82) の レイ ヤー マス ク の サム ネイ ル を [Ctrl] + クリ ッ ク 
し 、 キャ ラク ター の 選択 範囲 を 作成 し ます 。 ) 
これ を [選択 範囲 ] メニ ューー [選択 範囲 を 拡張 ] で 5px 拡 大 


し ます 。 
新規 レイ ヤー を 作成 し 、 こ の 範囲 に 「 輪 郭 ライ ト 1」 を [塗り 
つぶ が し] ツー ル で 塗る と 画像 の よう に 人 物 の シル エッ ト が で 


きま す 。 
ル : [塗り つぶ し ] R=255 
※ わ か りや すく する た め に レイ ヤー を G=83 
キャ ラク ター より 上 で 表示 し て いま す 。 B=136 。 替 境 ライ ト 


キャ ラ の 下 で 表示 する と キャ ラ の 周り を 線 で 囲っ た よ 
うな 状態 に な り ま す 。 こ の まま だ と 線 が 浮い て いる の で 、 
; [ガウ ス ぼ ぽか し ] を か け ま す 。 は っ きり し すぎ る と 、 主張 
NN が 強く な る の で [ぼかす 範囲 ] を 大 きめ の [40.14] に 設 

定 し まし た 。 レイ ヤー の 合成 モー ド を [スクリーン] に し 、 
不透明 度 を 6096 に し て な じ ま せ ます 。 

9 この まま だ と 色 が 強い の で 、 色 を 変え た い レイ ヤー の 
[透明 ピク セル を ロッ ク ] し 、 [塗り つぶ し ] ツー ル を 使い 
薄め の ピン ク 色 の 「 輪 郭 ライ ト 2」 を 塗り ます 。 背景 の 青 
と 離し た 色 に し た か っ た の で ピン ク 寄 り の 明る い 色 に し 
て いま す 。 これ で すべ て の 工程 は 終了 で す 。 

[塗り つぶ し ] 


名 : 輪 郭 ライ トノ [スクリーン] 不透明 度 60% 


雪 降 る 人 バス停 の 風景 


一 面 の 雪景 色 を 白銀 の 世界 と 言い ます が 、 イ ラス ト に 描く 際 に 白 一 色 で は 味気 な いも 
の に な っ て し まい ます 。 雪国 の バス 停 を 題材 に 、 空 か ら 降 る 雪 や 積もっ た 雪 、 地 面 で 
踏ま れ た 雪 な ど 、 様 々 な 雪 の 質感 を 描く た め の 効 果 的 な 表現 方 法 を ご 紹介 し ます 。 


婁 を 描く 上 で 抑え る べき ポイ ント a 

雪 は 小さ い 粒 子 が ふわ ふわ と 降り 積もっ て 14 

いる の で 軽く も こも こし た 感じ を 目指 し ま eT 

す 。 色 を ふん わり させ た り ブ ラ シ を 優し く 

使い ます 。 水 は 透明 感 と 光沢 感 を 出し た い 9 

の で コン トラ スト が 高く な る よう 濃い 色 を 

使う と 良い 感じ に な り ま す 。 04][oe] [o7 
08| [1] 12 
13| 15 


レイ ヤー は 大 きく 分 け て 背景 、 キ ャ ラ 、 
前 景 ( 雪 の 結晶 ) と いう 感じ で それ ぞ れ に 


効果 が 付き ます 。 


「04 雪 降 る バス 停 の 風景 ] メ イキ ング は 
CLIP STUDIO PAINT PRO Ver.1.10.2 を 
使用 し て 作成 し て いま す 。 


Part。 


ら 
Ls) 
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基本 アン チエ イリ アス を 少し 効か せ て 、 手 ブレ 補正 は [0] 初期 設定 に し て いま す 。 


OG ペン 


[ペン ] ツー ルー[G ペ ン ] は 
塗り と 線 ほ ぼ す べ て で 使い 
ます 。 


柔らか @ ぼ か し 

[エア ブラ シ ] ツー ルー[ 和 柔 [ 色 混ぜ ] ツー ルー [ぽか し ] 

ら か ] は 、 グ ラ デ ー シ ョ ン は 、G ペ ン ま た は 水彩 で 

や 大 き な 影 で 使い ます 。 塗っ た 境界 を ぽか す の に 使 
いま す 。 


@ 透 明 水彩 

[ 筆 ] ツ ー ル ー[ 水 彩 ]~[ 秀 
明 水 彩 ] は G ペ ン よ り 和 柔 ら 
か く 塗 り た いと ころ で 使い 
ます 。 薄く 塗り た いと き に 
使っ た り も し ます 。 


em 
Te 
Nt EE 
NN Ed RK 


で 符 稚 に じみ な じ ま せ 


6 飛 涼 

[エア ブラ シ ] ツー ルー[ 飛 
涼 ] は 、 光 の 粒 を 描く と き 
に 使い ます 。 


F 削り 


に じみ スル 


飛 潜 


@ 新 し い レ イヤ ー を 作成 し 、 [ 影 ] と 
名 前 を 付け ます 。 [ 影 ] レイ ヤー に 


[エア ララ タラ ジ 


ツー ルー [柔らか ] で 


影 1」 を 影 と な る 部 分 に ふわ っ と 
塗り ます 。 


ツー ル 


[柔らか ] 


B=120 


⑩⑪ 「 キ ャ ラ 効 果 ] と いう フォ ル ダ を 作成 し ます 。 キャ ラク 
ター を 描い た フォ ル ダ を 選択 し た 状態 で 右 ク リッ ク し 、 


[レイ ヤー か ら 選 択 男 囲 ] > [選択 範囲 を 作成 ] を クリ ッ 


ク す る と キャ ラ の 形 に 選択 範囲 が 取れ 


ます 。 こ の 状態 で 


「 キ ャ ラ 効 果 」 フォ ル ダ を 選択 し レイ ヤー マス ク を 作成 


し ます 。 この と き フ ォ ル ダ の 合成 モー 


て いる こと を 確認 し ます 。 


が [通過 ] に な っ 


@ 肌 の 部 分 が 濁 ら な いよ うに 、 


レイ ヤー 名 : 影 [乗算 ] 不 遊 明度 49% 


柔らか] 


を 使い 「 影 ] を 塗っ て 色 を 調整 し ます 。 
その 後 、[ 影 ] レイ ヤー の 合成 モー ド を 


[乗算 ] に 変更 し ます 。 不 透明 度 を 4996 
に し て 影 の 濃 さ を 調整 し まし た 。 


ツー ル : [柔らか ] 


093 


or 
SS 


テ さ NHNIHS 咽 9 


レイ ヤー 名 : 反 射 光 ズ 不透明 度 44% 


@ 新 し い レ イヤ ー を 作成 し 「 反 射 光 ] と 名 前 を 付け ます 。 影 で 潰れ すぎ た と ころ に 反射 光 を 入れ て 
いき ます 。 [エア ブラ シ ] ツー ルー [柔らか ] で 「 反 射 光 1 」 を 反射 光 が 体 を 回 り 込む 部 分 に ふわ っ 。_2az 
と 塗り ます 。 背景 に な じ ま せ る た め 「 反 射 光 ] レイ ヤー の 不透明 度 を 4496 に 変更 し ます 。 B=210 


ツー ル : [柔らか ] 


IO 
|) 
いい 
AN 
ビシ 
レイ ヤー 名 : レ イヤ ー17 レイ ヤー 名 : レ イヤ ー17 [ソフ トラ イト] ノ 不 透明 度 36% 
新規 レイ ヤー を 作成 し 、 [エアブラシ] ツー ルー [柔らか ] で 「 反 射 光ら 」 Oe 
空気 感 を 足す た め に 暗い 部 分 に ふわ っ と 塗り ます 。 レ イヤ ー の 合成 モー G-248 
ド を [ソフ トラ イト ] に 変更 、 不透明 度 を 36% に 変更 し ます 。 B=255 


ツー ル : [柔らか ] 


⑬ ツ イン テー ル な どの 、 


新規 レイ ヤー を 作成 し 、 
[柔らか ] で 「 反 射 光 3」 
部 の 間 に ふ わっ と 塗り 


モノ と モノ が 分 が れ て 


いる と ころ を は っ きり と させ ます 。 


エア ブラ シ ] ツー ルー 
を ツイ ン テ ー ル と 後頭 
ます 。 色 の 濃 さ は レイ 


ヤー の 不透明 度 で 調整 し ます 。 今 回 は 329% に 


し て いま す 。 
ソー ル : [柔らか ] 


レイ ヤー 名 : 空気 / 


不透明 度 32% 


@ 自 然 光 は 床や 壁 な ど に 反射 し て 様々 な 光 や 影 


「 光 」 と 名 前 を 付け ます 。 [ 筆 ] ツー 


光 を 描い て いき ます 。 
ツー ル : [不肖 明 水彩 ] 


@「 光 」 レイ ヤー の 合成 モー ド を 
[オー バー レイ ] に し 、 レイヤー の 
不透明 度 を 7996 に 変更 し ます 。 


レイ ヤー 名 : 光 [オー バー レイ ] 不透明 度 79% 


ー [不透明 水彩 ] を 使い 「 光 1] で 髪 や 服 の 際 に 


を 作り ます 。 逆光 で は な いで す が 回 り 込み の 光 () 
も 入れ て いき ます 。 新しい レイ ヤー を 作成 し 


ルー [水彩 ] ]*! 


テ ペ NHNHS 績 な 
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s 


/ 


@ 窓 の サッ シ を 塗っ て いき ます 。 ま ず は 「 背 
景 ] フォル ダ に 「 ス チー ル 1」 と いう レイ ヤー 
を 作成 し ます 。 サ ッ シ の ベー ス の 色 は 明る い 
部 分 か ら 「 サ ッ シ 1」「 サ ッ シ g」「 サ ッ シ 93] を 
分 け て 塗り ます 。 


R=199 R=146 R=112 

G=199 | G=146 G=112 

B=199 B=146 B=112 
レイ ヤー 名 : ス チー ル 1 


@ 新 規 レ イヤ ー「 影 1」 を 作成 し ます 。 レ イ 
ヤー の 合成 モー ド を [乗算 ] に 変更 し 、 [ 筆 ] 
ツー ルー [水彩 ] 一 [不透明 水彩 ] を 使い 、 
「 サ ッ シ 4」 で 光 の 当たら な いと ころ に 大 
き な 影 を 入れ ます 。 

ツー ル : [不肖 明 水 彩 4 


レイ ヤー 名 : 影 1 グ [ 乗 算 ] 


@ ハ イラ イト や 影 が は っ きり 見 える よう に 
し て いき ます 。 新しく 作成 し た 「 影 ] レイ 
ヤー の 合成 モー ド を [乗算 ] に 変更 し ます 。 
[不透明 水彩 ] を 使い 、 影 の 中 に 「 サ ッ シ 5」 
で 細か い 影 を 入れ ます 。 

ル : [不透明 水彩 ] 


レイ ヤー 名 : 影 2 [乗算] 


@ 新 規 レ イヤ ー「 光 」 を 作成 し 、 合成 モー 
ド を [オー バー レイ ] に 変更 し ます 。 [ エ 
アブ ラ シ ] ツー ルー [柔らか ] を 使い 
「 サ ッ シ 5」 を 斜め に 入れ ます 。 

ソール : [柔らか ] 


で 


ッ シ 5 


サ 
R=255 
G=247 


B=214 


/ 


テ さ HNHS な 


新規 レイ ヤー「HL」 を 作成 し 、 合 成 
モー ド を [加算 (発光)] に し ます 。 [G ペ 
ン ] を 使い 「 サ ッ シ 5」 で 光 を 綱 め に 入れ 
て 際 を 細く 光ら せま す 。 仕 上 げに [エア 
ブラ シ ] ツー ルー [柔らか ] の 透明 色 で 光 
を 薄く し ます 。 


ツー ル : [G ペ ン ] ン [柔らか ] シ 5 
R=255 
G=247 


レイ ヤー 名 :HL ン [加算 (発光 )] 


立方 体 で 解説 


の 窓 の サッ シ を 描い た の と 同じ 手順 で 、 立 方 体 の 金属 
描い て み ま し た 。 面 ご と に 明度 を 意識 する こと と 、 質 感 
の 斜線 を まっ すぐ 引く こと で 平ら な 感じ を 表現 し ます 。 
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⑩ 鳥 (シマ エナ ガ ) を 描い て いき ます 。 まず は 
身体 部 分 を [塗りつぶし] ツー ル を 使い 「 島 
ベー ス 1」 で 塗り ます 。 新規 レ イヤ ー を 作成 
し 、 「 鳥 ベー ス 2」 で 羽根 の 繊維 を 意識 し て 細 
か く 流れ を 描き 、 羽 毛 部 分 は 綿毛 や 毛皮 を 意 
識 し て [ 筆 ] ツー ルー [水彩 ] 一 [不透明 水彩 ] 
を 使い 「 鳥 ベー ス 3」 で ポン ポン と ざっ くり 
塗る と 軽い 感じ が 出 ます 。 

ッ ツール: [塗り つぶ し ] [不透明 水彩 ] 


鳥 ペー ス 1 鳥 ペー ス 2 鳥 ペー ス 3 
R=255 R=81 R=167 
G=255 G=81 G=101 
B=255 B=81 B=9 


レイ ヤー 名 : 鳥 レイ ヤー 名 : 柄 


@ 新 規 レ イヤ ー「 影 1」 を 作成 し 、 「 柄 ] レイ 
ヤー に クリ ッ ピ ング 。 レイ ヤー の 合成 モー ド 
を [乗算 ] に 変更 し 、[ 筆 ] ツー ルー [水彩 ] > 
[透明 水彩 ] を 使い 「 鳥 1」 で 毛並み の 方 向 を 
考え な か ら 影 を 入れ ます 。 さ ら に 新規 レイ 
ヤー「HL」 を 作成 し クリ ッ ピ ング 、 [透明 水 
彩 ] を 使い 「 鳥 ] で 毛並み の 方 向 を 考え な が 
ら 翼 に 細い 光 を 入れ 8 
ツー ル : [透明 水彩 


レイ ヤー 名 : 影 1/[ 乗 算 ] レイ ヤー 名 :HL 


@ も う 一 つ 作成 し た 「HL] レイ ヤー に 

[G ペ ン ] を 使い 、 鳥 の 目 に 「 鳥 3] で ハイ 

ライ ト を 入れ ます 。 

ツー ル :[G ペ ン ] R=255 
G=255 
B=255 


レイ ヤー 名 :HL 


レイ ヤー 名 : 影 1 ン [乗算 ] 


@ 新 規 レ イヤ ー「 影 5] を 作成 し 、 合 成 モー 
ド を [乗算 ] に 変更 し ます 。 [透明 水彩 ] を 使 
い 「 鳥 5] で 、 ふわ ふわ を 意識 し て ポン ポン 
叩く よう に し て 影 を 入れ ます 。 塗 りす ぎ た 
部 分 は 透明 色 で 消し ます 。 


鳥 5 


ツー ル : [透明 水彩 ] R=144 
G=121 


B=199 


レイ ヤー 名 : 色 調整 ノ [ ス クリ ー ン ] 


@ 胴 体 部 分 に 入り ます 。 「 鳥 ] レイ ヤー の 上 に 
「 影 1] レイ ヤー を 作成 し クリ ッ ピ ング 、 合 成 
モー ド を [乗算 ] に 変更 し ます 。 [透明 水彩 ] を 使 
く 
回 


い 「 鳥 4」 で 、 ふわ ふわ を 意識 し て ポン ポン 叩 
よう に 影 を 入れ て いき ます 。 球体 を 意識 し て 回 
り 込み は 少し 明る く な る よう に し まし ょ よう 。 

ツー ル : [透明 水彩 ] 


鳥 4 

R=179 
G=218 
B=240 


レイ ヤー 名 : 影 2/[ 乗 算 ] 


⑬ 新 規 レ イヤ ー「 色 調整 を 作成 し 、 合成 
モー ド を [スク リー ン ] に 変更 し ます 。 
[エア ブラ シ ] ツー ルー [柔らか ] を 使い 
「 島 6] で 光 を 入れ ます 。 


ツー ル : [柔らか ] R288 
G=255 


og 
Na 
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レイ ヤー 名 : つ らら 


⑱ つ らら を 描い て いき ます 。 つ らら は 周り の 色 を 


凝縮 し た 濃い 色 と 白い ハイ ライ ト を 交互 に 配置 す 


る こと に よっ て ガラ ス の よう な 印象 に な り ま す 。 


ツー ル : [G ペ ン ] 


まず は 「 つ らら ベー ス 」 で ベタ 塗り を し ます 。 


つら 5 ら ベ ペー ス 


レイ ヤー 名 : 影 2 


レイ ヤ 


ー 名 : 影 1 


@ 新 規 レ イヤ ー「 影 1」 を 作成 し 、「 つ らら 」 レイ 
ヤー に クリ ッ ピ ング 。 [ 筆 ] ツー ルー [水彩 ] っ [ 不 
透明 水彩 ] を 使い 「 つ らら 1] で 影 を 入れ ます 。 


ツー ル : [不透明 水彩 ] 


@「 影 1] レイ ヤー の 上 に 「 影 2] レイ ヤー を 作成 
し 、 下 の レイ ヤー で クリ ッ ピ ング し ます 。 [ 筆 ] 
ツー ルー [水彩 ] [透明 水彩 ] を 使い 「 つ らら 8]」 
で 影 の フチ を 残す よう に 影 の 中 を 塗り ます 。 

ツー ル : [透明 水彩 ] 


つら らら 
R=184 
G=198 
B=221 


レイ ヤー 名 : 色 調整 ノ [ ス クリ ー ン ] 


@ 少 し 影 の 色 が 気 に な つた の で 、 新 規 レ 
イヤ ー を 作成 し 、[ 不 透明 水彩 ] を 使い 
「 つ らら 3」 を 塗り 足し まし た 。 レイ ヤー 
の 合成 モー ド を [スク リー ン ] に し て 調 
整 し ます 。 

ツー ル : [不透明 水彩 ] 


⑮ 新 規 レ イヤ ー「HL」 を 作成 し 、 下 の レ 
イヤ ー で クリ ッ ピ ング 。 「HL」 レイ ヤー 
に [G ペ ン ] を 使い 、 手順 @ で 入れ た 焦 茶 
色 に 少し 被 さ る よう に 「 つ らら 5」 で 光 
を 入れ ます 。 こ うす る こと で 、 つ らら の 
透明 感 を 表現 で きま す 。 


ツー ル :[G ペ ン ] 


レイ ヤー 名 : 緑 の 影 


新規 レ イヤ ー「 緑 の 影 ] を 作成 し 、 下 の 
レイ ヤー で クタ リッ ピン グ 。 [ペン ] ツー ル 
ー [G ペ ン ] を 使い 「 つ らら 4」 で 、 周り の 
色 を 凝縮 し た 色 ( こ こ で は 建物 の 焦 茶 
色 ) を 影 の フチ あたり に 入れ ます 。 


ツー ル : [G ペ ン ] 


レイ ヤー 名 : 調 整 


人 @「HL」 レイ ヤー の 上 に 「 調 整 ] レイ ヤー 

を 作成 し 、 下 の レイ ヤー で クリ ッ ピ ング 。 
[透明 水彩 ] で 影 の 色 を スポ イト で と り 

な が ら 描 き 込 み を 増やし ます 。 

ツー ル : [透明 水彩 ] 


つら 556 
R=169 
G=160 


B=185 


og 
EI 
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バス停 の 看板 を 作成 し ます 。 パ ー ス の 効い た 


] バ ス 乗 り 場 も の に 柄 を 入れ る 場合 は 、 ま ず 正 面 か ら 描き ま 

の り ば す 。 正面 で 描い た も の を 変形 させ る と 狂い が 少 

間 の 中 バス な く な り ま す 。 今回 の バス 停 の 看板 の よう に 妨 

1 い 板 の 厚み な ども 、 コ ピー& ペ ー ス ト し て ずら 

トマ すこ と で 狂い が 少な く 板 を 表現 で きま す 。 ま ず 


は 、 [テキ スト ] ツー ル や [図形 ] ツー ル を 使い 、 
育 板 の 中 身 を 正面 か ら 描 きま す 。 


@ 看 板 の 丸 い 枠 の 部 分 を 作成 し ます 。 [区 
形 ] ツー ルー [ 杖 円 ] を 使い 、 正 円 を 描き 3 
す 。 手順 ① で 作成 し た 看板 の 中 身 と あわ せ 
て 、 [Ctrl 二 Shift+T (自由 変形 )] で 角度 を 
調整 し な が ら 、 ひし 形 に 変形 せま す 。 
ツー ル :[ 枯 円] 


@ 看 板 の 丸い 輪郭 線 を コピ ー& ペ ー ス ト し 
ます 。 少 し ずら し て 看板 の 厚み を 出し ます 。 
は み 出 た 部 分 を 消し て 配置 は 完了 で す 。 


@ 影 
感 を 
選択 
択 範 


は 、 人 物 か ら 遠 ご か る と ころ を 薄く し て 立体 
出す の が ポイ ント で す 。 「 キ ャ ラ 」 フォ ル ダ を 
し た 状態 で 右 ク リッ ク し 、 [レイ ヤー か ら 選 
] 一 [選択 範囲 を 作成 ] を クリ ッ ク す る と 、 


キャ 


ラク ター の 形 に 選択 範囲 が 取れ ます 。 


レイ ヤー 名 : キ ャ ラ 落 ち 影 


レイ ヤー 名 キャラ 藩 ち 影 


@ 新 規 レ イヤ ー「 キ ャ ラ 落 ち 影 ] を 作成 し 、 選択 し 
ます 。「 影 1」 の 色 を 設定 し 、 コ マン ド バ ー か ら [ 塗 
りつ ぶ が し] を クリ ッ ク し ます 。 す る と キャ ラク 
ター の 形 に べ ベタ 塗り し た レイ ヤー が で きま す 。 


ツー ル : [塗り つぶ し ] 


レイ ヤー 名 
キャ ラ 落 ち 影 ノ [ 乗 算 ] 


© [Ctrl+Shift+T( 


変形 ) 


ち 影 ] レイ ヤー を 地面 に 
合成 モー ド を [乗算 ] に 
出し ます 。 


を 使い 、「 キ ャ ラ 落 


合わ せる よう に 変形 し ます 。 
し て 影 の 透け て いる 感じ を 


og 
RE 
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@⑳ モ ノ の 影 は 地面 か ら 離 れる ほど ぼけ て きま す 。 
これ を 表現 する た め キ ャ ラ と 地面 の 間 に 空 間 が 
ある よう に 「 キ ャ ラ 落 ち 影 ] レイ ヤー に [フィ ル 
タ ] メニ ューー [ぼかし] 一 [ガウ ス ぼ ぽか し ] 

を か が かけ ます 。 


レイ ヤー 名 : キ ャ ラ 沙 ち 影 /[ 乗 算 ] 


= 


⑤「 キ ャ ラ 落 ち 影 」 レイ ヤー の [透明 ピク 
セル を ロッ ク ] し て [エア ブラ シ ] ツー ル 
ー [柔らか ] を 使い 輪郭 を ぼかす よう に 星 2 


「 影 ] を ぬん わり 入れ き 


レイ ヤー 名 : キ ャ ラ 落 ち 影 [乗算 ] レイ ヤー 名 : キ ャ ラ 落 ち 影 [ 乗 算 ] 


ツー ル : [柔らか ] 


ます 。 


⑬「 キ ャ ラ 沙 ち 影 ] レイ ヤー の [透明 ピク セル を 
ロッ ク ] を 解除 し て 、 [エア ブラ シ ] ツー ルー [ 柔 ら 
か ] を 使い 透明 色 で 影 の 濃い 部 分 を 削っ て いき ま 


G=173 す 。 
B=205 ツー ル : [柔らか ] 


E】 土 の 結晶 を 仕上 げ る 


@ 対 称 定規 を 配置 し た し レイ ヤー で は 、 鏡 に 映し た 
よう に 線 を 対称 に 9| く こと が で きま す 。 線 の 緑 の 
色 が 変わ る よう に [レイ ヤー プロ パテ ィ ] の 設定 
で [境界 効果 ] の [フチ ] を オン に し て 、 [フチ の 太 
さ ] を [1.0]、 [フチ の 色 ] を 「 線 縁 ] に し ます 。 [ ペ 
ン ] ツー ルー [G ペ ン ] を 使い 「 結 晶 1」 で 雪 の 結晶 


を 描き ます 。 
ツー ル : [G ペ ン ] 
緑 線 結晶 1 
R=69 R=255 
G=87 G=255 
B=165 B=255 


レイ ヤー 名 : 結 晶 


ゅ 寺 の 結晶 は [定規 ] ツー ルー [対称 定規 ] を 
使っ て 簡単 に 描く こと が で きま す 。 今回 は 8 
角形 の 雪 の 結晶 を バー ス に し た い の で 、 新 規 
レイ ヤー を 作成 し 、 [対称 定規 ] の [ 線 の 本 数 ] 
を [16]、 [ 線 対称 ] に チェ ッ ク を 入れ て 、 中 
心 に し た いと ころ を クリ ッ ク し ます 。 こ れ で 
対称 定規 を 配置 で きま し た 。 

ツー ル : [対称 定規 ] 


レイ ヤー 名 : 結 晶 


作成 し た 雪 の 結晶 は [[Ctrl+Shift+T 
(自由 変形 )] を 使い 、 角 度 を 調整 し な が 
ら 変 形 さ せま す 。 


Part。 


(=) 
Ls) 


( テロ NIHS 咽 @ 
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イラ スト 全体 に 雪 の 結晶 が 舞う よう に 見 せ た い の で 、 
「 結 晶 ] レイ ヤー を 複製 し 、 変形 ベ は ます 。 これ を 繰り 返 
し て 「 結 晶 」 フォ ル ダ に まとめ ます 。 その 後 、 [結晶 」 フォ 
ル ダ を 複製 し て レイ ヤー を 統合 、 「 透 明 ピ クセ ル を ロッ 
ク 」 し て [塗り つぶ し ] ツー ル を 使う と 描画 範囲 の み 色 を 
変え る こと が で きま す 。「 結 晶 ら 」 で 塗り つぶ し ます 。 

ツー ル : [塗り つぶ し ] 


結晶 2 

R=188 
G=199 
B=254 


み を 出し ます 。 
ツー ル : [移動 


手順 @ で 色 を 塗り つ 点 し た レイ ヤー を 「 結 晶 」 
フォ ル ダ の 下 に 配置 し 、[ 移 動 ツ ー ル ] で ずら し て 厚 


⑬ 新 規 レ イヤ ー「 色 調整 ] を 作成 し 、 手順 


の 「 結 晶 ] レイ ヤー の 選択 範囲 を 取り 、「 結 
晶 3」 で 塗り つぶ し ます 。 不透明 度 を 8496 
に し て [フィ ルター] メニ ューー [ぼかし ] 
ー [ガウ ス ぽ か し ] を 適用 し ます 。 


ツー ル : [塗り つぶ し ] 結晶 3 


レイ ヤー 名 : 色 調整 不透明 度 84% 


地面 を 仕上 げ る 


地面 1 地面 2 

R=199 R=154 
G=189 G=140 
B=203 B=159 


レイ ヤー 名 : 足 影 ノ [乗算 ] ノ 不透明 度 79% 


⑯ 「 足 影 ] レイ ヤー に 「 地 面 1」 で 足 型 を と り [透明 
ピク セル を ロッ ク ] し て [第 ] ツー ルー [水彩 ] っ [ 不 


透明 水彩 ] を 使い 「 地 面 @] で 描き 込み ます 。 そ の 後 、 


足 型 を コピ ー& ペ ー ス ト し て 増やし 、 レ イヤ ー の 合 
成 モ ー ド を [乗算 ] に し ます 。 不 透明 度 は 799% に 調 
整 し まし た 。 

ツー ル : [不透明 水彩 ] 


雪 に 質感 を も た せる 


6 


内 1 畔 2 
R=172 R=97 
G=159 G=91 
jl B=166 B=95 
レイ ヤー 名 i: 埋 


@ 新 規 レ イヤ ー「 埋 ] を 作成 し 、 [ 筆 ] ツー ルー 
[ 黒 ] っ [薄墨] を 使い 「 畔 1」「 夫 8] で タイ ヤ の 
跡 を 描き 足し ます 。 

ツー ル :[ 間 時 


⑩ 圭 は 粒 の 質感 と 軽 さ を 意識 し ます 。 新 規 レイ 
ヤー「 圭 」 を 作成 し 、[ デ コレ ーション ] ツー ルー 
[カケ アミ ・ 砂 目 ] っ [ 雲 ガ ー ゼ ] を 使い 「 雪 1」 で 
足元 の 雪 の 質感 を ポン ポン と 塗り ます 。 

ツー ル : [ 肢 ガ ー ゼ ] 
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@ 新 規 レ イヤ ー を 作成 し 、 [ 雲 ガー ゼ ] を 使い 、「 雪 
g」 で 雪 の 質感 を 出す た め に 色 を 軽く の せる よう 


に 塗り ます 。 

i R02 
G=188 
B=202 


@ 新 規 レ イヤ ー を 作成 し 、 [ 雲 ガ ー ゼ ] を 使い 、 仕 
上 げ と し て 「 雪 3」 で 圭 の 光沢 感 を ポン ポン と 塗 
り ま す 。 


ル :[ 圭 ガー ゼ ] 叶 9 
R=255 
G=255 


@ 屋 根 に 積もる 雪 の 輪郭 線 は 黒 で は 
な く 濃 い 青 を 使い 雰囲気 を ふん わり 
させ ます 。 線画 の レイ ヤー の 上 に 新 
規 レ イヤ ー「 色 」 を 作成 し 、 下 の レイ 
ヤー で ぞ で み リッ ピッ ダグ し ます 。 [エア 
ブラ シ ] ツー ルー [柔らか ] を 使い 
「 線 色 ] で 屋根 に 積もる 雪 の 線 を 塗 
り ま す 。 同 様 に バス 停 や 氷 の 輪郭 線 
も 「 線 色 」 で 塗り 、 雰囲気 を 統一 し ま 
す 。 

ツー ル : [柔らか ] 


線 色 
R=81 
G=89 
B=145 


①⑩ 後 ろ の 木 を 青く する こと で 、 空 気 遠 近 を 演出 

する こと が で きま す 。 新 規 レ イヤ ー を 作成 し 、 

[ 筆 ] ツー ルー [水彩 ] っ [不透明 水彩 ] を 使い 

「 木 1」 で 木 の シ ル エ ッ ト を 塗り ます 。 

ッ ー ル : [不透明 水彩 ] 木 1 
R=126 
G=107 
B=110 


@「 木 」 レイ ヤー を コピ ー& ペ ー ス ト し て 増 や 
し 、 移 動 さ せま す 。 増 や し た レイ ヤー は 奥 と 手 
前 で 分 け て 、 そ れ ぞ れ 結 合 し た レイ ヤー に ま と 
め ま す 。 


奥 の 「 木 ] レイ ヤー の [透明 ピク セル を ロッ 
ク ] し ます 。 空 気 遠近 法 で 遠く の も の は 青く 見 
える の で 遠く の 木 を 青 め の 「 グ ラ デ ー シ ョ ン 
1」 と 「 グ ラ デ ー シ ョ ン 2」 で 塗り ます 。 

ツー ル :[ 不 通明 水彩 ] 


@ 手 前 の 「 木 」] レイ ヤー に [第] ツー ルー 
[水彩 ] [不透明 水彩 ] を 使い 「 木 6] で 
木 を 描き 込み ます 。 

ツー ル :[ 不 通明 水 喝 ] 2 


R=10: 
G=66 
B=70 


109 


og 
いき 


( テロ NIHS 咽 @ 


110 


レイ ヤー 名 : 窓 / [スク リー ン ] 不透明 度 40% 


@ 窓 は 雪 で 冷た く 暴 っ て いる 感じ を 意識 
し ます 。 新規 レイ ヤー「 窓 」 を 作成 し 、 合 
成 モ ー ド を [スクリーン] に し て 不透明 
度 を 4096 に し ます 。 [ペン ] ツー ルー [G 
ペン ] を 使い 「 窓 1] で 窓 を 塗り ます 。 


ツー ル :[G ペ ン ] 


O 


窓 1 
R=255 
G=255 


B=255 


レイ ヤー 名 レイ ヤー 名 : 影 [乗算 ] 
光 プ [オー バー レイ ] 不透明 度 55% 
@ 新 規 レ イヤ ー「 影 ] を 作成 、 合成 モー ド 
を [乗算] に し ます 。 [透明 水彩 ] を 使い 


レイ ヤー 名 


「 窓 3] で 窓 の 冊子 の 影 を 塗り ます 。 その 
後 、 も う 一 枚 、 新 規 レ イヤ ー「 光 」 を 追加 
し 、 [エアブラシ ] ツー ルー [柔らか ] を 使 
い 「 窓 4] で 窓 の 光 を ふん わり 入れ ます 。 
「 光 ] レイ ヤー の 合成 モー ド を [オー バ 
レイ ] に し て 不透明 度 を 559% に し ます 。 
ツー ル : [透明 水彩 ] [柔らか ] 


@ 新 規 レ イヤ ー「 ボ ケ 」 を 作成 し 、 [ 筆 


ツー ルー 


[水彩 ] [透明 水彩 ] を 使い 「 窓 ] で 窓 越し に 映 


る 木 を ば か す よ うに 描き 込み を 増やし ます 。 


ツー ル : [透明 水彩 ] 窓 2 
R=172 
| G=160 
B=164 


@ 新 規 レ イヤ ー「 雷 」 を 作成 し 、[ エ アブ ラ 
シ ] ツー ルー [ 飛 涼 ] を 使い 「 窓 5] で 雪 を 
描き 、 [フィ ルター] メニ ューー [ぼかし ] っ 
[ガウ ス ぽ ぼかし] を か け ます 。 
[ 飛 涼 ] 


ツー ル 


イヤ ー 名 : あ さ の ひか り 


⑩ 光 が 当たる 部 分 を や わら か な 印象 に する た め 
に 、 全 体 的 に 背景 を 薄く し ます 。 キ ャ ラク タ 
と 背景 の 間 に 作 成 し た 「 効 果 ] フォ ル ダ 内 に 「 あ 
さ の ひか が り 」 レイ ヤー を 作成 し ます 。 [エア ブラ 
シ ] ツー ルー [柔らか ] を 使い 「 背 景 1」 で 黄色 
み を 入れ た いと ころ を ポン ポン と 押す よう に 
塗っ て いき ます 。 


ル : [柔らか ] 区 に 2EB 
( ) G=252 


@ 新 規 レ イヤ ー を 作成 し 、[ エ アブ ラ シ ] 


ツー ルー [乗ら か ] を 使い 「 育 景 」 
境目 の 光 を 塗っ て いき ます 。 
ル : [柔らか ] 


で 影 の 


名 : あ さ の ひか り 2 


レイ ヤー 名 : あ さ の ひか り ン [オー バー レイ ] 


© その後 「 あ さ の ひか り 」 レイ ヤー の 合成 モ 
ド を [オー バー レイ ] に し ます 。 
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@ 光 の 加減 を 調整 し た い の で 、「 あ さ の ひか り 2」 レ 
イヤ ー の 合成 モー ド を [ソフ トラ イト ] に し ます 。 


合成 モー ド を 変更 する 前 


| MNN 
| ーー ョ 


全体 の 影 レイ ヤ 全体 の 影 / [スクリーン] / 不 透明 度 27% 
⑨ さ ら に 上 に 「 全 体 の 影 ] レイ ヤー を 作成 し ます 。 [エア ブラ シ ] ツー ルー 
[系 ら か ] を 使い 「 背 景 3」 で 小屋 の 影 を 塗り ます 。 その 後 、 全体 の 影 ] レイ bo 
ヤー の 合成 モー ド を [スクリーン] に し て 不透明 度 を ら 7%% に し ます 。 9 6 


ル : [柔らか ] B=77 


アン 


fAN 


A 
A 


さらに 上 に 「 空 気 ] レイ ヤー 作成 し 、 [エア ブラ シ ] ツー ルー [柔らか ] を 使い 「 痛 景 4] で 遠 


レイ ヤー 名 : 空 気 ノ 不透明 度 22% 


いと ころ に 空気 遠近 法 の 要領 で 水色 を 塗り き 


ツー ル : [柔らか ] 


| コ 


ます 。 レイ ヤー の 不透明 度 を 2296 に 調整 し ます 。 


WW 


| 


レイ ヤー 名 月 度 / [カラ ー] 


レイ ヤー 名 : 彩 度 / [カラ ー] ノ 不 透明 度 32% 


さらに 上 に 「 彩 度 ] レイ ヤー を 作成 し 、 合成 


ツー ル : [柔らか ] 


モー ド を [カラ 
ルー [柔らか ] を 使い 「 育 景 5] で 彩 度 を 下げ た いと ころ 塗り 、 不 透明度 を 3296 に し ます 。 


] に し ます 。 [エア ブラ シ ] ツ 
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© さら に 上 に 「 雪 」 レイ ヤー を 作成 し 、 
[エア ブラ シ ] ツー ルー [ 飛 涼 ] を 使い 「 雪 
4」 で 圭 を ちり ば め ま す 。 

ツー ル :[ 飛 涼 ] 


さら に 上 に 「 詳 細 つ 記し ] レイ ヤー を 作 


成 し 8 


ます 。 [エア ブラ シ ] ツー ルー [乗ら か ] 


を 使い 、 背 景 の 奥 側 の 詳細 を ば か し た い 部 


分 を 「 育 景 6] で 塗り ます 。 レイ ヤー の 不 透 
明度 を 459% に 調整 し まし た 。 


[柔らか ] 和 


⑯⑩「 雪 」 レイヤー を 複製 し て [フィ ル 
ター] メニ ューー [ぼかし ] [移動 ぽか 
し ] を 適用 し ます 。 寺 の 軌跡 を イメ ー ジ 
し て 描き ます 。 
キャ ラク ター より 上 に 作成 し た 「 効 果 」 
フォ ル ダ の 「 雪 」 レイ ヤー に も [ 飛 涼 ] を 
使い 「 寺 5」 で 雪 を ちり ば め ま す 。 

リール:[ 飛 涼 ] 


レイ ヤー 名 空気 だ 不透明 度 24% 


⑩「 効 果 」 フォルダ に 作成 し た 「 空 @⑫ 空気] レイ ヤー の 不透明 度 を ら 496 に し て 光 
気 ] レイ ヤー に [エア ブラ シ ] ツー a の 強 さ を 調整 し ます 。 

ルー [柔らか ] を 使い 「 光 2」 で 光 () 50 

を 上 か ら 差 し 込む お よう に 塗り ます 。 B=199 

ツー ル : [柔らか ] 


ruhS eS 
) 1 
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⑯ 新 規 レ イヤ ー「 息 」 を 作成 し 、 [第 ] ツー 
ルー [水彩 ] っ [に じみ 緑 水彩 ] で 息 と な 
る 部 分 に 「 息 1」 を ふわ っ と 塗り 、[ に じ 
の 縁 水彩 ] の 透明 色 で 削り ます 。 

ツー ル : [に じみ 縁 水彩 ] 


レイ ヤー 名 : 息 詳細 


⑩ 「 忠 詳細 」 レイ ヤー を 作成 し 、 [ 律 ] ツー 
ルー [水彩 ] [に じみ 緑 水彩 ] を 使い () 
「 息 6」 で ポン ポン と 雲 を 描く よう に 息 


を 描き ます 。 その 後 、 透明 
下 の 線 が 見 える 程度 の 濃 さ に し ます 。 


ツー ル : [に じみ 緑 水彩 ] 


色 に し て 削り 、 


⑯⑮ キ ャ ラク ター と 背景 の 間 に あ る 「 効 
果 」 フォ ル ダ に 「 光 ] レイ ヤー を 作成 し 
ます 。 [ 筆 ] ツー ルー [水彩 ] [不透明 
水彩 ] を 使い 「 光 3」 で 差し 込ん だ 光 を 
塗り ます 。 

ツー ル : [不透明 水彩 ] 


名 : 光 [ソフ トラ イト ] ノ 不 透明 度 45% 


⑯「 光 」 レイ ヤー の 合成 モー ド を [ソフ トラ イト ] 


こし て 不透明 


度 を 4596 


こし 8 


た 9o 


レイ ヤー 名 : 木 1、 木 2、 木 3、 木 4 


⑱ テ クス チャ を 入れ る こと 


※ 木 の テク スチ ャ は 
京都 で 撮影 し た 写真 
を 使用 し ます 。 

"一 名 京都 で 撮っ た 写真 


@ 面 に 合わ せ て テク スチ ャ を 変形 する の が ポイ ント で す 。 ま ず は 
[ファ イル ] メニ ューー [読み 込み ] を 使い テク スチ ャ 
読み 込み 


の 写真 を 


ます 。「 木 ] レイ ヤー に クリ ッ ピ ング し て [Ctrl+Shift+T 


を 考え 、 面 ご と に レイ ヤー 江本 
を 作成 し 、「 木 1」 で ベー ス 。=jj ッ ( 
と な る 色 を 塗り ます 。 B=122 


レイ ヤー 名 
京都 で 撮っ た 写真 
[乗算 ] 


9 同じ く 「 木 3」「 木 4] レイ ヤー も 、 木 の テク ス 
チャ を クリ ッ ピ ング し て 面 に 合わ せ て 変形 させ ま 
す 。 木 の テク スチ ャ の レイ ヤー は 全て 、 合 成 モ ー 


ド を [乗算 ] に し ます 。 
1 
- ボ 


ぁ R=95 
We EN 
レイ ヤー 名 : 影 2 ノ [ 乗 算 ] B=82 


⑤「 木 1」~「 木 4」] レイ ヤー に それ ぞ れ 「 影 8] レ 
イヤ ー な を クリ ッ ピ ッ ング し て [エアブラシ] ツー ル 
ー [柔らか ] を 使い 「 影 8] で 角 な ど 、 日 光 が 当 た 
ら な い 濃 い 影 の 部 分 を 描き ます 。 

ツー ル : [柔らか ] 


変形 )] で 面 に 合わ せ て 変形 し ます 。 「 木 ] レイ ヤー に 対し 
て も お こない ます 。 


@「 木 1 一 「 木 4] に それ ぞ れ 「 影 1] レイ ヤー を 
クリ ッ ピ ング し て 、 [エア ブラ シ ] ツー ルー [乗ら 
か ] を 使い 「 影 1] で 影 を ぐっ くり 入れ ます 。 合成 
モー ド は [乗算 ] に し ます 。 

ツー ル : [柔らか ] 


R=255 

G=232 

レイ ヤー 名 : 光 グズ [ オ ー バ パー レイ ] B=171 

⑤「 光 」 レイ ヤー を 作成 し 、「 木 3」 レイ ヤー に ク 


リッ ピン グ し ます 。 合成 モー ド を [オー バー レイ ] 
に し て [エア ブラ シ ] ツー ルー [柔らか ] を 使い 
「 光 」 で 光 を 入れ て 角 を 作り ます 。 

ツー ル : [柔らか ] 
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木 1 
R=128 
G=91 
B=83 


@ 水 の 中 の 木 を 仕上 げ ば ま す 。 ベー ス と な る 「 氷 」 レ 
イヤ ー に 「 木 」 レイ ヤー を クリ ッ ピ ング し て 、[ 筆 ] 
ツー ルー [水彩 ] [透明 水彩 ] を 使い 「 木 1] で 木 
を 描き ます 。 

ツー ル : [透明 水彩 ] 


本 3 

R=76 
G=52 

レイ ヤー 名 : 木  B=54 


⑨「 木 ] レイ ヤー に [透明 水彩 ] を 使い 「 木 ] で さ 
ら に 木 を 描き 込み ます 。 
ツール: [透明 水彩 ] 


⑪「 影 ]] レイ ヤー を 作成 し クリ ッ ピ ング 、[ 透 明 
水彩 ] を 使い 「 氷 G] で 氷 の 影 を 描き ます 。 
ツー ル : [秀明 水彩 ] 


木 2 
R=102 
G=66 
B=70 


@⑧「 木 」 レイ ヤー の 透明 [透明 ピク セル を ロッ ク ] 
し て [透明 水彩 ] を 使い 「 木 8] で 木 を 描き 込み ま 
す 。 

ツー ル :[ 浮 明 水彩 ] 


氷 1 

R=255 
G=255 

レイ ヤー 名 : ス ケ  B=255 


⑯⑩「 ス ケ 」 レイ ヤー を 作成 し クリ ッ ピ ング 、 [透明 
水彩 ] を 使い [ 氷 1」 で 氷 の 束 を 描き ます 。 
ツー ル : [透明 水彩 ] 


水 3 

R=181 
G=191 
B=214 


⑮「 影 a」 レ イヤ ー を 作成 し クリ ッ ピ ング 、 [透明 
水彩 ] を 使い 「 水 3] で 氷 の 影 の フチ を 残す よう に 
中 を 描き ます 。 ツー ル : [ 肖 明 水彩 ] 


氷 4 


⑯「HL」 レイ ヤー を 作成 し クリ ッ ピ ング 、 [透明 水 
彩 ] を 使い 「 氷 4] で 水 の ハ イラ イト を 丸く 描き ま 
す 。 その 後 、 透明 色 で フチ が 残る よう に 消し ます 。 
ツー ル :[ 浮 明 水彩 ] 


⑮「HL」 レイ ヤー を 作成 し クリ ッ ピ 6 
ング 、 [G ペ ン ] を 使い 「 氷 6」 で 氷 の () ne 
ハイ ライ ト を 描き ます 。 


ツー ル : [G ペ ン ] 


今 まで 描い た エフ ェクト を 
表示 させ れ ば 完成 で す 。 


R=255 
G=255 
レイ ヤー 名 :HL  B=255 


水 5 

R=100 
G=87 
B=123 


レイ ヤー 名 : 詳 細 ノ 不透明 度 57% 


⑯「 詳 細 ] レイ ヤー を 作成 し クリ ッ ピ ング 、 [G ペ 
ン ] を 使い 「 氷 5」 で 氷 の 濃い と ころ を 描き ます 。 
レイ ヤー の 不透明 度 を 下げ て 色 の 濃 さ を 調整 し ま 
す 。 


ッ ー ル : [G ペ ン ] 
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風吹 く 桜 並木 の 風景 


風 は 象徴 的 に 描か れる 場合 を 除き 、 目 に 見 える も の で は あり ませ ん 。 風景 の な か で 、 
そこ に 風 が 吹い て いる と 感じ させ る 演出 が で きる か どう か が 、 風 を 描く 大 き な ボ イン 
ト で す 。 大 正 ロ マン 溢れ る 桜 並木 を 題材 に 、 風 の 効果 的 な 表現 方 法 を ご 紹介 し ます 。 


風 を 描く 上 で 抑え る べき ポイ ント 

風 は 、 火 や 水 の よ うに 目 に 見 える も の で は あ 
り ま せん 。 デ フォ ル メ 表現 と し て 形 に する 手 
法 も あり ます が 、 こ こ で は 風 を 直接 描か ず に 、 
どう すれ ば 風 が 発生 し て いる よう に 見 える か 
を 意識 し て いき ます 。 

ここ か ら 描 いて いく イラ スト の 設定 で は 、 桜 
の 花びら が 散る くら い の 風 が 吹い て いま す 。 
髪 や リボ ン ・ 紐 ・ 布 な どの 軽い も の が 、 ど の 
よう に 風 で 揺れ る か 想像 し て み ま し ょ う 。 
この よう に 画面 上 で 動き を 出す こと で 風 を 表 
現す る こと が で きま す 。 

ラフ や 線画 の 段階 か ら 動き を 意識 し て 、 エ 
フェ クト で それ を さら に わか りや すく する イ 
メー ジ で す 。 生活 の 中 で 観察 し や すい と 思う 
の で 、 風 が 吹く と 景色 が どう な っ て いる の か 
見 て みる の も いい で し ょ う 。 

この 章 で は 風 の ほ か に も 木漏れ日 や 花 吹 雪 ・ 
チン ダル 現象 な ど を 紹介 し て きま す 。 


05][og 
09|[10 


07 


04 


03 


背景 ・ 人 物 ・ 加 工 ・ 効 果 ・ 全 体調 整 の 
順に フォ ル ダ を お いて いま す 。 


「05 風吹 く 桜 並木 の 風景 ] メイ キン グ は CLIP 


STUDIO PAINT PRO Ver.1.8.8 を 使 
用 し て 作成 し て いま す 。 


Part. 


oo 
IS) 


江 苦 - さ ふ で 4 テ さ HNIHS 滞 @) 
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OG ペン 
[ペン ] ツー ルー[G ペ ン ] は 
強め の ハイ ライ ト を 入れ る 
と き や モ チー フ の アタ リ を 
ざっ くり と る と き に 使い ま 
す 。 


に じみ スプ レー 

[エア ブラ シ ] ツー ルー[ に 
じみ スプ レー] は 奥 の 桜 の 
花弁 を 描く と き に 使い ます 。 


濃い 水彩 

[ 筆 ] ツ ー ル ー ト [水彩] 一 [ 濃 
い 水 彩 ] は フラ ッ ト マ ー 
カー より も 強く タッ チ を 出 
し た いと き に 使い ます 。G 
ペン より も や や 柔らか い 印 
象 で す 。 


@ 和 柔らか 
[エア ブラ シ ] ツー ルー[ 和 柔 
ら か ] は グラ デー ショ ン を 
軽く つけ た いと き や 空 気 感 
の 調整 に 使用 し ます 。 印象 
を 和 柔らかく したい とき に 便 
利 で す 。 


@ 不 透明 水彩 

[ 筆 ] ツ ー ル ー[ 水 彩 ] 一 [ 不 
透明 水彩 ] は フラ ッ ト マ ー 
カー より 呪い タッ チ を 出し 
た いと き に 使用 し ます 。 塗 
りな が ら 少 し ぼかす こと が 
で きる の で 、 色 を 薄く 伸 ば 
し た いと き に 便利 で す 。 


⑯ 飛 潜 

[エア ブラ シ ] ツー ルー[ 飛 
漆 ] は キラ キラ し た 粒子 を 
描く と き 使用 し ます 。 


@ ぼ か し 

[ 色 混 ぜ ] ツ ー ル ー [ぽか し ] 
は 筆 の タッ チ が 強 す ぎる と 
き に な じ ま せ る た め に 使い 
ます 。 


や 
= 


02 
(95) 
風 
の 
トロ 
る 
⑥ フ ラッ トマ ー カ ー( カ スタ ム ブ ラ シ ) ク 
[ペン] ツー ルー[ マ ー カ ー] 一 [ フ ラッ トマ ー カ ー] は 背景 ・ 人 物 塗り ・ 効 果 と 全体 的 に 使用 し て いま す 。 ト 
筆 の タッ チ が 残る 書き 込み の 時 に 使い ます 。 マ 
使 
用 
し 
た 
ど 
z 
レコ 


© デッサン 鉛筆 (カス タム ブラ シ ) 
が さ が さ し た 鉛筆 の よう な 描き 心地 に する た 
め に 、[ 鉛 筆 ] ツ ー ル ー [デッサン 鉛筆 ] を と こ 
ろ ど ころ カス タマ イズ し て いま す 。 

線画 や 、 髪 の 描き 足し に 使用 し て いま す 。 


傾き 


カス タム ブラ シ デ ー タ は 
ダウ ン ロ ー ド 可能 で す 6 第 圧 100% 
(P.5 参 照 ) 
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写真 を 背景 用 に 加工 する 


今回 の 背景 は 実際 に 現地 に 行っ て 撮っ た 写真 で す 。 
これ を 元 に 上 か ら 描 き 足 し 作業 を し て いき ます 。 イ 
ンタ ーネット で ダウ ン ロ ー ド し た 画像 は 著作 権 の 問 
題 で 使用 で き な い こと が ある の で 気 を 付け まし ょ う 
(金額 を 支払 っ て 使用 で きる も の や フリ ー 素 材 な ど 
も あり ます )。 


また 、 周 囲 の 人 が 写り こん で いる こと も ある の で 上 
か ら 描 き 足し た り 、 ぼ か し を か ける な どの 配慮 を し 
まし ょ う 。 今 回 使用 する の は 、 周 囲 の 人 を 上 か ら 描 
き 足 し て 消し 、 修正 し た も の で す 。 


この イラ スト は 大 正 フ ァ ン タ ジ ー 風 に し た い の で 、 電 線 な ど 現代 の も の が 
見 えな いよ うに 上 か ら 加 筆 し て いま す 。 [スポ イト ] ツー ル で 色 を 吸い 取り な 
が ら [フラ ッ ト マ ー カ ー] や [ペン ] ツー ルー [G ペ ン ] で 加筆 し て いき ます 。 


ツー ル : [フラ ッ ト マ ー カ ー] [G ペ ン ] 


レイ ヤー 名 : 落 ち 影 /[ 乗 算 ] 不 透明 度 77% 


ここ か ら は 写真 を イラ スト 風 に し て いき ます 。 イ ラス 

ト の 背景 は 現実 の 風景 より も 色 味 が 鮮やか だ っ た り 、 コ 
ント ラス ト が ハッ キリ し て いる こと が 特徴 で す 。 ア ニ メ 
や イラ スト の 背景 と 現実 の 写真 を 見 比べ て みる と 分 か り 
や すい で す 。 これ を 意識 し て 作業 し て いき まし よう 。 
まず は 、 太 陽光 が 画面 上 部 か ら 右 下 に か け て 射 し て いる 
想定 で 屋根 の 影 を 大 げ さ に 入れ て いき ます 。 新規 レイ 
ヤー を 作成 し 、 合 成 モ ー ド を [乗算 ] に し ます 。 [G ペ ン ] 
を 使い 「 落 ち 影 ] で ど 影 を つけ て いき ます 。 大 きめ の 影 を つ 
ける こと で 、 コ ント ラス ト が 強く な り イ ラス ト の 雰囲気 
に 近づき ます 。 レイ ヤー の 不透明 度 は 7796 に し まし た 。 
ツー ル :[G ペ ン ] 

落ち 影 

R=144 


G=144 
B=165 


@ ま だ まだ 写真 に 見 える の で 色 味 を 調整 し て いき ます 。 [ レ 
イヤ ー] メニ ューー [新規 色調 補正 レイ ヤー] 一 [トー ンカ 
ブ ] を 使用 し ます 。 こ れ は 画面 の 全体 的 な コン トラ スト や 明 


る さ を 細 か く 調 整 する こと が で きる 便利 な ツー ル で す 。 例 え 
ば 青い 影 を 赤 に し た り 、 黄 色 の ハイ ライ ト を 暗い 緑 に し た り 
な ど 複 雑 な 操作 が で きま す 。 こ こ で は 影 の 色 を 青 っ ぽく 、 中 
間 色 を 黄色 っ ぽく する 調整 を し まし た 。 


レイ ヤー 名 : ト ー ン カー ブ 1 ノ 不 透明 度 65% 


さら に [レイ ヤー] メニ ューー [新規 色調 補正 レイ ヤー] 
[カラ ー バ ラン ス ] で 全体 の 色 味 を ベー ジュ が か っ た ピン ク 
に 近づけ ます 。 こ れ は 春 を イメ ー ジ し た 柔らか い 色 調 に し た 
か っ た か ら で す 。 こ の あと [レイ ヤー] メニ ューー [新規 色調 
補正 レイ ヤー] [グラ デー ショ ンマ ッ プ ] を 使っ て 影 部 分 は 
赤 、 明る い 部 分 は 薄い ピン ク に な る よう に 調整 し まし た 。 


MAK 


レイ ヤー 名 : カ ラー バラ ンス 1 ノ 不 透明度 67% 
レイ ヤー 名 : グ ラ デ ー シ ョ ンマ ッ プ 1 不透明 度 24% 


レイ ヤー 名 : レ イヤ ー1 48// [オー バー レイ ] プ 不 透明 度 5% 


@ 画 面 の 下部 に も っ と 暗め の 紫 や ピン ク 要 素 を つけ て 、 画 面 全体 2 
に グラ デー ショ ン を 作り た い の で [オー バー レイ ] モー ド の レイ 8-38 
ヤー を 作成 し 、 一 旦 [塗り つぶ し ] ツー ル で 全体 を 塗り つぶ し ます 。 B-176 
不要 な 部 分 は 、 レ イヤ ー マ ス ク を か け て [消し ゴム ] ツー ルー [ 戦 

ら か め ] で 削除 し ます 。 ツー ル : [塗り つぶ し ] [軟らか め ] 


Part. 
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遠景 の 樹木 を 描く 


レイ ヤー 名 桜色 調整 プ [ ハ ー ド ライ ト ] 不透明 度 88% 


ゅ 画面 典 に 桜の 木 を 描い て いこ うと 思い ます 。 @ こ の 選択 範 
まず 「 統 合 背 景 ] フォ ル ダ の 上 に 新規 で フォ レイ ヤー を 作り 
ル ダ と レイ ヤー を 制作 し ます 。 写真 に も と も 整 ] で 塗り つ N 
と 写っ て いた 木 を アタ リ と し て その まま 使い ライ ト ] に する 
ます 。 ざっ くり で いい の で [選択 範囲 ] ツー ル 

ー [投げ な わ 選 択 ] で 選択 範囲 を 取り ます 。 エッ ト を 整え ま 


ツー ル : [投げ な わ 選 択 ] 


ツー ル : [塗り つぶ し ] 


し ます 。 レイ ヤー の 合成 モ 
と 陰影 を 若干 残し つつ 葉っぱ 全体 を ピン 
ク 寄 り に で きま す 。 不 要 な 部 分 は マス ク 上 で 削り シル 


で 、 レ イヤ ー マ ス ク を か けた 塗り つぶ し 
ます 。 新 規 レ イヤ ー を 作成 し 、「 桜 色調 
ド を [ハード 


す 。 


@ 情 報 量 を 


前 や し て 桜 らし く 見 せる た め に 、 葉 っ ぱ 


全体 の 大 ま 
ー つ ずつ 描 
大 き な 塊 と 


か な 影 を 描い て いき ます 。 葉 っ ぱ や 花 を 
写す る の で は な く 、 ま ず は 全体 を 一 つの 
し て と ら え 、 だ ん だ ん 細か く 描 写し ます 。 


花 や 葉っぱ 
感 を 一 つ ひ 


くり 塗っ て 
こま ず 、 影 
ジ で す 。 

ツー ル : [枝葉 ] 


和 れ 
0M 


レイ ヤー 名 : 花 影 2 


づこ の まま で は タッ チ が 強 す ぎる の で 、 印 象 を 柔らか くす る 


た め に [エア ブラ シ ] ツー ルー [に じみ スプ レー 


色 を 透明 
削る の で 


こし て 消し ゴ 


は な く 、 や や 元 の 形 を 残し た り 、 一 部 だ け 削 
と メリ 作り を つけ な が ら 進 め ま す 。 この 作業 を 全体 に 


ツー ル : [に じみ スプ レー] 


の 使用 する 
ム と し て 使い ます 。 影 を まん べ ん な く 


ン ] ツー ルー 


が 固まっ て で きた シル エッ ト の が さ が さ 
と つづ 描く の は 大 変 な の で 、[ デ コレ ー シ ョ 
草木 ] っ [枝葉 ] を 使い 「 花 影 ] で ざっ 
いき ます 。 光源 に 近い 部 分 は あま り 描き 
こ な る 部 分 の 下部 は 多め くら い の イ メー 
花 影 
、R-199 
 G=107 
B=155 


レイ ヤー 名 : 花 影 2 


レイ ヤー 名 : 花 影 1 
さら に 情報 量 を 増やし て いき まし ょ う 。 新規 
レイ ヤー を 作成 し 、 先 ほど 作っ た 影 に 加え て も 
う 一 段階 影 を 作り ます 。 塗 る 色 を 変え た ら 工 程 


は 一 緒 で す 。 花 負 束 
Es に の R=255 
ツー ル : [枝葉 ] ノン [に じみ スプ レー] G=148 

B=162 


レイ ヤー 名 : 暗 い 部 分 不透明 度 68% 


@ 次 に 新規 レイ ヤー を 作成 し 、 ハ イライト を つけ て 
いき ます 。 パ ッ キ リ と し た タッ チ に し た い の で ブラ 
デコ レー ショ ン ] ツー ルー [草木 ] [樹木 ] に 
変え ます 。 色 は 「 ハ イラ イト 1」 を 使い 、 葉 っ ぱ の シ 
ル エ ッ ト が 出る よう に 、 ベ ー ス と な る 桜 か ら 少 し は 
の み 出 し な が ら 描 きま す 。 後 か ら 整 える の で 思い きっ 


シ を 


て 全体 を 和 覆う よう に 埋め て いき まし よ ょ う 。 
ッ ツール: [樹木 ] 


ハイ ライ ト 1 
R=255 
G=223 
B=229 


@ ベ 
ぎ た 
も う 


レイ ヤー 名 暗い グ ラ デ ン 不透明 度 38% レイ ヤー 名 : 明 る い グ ラ デ 
⑬ そ の 上 に 新規 レイ ヤー を 作成 し クリ ッ ピ ング し ます 。 
[に じみ スプ レー] と [柔らか ] を 使い 、 桜 の 左側 に 濃 
い 影 (暗い グラ デ ) を 入れ 、 日 差し の ある 右側 に 明る い 


影 (明る い グ ラ デ ) を 入れ ます 。 


ツー ル : [に じみ スプ レー] 暗い グラ デ 明る い グ ラ デ 
ン [ 薄 5 か ] R=133 R=224 

G=124 G=146 
B=205 B=172 

ー ス と 影 の コン トラ スト が 強 す 暗い 部 分 

の で 、 新 規 レ イヤ ー を 作成 し 、 6 i 

一 段階 中 間 色 の 「 暗 い 部 分 」 を i 

は さ み ま し た 。 レ イヤ ー の 不透明 度 
げ て 色 の 濃 さ を 調整 し ます 。 


を 下 | 


ツー ル 


: [に じみ スプ レー] [柔らか ] 


レイ ヤー 名 : ハ イラ イト 


Part. 


〇 
IS) 


へ 並 半 開き 津 菩 き テテ ぐさ HNYHS 斑 @ 
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⑩ 新 規 レ イヤ ー を 作成 
い 枝 を 追加 し ます 。 枝 


レイ ヤー 名 : ハ イラ イト 


レイ ヤー 名 : ハ イラ 


イト 2 


し 、[ フ ラッ トマ ー カ ー] を 使 
は 太め の 一 本 を 描い た ら 、 先 


端 に な る に つれ だ ん だ ん 細い 枝 が 分 か れ て 伸び て い 
く こ と を 意識 する と 描き や すい で す 。 桜 の ピン ク や 
空 の 環境 光 に 影響 され た 紫 が か っ た 枝 の 表現 が 好き 


な の で 、 今 回 は そちら 


こ 寄 せ 8 


まし た 。 フ ラッ ト 


カー は 筆 圧 で 濃淡 を 表現 で き 


る 部 分 は 枝 上 部 は 明る 
下 の 枝 は 暗く な る よう 
て 描い て いま す 。 


ツー ル :[ フ ラッ トマ ー カ ー] 


く な る J 


ます 。 光 が あたっ て い 
ト う に 弱め の タッ チ で 、 


こ 強 め の タ ッ チ で 何 度 も 


枝 


R= 
G= 


B= 


中 ね 


106 
102 
166 


光源 に 近い 位置 の ハイ ライ ト は 多く 残し て 、 
影 と か ぶる 部 分 は 削っ て いき ます 。 


不要 な 部 分 は [消し コ 


ム ] ツー ルー [硬め ] で 消 


し て いき ます 。 逆 に も の た りな い 部 分 は 新規 レ 
イヤ ー を 追加 し 、[G ペ ン ] や [樹木 ] で 加筆 し ま 
す 。 こ の 工程 で 写真 の 木 を 完全 に 見 えな くし 、 
ざっ くり と 桜 に 仕上 げ て いき ます 。 

ツー ル : [硬め ][G ペ ン ] ン [樹木] 


ハイ ライ ト 2 
R=255 
G=242 
B=242 
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レイ ヤー 名 : 加 筆 桜 


終了 で す 。 


桜の 花 が 一 部 見 えな く な っ て し まっ た の で 


新規 レイ ヤー を 作り 、 周 囲 の 色 を スポ イト し 
な が ら 、 上 か ら 桜 を 加筆 し て 奥 の 桜の 作業 は 


ツー ル : [フラ ッ ト マ ー カ ー] 


こし まし た 。 


@ [フラ ッ ト マ ー カ ー] で 枝 本 体 を 描 


いて いき ます 。 「 上 の 枝 、 下 の 枝 ] で 第 
を カク カク と 曲げ て いく イメ ー ジ で 
ベー ス を 作り ます 。 上 の 枝 、 下 の 枝 
ツー ル : [フラ ッ ト マ ー カ ー] R74 

G=44 

B=63 


= 


レイ ヤー 名 : 花 、 つぼみ 、 影 、 ハイ ライ ト 

レイ ヤー 名 : め し ぺ ・ お し べ 、 茎 

レイ ヤー 名 : 花 びら ゥ ハイ ライ ト [ 加 算 ( 発 光 )] 
ノ 不 透明 度 68% 


⑩ 手 前 に くる 枝 を 描い て いき ます 。 配 置 は 
図 の よう に 人 物 の 顔 一 猫 に 目線 が 行く 流れ 


レイ ヤー 名 : 上 の 枝 
レイ ヤー 名 : 下 の 枝 


@ 枝 が で きた ら そ こ に 花 を の せ て いき ます 。 先 
ほど より も 弱い ペン タッ チ で 、[ フ ラッ トマ ー 
カー] で 薄い 膜 を 重ね て いく よう に 花びら 一 枚 
一 枚 を 描き ます 。 ざ っ くり で いい の で めし べ 、 
お し べ 、 八 イラ イト も つけ て いき まし ょ う 。 合 
成 モ ー ド が [加算 (発光 )] の レイ ヤー も 作り 、 
花 に 明る い ハ イラ イト を 加え て いま す 。 


ツー ル : [フラ ッ ト マ ー カ ー] 


花 影 茎 

R=243 R=240 R=121 

G=174 G=123 G=131 

B=190 B=150 B=100 

Se 花びら ハイ ライ ト 花びら ハイ ライ ト 

ME DN (加算 発光 )1 (加算 発光 ) 2 
ROA Ha R=255 R=252 
G=218 G=75 G=232 G=174 
に ES B=215 B=130 


Part. 


©o 
ト う 
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@ 枝 の 向き が 気 に な っ た の で [編集] メ 
ニュ ーー [変形 ] っ [自由 変形 ] で 調整 し た 
の ち 、 画 面 上 部 の 枝 の 周囲 に ボリ ュー ム が 
欲し か っ た の で 、 新 規 レ イヤ ー を 枝 の レイ 
ヤー より 下 に 追加 し ます 。 奥 の 桜 は 描き 込 
まず に シル エッ ト と し て 表現 し ます 。 


ツー ル : [フラ ッ ト マ ー カ ー] 


シル エッ ト 
R=205 
G=169 
B=209 


@ 手 順 @ の 「 上 の 枝 ] レイ ヤー の 上 
こ 新規 レイ ヤー を 作成 し 、[ フ ラッ 
トマ ー カ ー] を 使い 「 ハ イラ イト 3] 
で 枝 の 描き こみ を し ます 。 影 に な る 
部 分 は 書き 込み を 控え て 全体 の バラ 
ンス を 見 つつ 進め ます 。 

タッ チ が くど いな と 感じ た ら [ 消 
し ゴム ] ツー ルー [軟らか め ] で 調整 
し ます 。 

ハイ ライ ト 3 


ツー ル : [フラ ッ ト マ ー カ ー] 
[軟らか め ] R=106 
G=59 


ゲラ デ 1 
R=142 
G=142 
B=135 


ビー 


レイ ヤー 名 : グ ラ デ ン 不透明 度 48% 
9 新規 レイ ヤー を 作成 し 、[ に じみ スプ レー] を 使 
い 「 グ ラ デ 1」 で 、 枝 の 一 部 に 薄く 広げ る よう に 苔 


レイ ヤー 名 : ハ イラ イト 


ハイ ライ ト 4 
R=251 
G=254 
B=223 


NN 


レイ ヤー 名 : ハ イラ イト ノ ズ 不 透明 度 40% 
@ 新 規 レ イヤ ー を 作成 し 、[ フ ラッ トマ ー 
カー] を 使い 「 ハ イラ イト 4」 で 枝 の ハイ 


を 描き ます 。 ある 程度 描け た ら [消し ゴム ] ツー ル 
ー [軟らか め ] で 端 を 削り ます 。 
ツー ル : [に じみ スプ レー] [軟らか め ] 


ライ ト を 描き ます 。 光源 に 近い 部 分 に 三 
角形 の 形 を 強め の タッ チ で 入れ て いま す 。 


ツー ル : [フラ ッ ト マ ー カ ー] 


@ 桜 の 新芽 を 増やし て 情報 量 を 増やし て いき ま 
す 。 [スポ イト ] ツー ル で 枝 と 花弁 の 色 を と りつ 
つ 増 や し て いき ます 。 


ツー ル : [フラ ッ ト マ ー カ ー] 


花 ハイ ライ ト 5 茎 
、R=243 R=255 R=121 
G=174 G=222 G=131 
B=190 B=226 B=100 風 
な じみ 調整 お し べ ・ め し ペ の 
R=196 R=206 4 
G=79 G=75 み 
B=104 B=106 ト 
マ 
花 
7 s 枝 
を 
ー 描 
く 


レイ ヤー 名 : 花 、 ハイ ライ ト 
レイ ヤー 名 : お し べ ・ め し べ 、 茎 


影 1 
R=20 
G=8 
B=13 
⑩ 枝 の 影 色 が 気 に な つた の で 、 枝 の レ 
イヤ ー の 上 に 新規 レイ ヤー を 追加 し て 、 
影 を 追加 し まし た 。 = と 
ツー ル : [フラ ッ ト マ ー カ ー] レイ ヤー 名 : 影 / 不 透明度 50% 


レイ ヤー 名 調整 グ ラ デ ン 不 浮 明 度 38% 
ぶ 光 源 に 近い 画面 上 部 の 枝 に 明る め の グ ラ デ ー シ ョ ン を 入れ ます 。 新 


規 レ イヤ ー を 作成 し クリ ッ ピ ング 、 [柔らか ] で 「 調 整 グラ デ 1 」 を 塗っ N の = 

て いき ます 。 下 の 枝 は 少し 奥 に いく よう に 紫 の グラ デー ショ ン 「 調 整 aa139。 人 議 (act 

グラ デ 2」 を か け ま す 。 不透明 度 を 3896 に 下げ て な じ ま せ ます 。 B=185 。 BB=254 
ツー ル : [柔らか ] 
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レイ ヤー 名 : 反 射 光 


レイ ヤー 名 反射 光 不 透明 度 28% 


@ 枝 の 茶色 の 強 さ が 気 に な つた の で 、 新 規 レ 
イヤ ー を 作成 し 、 ピ ンク の 「 反 射 光 1] を [に 
じみ スプ レー] で 入れ て いき ます 。 ま ん べ ん 
な く か けた ら 、 桜 の 花弁 の 環境 光 に よる 映り 
込み に な る よう に 、 透 明 色 に し た [エア ブラ 
シ ] ツー ルー [乗ら か ] で 削っ て いき ます 。 
レイ ヤー の 不透明 度 を G896 ま で 下げ て 明る 
さ を 調 整 し ます 。 


ツー ル : [に じみ スプ レー] [柔らか ] 


レイ ヤー 名 : 草 
⑯ 階 段 の 溝 に 草 を 描い て いき ます 。 先端 に い 
くに つれ て 細く な る よう に ベー ス を 取り ます 。 
[G ペ ン ] を 使い 「 草 」 で 描き まし た 。 


ッ ー ル :[G ペ ン ] 


@ 木 の 輪郭 を 強調 する た め に [フラ ッ ト マ ー 
カー] を 使い 「 反 射 光 G] を つけ 足し て いき ます 。 
ツー ル : [フラ ッ ト マ ー カ ー] 

反射 光 2 

R=157 

G=62 


B=87 


⑯ や や 茶色 が 強い と 感じ た の で 枝 全 体 を 紫 寄 り 
に 色調 整 し まし た 。 [レイ ヤー] メニ ューー [ 新 
規 色 調 補正 レイ ヤー] 一 [トー ンカ ー ブ ] を 使用 
し て いま す 。- 上 部 の 枝 は な じ ま せ る た め に 淡い 
印象 に し まし た が 、 下 部 の 枝 は そこ まで 色 を 落 
と さ ず 、 メリ 八 リ を 意識 し まし た 。 


レイ ヤー 名 : ハ イラ イト 


ゆり 「 ハ イラ イト 6」 を [G ペ ン ] で 描き 込ん で 
終了 で す 。 奥 に ある 草 な の で シン ブル な 描き 


こみ で 済ま せま す 。 

ツー ル : [G ペ ン ] 
ハイ ライ ト 6 
R=66 
G=138 
B=125 


Part. 


©o 
ト う 


へ 洋 加 其 ・ 二 る テテ NHNHS 週 ⑧ 
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⑯ 木 漏れ 


た フォ ル ダ の 
マス ク が か か り ま す 。 
これ で 木 漏 れ 
は キャ ラ 加 工 用 に も 使い ま 


の 効果 を つけ る 準備 と し て 、 キ ャ ラ の 範囲 が マ 
スク され た フォ ル ダ を 制作 し ます 。 マ スク は 、 は み 出 し を 
気 に せ ず 作業 を 進め られ る の で 便利 で す 。 キ ャ ラ を 制作 し 
た フォ ル ダ を 複製 し た 後 、 結 合 し ます 。 結合 し た レイ ヤー 
を 選択 し 右 ク リッ ク 、 [レイ ヤー か ら 選 択 範囲 ] [選択 範 
囲 を 作成 ] で 、 キ ャ ラ の 選択 範 団 を 作り ます 。 新規 作成 し 
レイ ヤー マス ク を 作成 ] す る と 、 フォ ル ダ に 


@ 木 漏れ 


の フォ ル ダ が で きま し た (この フォ ル ダ 


す )。 


を キャ ラ に つけ て いき ます 。 


木 漏 れ 


きた 隙間 
す 。 つ ま 


と は 、 葉 っ ぱ 同 士 の 重なり で で 
か ら 光 が 差し 込む 状態 を 差し ま 
り 光 が 当たっ て いる 状態 な の で 


す が 、 そ の まま 光 を あて て も 、 も と も と 


の キャ ラ 
を 当て る 


が 明る いた め 目 立ち ませ ん 。 光 
演出 の 際 に は 先 に 影 を 作る ほう 


色調 整 1 
R=252 
G=202 
B=209 


が 光 の 効果 が 生き て きま す 。 


そこ で ま 


ぱ や 枝 で で きた 影 を つけ まし ょ う 。「 色 
調整 1] の 色 で 塗り つぶ し た レイ ヤー を 


ず は 、 キ ャ ラク ター に 桜の 葉 っ 


レイ ヤー 名 : 色 調整 


さら に この 塗り つぶ し の 中 で グラ デー ショ ン を 作 


り ま す 。 新規 レイ ヤー を 作成 し クリ ッ ピ ング し ます 。 


[エア ブラ シ ] ツー ルー [柔らか ] で キャ ラ の 下部 を 
濃い ピン ク 「 下 部 グラ デ 」 で 少し 暗め に し ます 。 

次 に 新規 レイ ヤー を 作成 し て 顔 の 周り を [柔らか ] 
を 使い 「 顔 明る さ 」 で 少し 明る くし ます 。 今回 は キャ 
ライ ラス ト な の で 、 顔 の 周り を 暗く し すぎ な いた め 
で す 。 濃 ざさ が 気 に な っ た と き は 順次 、 不 透明 度 を 調 


新規 で 作成 し ます 。 


節 し ます 。 

RS 下部 グラ デ 顔 明る さ 
R=255 R=255 
G=84 G=236 
B=169 B=220 


レイ ヤー 名 : 下 部 グラ デン 不透明 度 25% 
レイ ヤー 名 : 顔 明る さ / 不 透明 度 30% 
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会 | 


今回 は 昼間 の 設定 な の で 
色 を ベー ス に する と 、 後 で 調整 し や すい と 思い ます 。 
暗い 場所 だ っ た り シ リア ス な 雰囲気 に し た いと き は 


@ 手 順 @ の 「 色 調整 ] レイ ヤー の 合成 モー ド を [乗算 ] 
に する と この よう に な り ま す 。 も と も と の イラ スト と 
比べ て ピン ク が か っ た 影 が 落ち て いる よう に し まし た 。 


こし て いま す 。 薄め の 


最初 か ら 濃い 


レイ ヤー 名 : 色 調整 ノ [ 乗 算 ] 


@ 影 が で きた の で 、 今 度 は 光 = 木 漏れ 日 を つけ て い 
きま し ょ う 。 新規 レイ ヤー を 作成 し [フラット マー 
カー] を 使い 木漏れ日 1」 で 桜の 花弁 を 描い た 時 の 
よう に 花びら を 足し て いき ます 。 レ イヤ ー の 合成 
モー ド を [覆い 焼き (発光 )]、 不 透明 度 を 5096 に す 
る と 、 この よう に 淡く 光っ た よう に な り ま す 。 


ツー ル : [フラ ッ ト マ ー カ ー] 


の 影 を 落と し た 方 が 調整 し や すい で す 。 


る の で 注意 し まし ょ 
に 数 を 減ら す よ うに 
や すい 鼻 や 肩 な ど を 
風 の 流れ を 出す た め 
て み ま し ょ う 。 

風 で 揺れ た 葉っぱ の | 
る と いう イメ ー ジ で 


木漏れ日 1 レイ ヤー 名 : 木 漏れ 日 
R=254 /[ 福 い 焼 き (発光 )] 
a ン 不 透明 度 50% 
B=206 


⑬ 顔 周り だ け で は な く 、 イ ラス ト 全 体 で 繰り 返し 
ます 。 木漏れ日 は つけ すぎ て も 画面 が うる さく な 


う 。 光 源 に 近い 場所 か ら 徐 々 
描い て いき ます 。 光 が 当たり 
目安 に つけ て いま す 。 

こ 、 木 漏れ 日 に も 動き を つけ 


隙間 か ら 木 漏れ 日 が 射 し て く 
す 。 


レイ ヤー 名 : 木 漏れ 日 /[ 逆 い 焼 き ( 発 光 )] / 不 透明 度 50% 


著 オ 4 テ ぐ HNHS 環 


S 相 き 将 
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同士 で メリ ハリ が 欲し か っ た の で 
」 レ イヤ ー を 複製 し [オー バー レ 
ぶ に し ます 。 も っ と 光ら せ た い と こ 
て 他 は 削り ます 。 


レイ ヤー 名 : 木 漏れ 日 [オー バー レイ ] 不透明 度 50% 


@ 再 び 「 木 漏れ 日 ] レイ ヤー を 複製 し て 今度 は [ 加 
算 (発光 )] モー ド に し ます 。 さ ら に 光 を 残し た い 
部 分 だ け 残し ます 。 こ うす る こと で 明る さ の 段階 


が 増え まし た 。 木漏れ日 の 作業 は これ で 終了 で す 。 レイ ヤー 名 : 木 漏れ 日 [加算 (発光 )] ン 不透明 度 50% 


⑩ 木 漏れ 日 の 段階 で キャ ラ 全 体 の 包 味 調整 が で き 
て いる の で 、 輸 郭 を 浮か び 上 が ら せ る 光 を 入れ て 
いき ます 。 木漏れ日 で 作成 し た フォ ル ダ 内 で 引き 
続き 作業 し ます 。 そ の 際 に 、 フ ォ ル ダ 名 を 「 キ ャ 
ラ 加 工 」 に 修正 し まし た 。 現 状 で は キャ ラ と 痛 景 
は 同化 し て いま す が 、 輪 郭 部 分 に 光 を 入れ る こと 
で キャ ラ を 浮か が び 上 が ら せ る こと が で きま す 。 ま 
た 、 キ ャ ラ の 存在 感 が 一 気 に 増し ます 。 新規 レイ 
ヤー を 作成 し 、[ フ ラッ トマ ー カ ー] で 「 リ ムラ イ 
ト 」 を 入れ て いき まし ょ う 。 人 物 を 見 え や すく す 
る た めで も ある の で 誇張 気味 に 描き ます 。 


ツー ル : [フラ ッ ト マ ー カ ー] 


リム ライ ト 
R=255 
G=222 
B=166 


レイ ヤー 名 : リ ムラ イト 


@ リ ムラ イト を 入れ る こと で 線画 の 一 部 が つぶ れ て し ま 
いま し た 。 こ うい うと き は キャ ラ の 線画 デー タ を 複製 し 、 
加工 を し て いる フォ ル ダ の 上 部 に 持っ て いき ます 。 「 リ 
ムラ イト 」 レイヤー か ら 選 択 範囲 を と り 、 そ れ を 複製 し 
た 線画 レイ ヤー の マス ク と し て か け ま す 。 す る と つぶ れ 
た 部 分 に の み 線画 が 表示 され ます 。 さ ら に 、 複 製 し た 線 
画 の 上 に 新た に 色 ト レス 用 の レイ ヤー を クリ ッ ピ ング し 
ます 。 色 トレ ス と は モチ ー フ に 合わ せ た 色 に 線画 の 色 を 
変え る こと で す 。 今回 は 光 が あ た っ て 線画 部 分 の 色 が 明 
る く な っ た 表現 と し て いま す 。 「 色 トレ ス 」 で レイ ヤー を 


= 


塗っ て 、 線画 の 色 を 変更 し ます 。 。 。 色 ト レス 
nn-181 

6G=0 

B=19 


@ 手 順 @⑯ の 「 リ ムラ イト 」 レイヤー の 合成 モ 
ド を [加算 (発光)] に し て 、 輪 郭 部 分 の 光 を な 
じ ま せ ます 。 不透明 度 を 7596 に 調整 し まし た 。 


ン ン 


レイ ヤー 名 : リ ムラ イト [加算 (発光 )] 不 透明度 75% 


@ 新 規 レ イヤ ー を 作成 し 、 光 源 と 反対 の キャ 
ラ 下 部 に 「 反 射 光 ] を [フラ ッ ト マ ー カ ー] で 
いれ ます 。 

その まま で は 濃い の で レイ ヤー の 不透明 度 を 
35% ま で 下げ ます 。 


ツー ル : [フラ ッ ト マ ー カ ー] 


レイ ヤー 名 : 反 射 光 不 透 明度 35% 


Part. 


©o 
Ls) 


ェ F 計 S- ぶ Yui+ キ 4 エビ 計 Sm さ 壮 える ィ さ HNHS 週 (8) 


137 


138 


花びら を 描い て いく 前 に 、 ど うい う 流 れ に する の か の アタ リ を と 


り ま す 。 端 か ら 始 まっ て キャ ラ の 顔 一 桜 ユ キャ ラ の 身体 一 猫 と 目 が 
いく よう に S の 字 型 に し まし た 。 枝 で つく っ た 視線 の 流れ と 少し 変 


て いる よう に 描き ます 。 


える こと を 意識 し まし た 。 ま た 、 風 を 表現 する た め に 花びら が 舞っ 


@ 周 り の 桜の 色 を [スポ イト ] ツー ル で 
りな が ら 、 花 びら を 描い て いき ます 。 
さき ほど の 流れ に そっ て 風 が ふい て いる 
よう に 、 [フラ ッ ト マ ー カ ー] を 使い 「 花 
びら 1」 で 全体 に 花びら を 加筆 し ます 。 
然 物 な の で 大 き さ ・ 方 向 が ラン ダム に 
な る こと を 意識 し まし ょ う 。 そ の 上 に 新 
クラ デ 親 レ イヤ ー を 作成 し クリ ッ ピ ング 、 [ エ 
Ge-2ze アブ ラ シ ] ツー ルー [乗ら か ] を 使い グラ 
B=235 デー ショ ン を 入れ て いき ます 。 
ツー ル : [フラ ッ ト マ ー カ ー] [柔らか ] 


ツー ル : [フラ ッ ト マ ー カ ー] 
花びら 2 
R=254 
G=173 
B=206 


レイ ヤー 名 : 花 びら ノ 不 透明 度 53% 


チン ダル 現象 と は 

粒子 に よっ て 光 が 散 乱 し 、 光 の 筋 の よう に 見 
える 現象 で す 。 こ れ を 描く こと で 光 が 差 し 込 
ん で いる 様子 を 表現 で きま す 。 太陽 の 光 を イ 
メー ジ す る と 分 か りや すい と 思い ます 。 


@ 光 源 と し て いる 画面 上 部 か ら 光 の ベー ス を 描き ます 。[ 
形 ] ツー ルー [直接 描画 ] > [直線 ] を 使っ て 末広 が り に な 
る 直線 を 引き [塗り つぶ が し] ツー ル で 塗り つぶ し まし た 。 


ツー ル :[ 直 線 ] ノ [塗り つぶ し ] 


※ 後 で 色 を 変え る の で 、 こ こ で は 
見 や すい 色 を 使っ て いま す 。 


花びら の 向き を ラン ダム に する と 自然 に な り ま す 。 


レイ ヤー 名 : 花 びら 
レイ ヤー: グ ラ デ 


@ 新 規 レ イヤ ー を 作成 し 、 キ ャ ラク ター と 瓦 
の 間 に 落 ち た 花びら を 描き 足し まし た 。 


@ 光 の 層 を 重ね て いく た め 、 ペ ー ス と な る 光 の 下 に 
新規 レイ ヤー を 制作 し ます 。 先 ほど 作っ た ペー ス を 
その まま 引用 する の で 「 光 」 レイ ヤー を 選択 し 右 ク 
リッ ク 、 [レイ ヤー か ら 選 択 範囲] [選択 範囲 を 作 
成 ] で ペ ベース 部 分 の 選択 範囲 を 取っ た 後 、 秀 囲 を 拡 5 
大 し ます 。 新規 レイ ヤー を 拡大 し た 範囲 に 塗り つが 
し ます 。 


©o 
IS) 


レイ ヤー 名 : 光 


今 ま で 作っ た 二 枚 の レイ ヤー の 色 を 変え る と 右 図 の よ 
うに な り ま す 。 ベ ー ス の レイ ヤー の 輪郭 に オレ ンジ の フ 
チ が 見 える 状態 で す 。 こ の まま 二 枚 を 複製 し て 結合 し ま 


ーー | ィ さ HNHS 週 (8) 


す 。 光 1 光 2 
R=255 R=255 
G=237 G=143 
B=201 B=113 


@ 結 合 し た レイ ヤー で [フィ ルター] っ メ 
ニュ ーー [ぼかし ] [ガウ ス ぽ か し ] の [ ぼ 
か す 範 囲 ] を [60] に し ます 。 春 の 淡い 光 に 
し た い の で 大 きく ぼかし を 入れ まし た 。 

レイ ヤー の 合成 モー ド を [スクリーン] に 変 
更 し ます 。 


© [レイ ヤー マス ク を 作 
成 ] を し て [消し ゴム ] ツー 
ルー [軟らか め ] で 端 に 行 
くに つれ 少し ずつ 濃 さ を 薄 
め て いき ます 。 不透明 度 を 
6096 に し て 馴染 ませ ます 。 


ツー ル : [軟らか め ] 


レイ ヤー 名 : 光 [スク リー ン ] 不透明 度 60% 


139 


⑬ さ ら に 光 の 情報 を 増やし て いき ます 。 新規 レイ ヤー 
を 作成 し 、 光 源 か ら 放 射線 状 に 伸び る ライ ン を [ フ 
ラッ トマ ー カ ー] で 描き こみ ます 。 先 ほど は 白 に 近い 
色 味 を 足し た の で 、 「 光 3]」 は 暖か さ を 出す た め に 暖色 
系 の 色 を 選び まし た 。 ベ ー ス が で きた ら [ガウ ス ぽ か 
し ] の [ぼかす 範囲 ] を [85.18] に し て ぼかし ます 。 


ツー ル : [フラ ッ ト マ ー カ ー] 


レイ ヤー を [スク リー ン ] モー ド に 
し て 淡く 光ら せま す 。 


\ ミー | 
レイ ヤー 名 : 光 [スク リー ン ] 


全体 的 な 調整 を し て いき ます 。 こ こ で は 色 の 調 
整 や エフ ェクト を つけ た り 、 気 に な っ た 部 分 が あ 
れ ば 修正 を し ます 。 ま ず 花 びら の レイ ヤー の 下 に 
新規 レイ ヤー を 作成 し 、 画 面 上 部 に 空気 感 を だ す 
た め に [エアブラシ] ツー ルー [柔らか ] を 使い 
「 空 気 遠近 」 で グラ デー ショ ン を 作り まし た 。 レイ 
ヤー の 合成 モー ド を [スクリーン] に 変更 し 、 不 透 
明度 を 8496 に 調整 し まし た 。 
ツー ル : [柔らか ] 

空気 遠近 

R=255 

G=94 

B=175 


SW か 、 


レイ ヤー 名 : 空 気 速 近 ノ [スク リー ン ] ノ 不 透明度 84% 


レイ ヤー 名 : 粒 子 


@ 新 規 レ イヤ ー を 作成 し 、 画 面 を 華 や 
か に 見 せる た め の 粒 子 を 飛ば し て いき 
ます 。 この と き は [エア ブラ シ ] ツー ル 
ー [ 飛 涼 ] を 使い まし た が 、 花びら と 大 
き さ が か ぶら な いよ うに 小さ め の サ イ 
ズ に し まし た 。 

顔 の 周り は うる さく な ら な いよ うに 避 
け て 、 花 びら の 流れ に 沿っ て 大 き さ が 
ラン ダム に な る よう 描い て いき ます 。 
不要 な 部 分 は [消し ゴム ] ツー ルー [ 硬 
め ] で 消し て いき まし ょ う 。 
ツー ル :[ 飛 漆 ] ズ [硬め ] 


@ 粒 ゴ 


成 し ク 
ショ ン 
いよ う 


こ キ ラキ ラ と し た 色 味 を つけ て いき 8 


まず 「 粒 子 ] レイ ヤー の 上 に 新規 レイ ヤー を 作 
リッ ピン グ し ます 。 上 か ら [グラ デー 
ます (分 か りや す 


] ツー ルー [ 虹 ] を か け き 
こ ク リッ ピン グ 無 し の 状態 で す )。 


ツー ル : [ 虹 ] 


9。 


a 


レイ ヤー 名 : 色 


@ 手 順 @ で 作成 し た 「 粒 子 ] レ イヤ ー の 合成 モー ド を 
算 (発光 )] に し て 合わ せ て みる と 、 


[| 
フチ が プリ ズム の よ 


イヤ 


@「 粒 子 ] レイ ヤー を 選択 し 右 ク リッ ク 、 [ レ 
ー か ら 選 択 範 | 


一 [選択 範 


を 作成 ] で 


粒子 の 選択 範 
す 。 グラ デー ショ ン を 入れ た 「 色 」 
上 に 新規 レイ ヤー を 作成 し 、 作 成 


を と り 、 男 | 


を 1px 縮 小 し ま 
レイ ヤー の 


し た 選択 範 


を 


の 「 粒 子 ] で 塗り つぶ し ます 。 


レイ ヤー 名 : 粒 子 ※2 枚 目 


い 「 粒 子 」 の 
うに 光っ て いる エフ ェクト が で き 


ます 。 キラ キラ し た 粒子 の 作業 は ここ で 終了 で す 。 


粒子 

R=255 
G=255 
B=255 


Part. 
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レイ ヤー 名 : 調 整 


レイ ヤー 名 : 調 整 / [スクリーン] 不透明 度 35% 


次 に 、 画 面 下 部 の 黒 が 強い と 感じ た の で 青み を つけ ます 。 新 規 レイ 


ヤー を 作成 し [グラデーション ] ツー ル で グラ デー ショ ン を か け ま し た 。 
ほん の 少し の 変化 で いい の で [レイ ヤー マス ク を 作成 ] し て 、 不要 な 部 分 調整 


を [消しゴム] ツー ルー [軟らか め ] で 削り ます 。 


R=83 
G=139 


@ 不 透明 度 を 359% ま で 下げ て [スク リー ン ] モ 
ツー ル : [描画 色 か ら 遂 明 色 ] ノ [軟らか め ] 


ド で な じ ま せ ます 。 B=255 


レイ ヤー 名 : 光 調整 [スク リー ン ] ノ 不透明 度 45% 
キャ ラ の 桜 に よる 環境 光 が も う 少 し 欲し いと 思っ た の で 「 キ ャ 


ラ 加 工 」 フ ォ ル ダ に 戻り 、 桜 に 近い 部 分 に [エアブラシ] ツー ルー 
[乗ら か ] を 使い 「 光 調整 ]」 で グラ デー ショ ン を か け ま し た 。 OD 。-。 
© [スク リー ン ] モー ド に し 、 不 透明度 を 4596 ま で 下げ ます 。 B=58 ツー ル : [柔らか ] 
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レイ ヤー 名 : 髪の毛 


SS S 


レイ ヤー 名 : 瞳 光 


色 が 写り 込ん だ よう に 瞳 を 輝 か せ き 


ます 。 


⑩ 画 面 全体 を 明る い 部 分 と 


レイ ヤー 名 : 
トー ンカ ー ブ 3 ノ 不透明 度 10% 


※P.144 の 手順 で 修正 し た 後 の 
イラ スト で す 。 


H 間 色 は ピン ク 寄 り に 、 影 部 


分 を 青紫 寄り に し て 華やか さ を 足 し ます 。 [レイ ヤー] メ 
ニュ ーー [新規 色調 補正 レイ ヤー] っ > [トー ンカ ー ブ ] で 
色 味 を 調整 し まし た 。 レ イヤ ー の 不透明 度 は 10% ま で 


下げ まし た 。 


5 カス タム し た [デッサン 鉛筆 ] で 髪の毛 を 加筆 
し ます 。 少し 揺れ て いる イメ ー ジ で 加筆 し て シ / 


エッ ト で 見 た と き の 情 報 を 増やし まし た 。 


ツー ル : [デッサン 鉛筆 ] 


髪の毛 2 
R=242 
G=173 
B=183 


准 の 下部 を 発光 させ て 顔 の 印象 を 強め よう と 思い ます 。[ ペ 
ツー ルー [G ペ ン ] を 使い 「 瞳 光 ] で ハイ ライ ト 部 分 を な ぞ 
ます 。 レイ ヤー の 合成 モー ド を [オー バー レイ ] に し て 、 桜 


レイ ヤー 名 : 瞳 光 プ [オー パー レイ ] 


瞳 光 

R=255 
G=194 
B=255 


Part. 


©o 
ト つ 


ェ F 庄 S 詩 陵 き テ さ HNIHS 週 @ 


143 


144 


キャ ラク ター は ここ まで の 作画 の 結果 、 以 下 の 部 分 が 


気 に な つた の で 修正 を し て いま す 。 


・ 頭 が 大 きく 見 えた の で 後頭 部 の 髪 を 削り まし た 。 
・ 袖 が 厚み が ある よう に 膨らん で 見 えた の で 、 不 要 な 部 


分 を 削り まし た 。 


・ 線画 が 衣 ば っ て いる た め 、 布 が 硬 そ うに 見 えた の で 柔 


ら か い ラ イン に 修正 し まし た 。 
・ 着 物 の 線画 目立っ て いた の で 、 周 
取り つつ 色 ト レス し まし た 。 


| の 色 を スポ イト で 


人 @ 最 後に イラ スト 全体 を 見 て 気 に な っ 
た 部 分 を まとめ て いき ます 。 キ ャ ラク 
ター の イラ スト 自体 の 微 調整 と 、 背景 


と の バラ ンス を 、 全 体 に 合わ せ て 修正 


し て いき ます 。 


背景 は キャ ラク ター と の バラ ンス を 見 
た と き に も っ と ぼかし た ほう が 良い と 判 
断 し まし た 。 背景 全体 を ば ぼかす た め 、 背 
景 を 結合 し た レイ ヤー を 作成 し ます 。 


Part. 


02 
05) 
風 
の 
4 
4 
トコ 
⑯ 結 合 し た レイ ヤー に [フィ ルター] メ 
ニュ ーー [ぼかし ] 一 [ガウ ス ぽ か し ] の 
[ぼかす 範囲 ] を [12.00] に し て 、 ぼ か し の 
を 入れ ます 。 背 景 を ぼかす こと で 人 物 の 存 記 
在 感 を 出し ます 。 0 


レイ ヤー 名 : 統 合 背景 
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eee 


雷 は ファ ンタ ジー や SF テイ スト の イラ スト で は 、 魔 法 や ビー ム や 機器 の 放電 な ど で 
描か れ ま す 。 イ ラス ト 映 えす る モチ ー フ の 描き 方 と 効果 的 な 表現 方 法 を 、 魔 法 使 いと 
騎士 の 戦い を 描い た ファ ンタ ジー イラ スト を 題材 と し て ご 紹介 し ます 。 


雷 を 描く 上 で 抑え る べき ポイ ント 


画 を 利 


し て どこ を 


立た せ た い か が か ? 雷 
体 を 目立た せる の か ? キャ ラク ター に 


どれ だ け 影 響 さ せる の か ? と いう こと を 
考え な が ら 雷 の 筋 に 入れ る 光 の 発光 や 、 ぼ 


か し で 雷 に 動き を つ | 


ける の が ポイ ント で す 。 
雷 に よっ て キャ ラク ター が どの 位 の 明度 で 


照ら され て いる の か が 、 照 ら さ れ て な い 場 所 


は どの ぐら い 暗 い の か 、 


ライ ト や 反射 光 に 


雷 の 色 を どの ぐら い 入れ る の か を ラフ で イ 


メー ジ を 膨 ら 
し ょ う 。 


せ て 、 必 要 な 資料 を 集め き 


ラフ を 描き つつ 資料 を 集め 、 
成 さ せ て いく の も 良い で す 。 


イメ ー ジ を 完 
市 街 地 の イ / 


ミネ ーション 等 も 参考 に な り ま す 。 細 か く 
表現 を し た いと き は 素直 に 写真 を 撮り に 行 
く こ と を お すす めし ます 。 


「06 異 世界 の 決闘 の 風景 ] メ イキ ング は 
CLIP STUDIO PAINT PRO Ver.1.9.11 を 
使用 し て 作成 し て いま す 。 


テ さ HNIHS 瑞 @ 


に | 


147 


148 


や や 厚 塗 


⑩⑯G ペ ン ( カ スタ ム ブ ラ シ ) 

初期 ブラ シ の [ペン ] ツー ルー[G ペ ン ] の 
手振れ 補正 、 ブ ラ シ サ イズ を カス タム し 
た ブラ シ で す 。 主 線 を 描く と き や ア ニ メ 
塗り の よう に ハイ ライ ト や 影 を きっ ちり 
描く と き な ど に 使用 し ます 。 [Shif] キー 
を 押し な が ら の 直線 も 多用 し て いま す 。 


@ 不 透明 水彩 葉 ( カ スタ ム ブ ラ シ ) 
厚 塗り の イラ スト で 硝 景 に 葉 が 茂っ た 木 
を 描く と き に 使う カス タム ブラ シ で す 。 


8000 


カス タム デー タブ ラ シ は 
ダウ ン ロ ー ド 可能 で す 。 
(P.5 参 昭 ) 


HH す た め に 、 基本 的 に アン チエ イリ アス を 少し 効か せ て いま す 。 


の @ 不 透明 水彩 1 1 (カス タム ブラ シ ) 
初期 ブラ シ の [ 穫 ] ツー ルー [水彩 ] ご [ 不 
透明 水彩 ] の 手振れ 補正 、 ブ ラ シ サ イズ 
を カス タム し た ブラ シ で す 。 塗り 重ね る 
と き や 、 少 し ぼかし た いと き に 指先 の よ 
うに 使い ます 。 


@ 指 先 5( カ スタ ム ブ ラ シ ) 

カス タム ブラ シ で す 。 色 を 広げ つつ タッ 
チ を 出し た いと き や 金 属 に 重み を 出し た 
いと き に 使い ます 。 個 人 的 に で す が 金 属 
部 分 を ぼかす と 綺麗 すぎ て メッ キ 感 が 強 
く な る と 感じ て いる の で 、 ぽ か し と 使い 
分 け て いま す 。 


レイ ヤー 名 : 笹 手 レイ ヤー 名 :1 影 


@ 雷 を 右側 に 描く 予定 な の で 、 光 源 の 反対 と な 
る 、 鎧 の 左側 面 や 指先 に 少し 暗い 反射 光 を 入れ 
て いき ます 。 新規 レイ ヤー「 ラ イト 」 を 作成 し 、 
下 の レ イヤ ー で クリ ッ ピ ング し ます 。 [不透明 
水彩 1 1] で 「 反 射 光 1] を 塗っ て いき ます 。 塗っ 
た 後に カス タム ブラ シ の [指先 5] で 色 を 伸 ば 
し ます 。 こ の イラ スト は 綺麗 に グラ デー ショ ン 


を 描け る と 雰囲気 が 変わ る の で [指先 ] を 選択 

し て いま す 。 

ツー ル : [不透明 水彩 11] ン [指先 5] 反射 光 1 
R=71 
G=101 
B=126 


最終 的 に 協 の エフ ェクト を 追加 する の で 、 キ ャ 
ラク ター の 塗り 方 も 光源 を 意識 し た 工夫 が 必要 で 
す 。 まず は 騎士 の 鎧 の ベー ス を 「 鎧 1」 で 塗っ て い 
きま す 。 次 に 新規 レイ ヤー「1 影 ] を 作成 し 、 下 の 
レイ ヤー で クリ ッ ピ ング し ます 。 カ スタ ム ブ ラ シ 
の [不透明 水彩 1 1] を 使い 「 落 ち 影 ] を 大 きく 塗っ 
て いき ます 。 色 が 薄く な っ て いる 部 分 は [消し ゴ 
ム ] ツー ルー [軟らか め ] の [ブラ シ 濃 度 ] を 40% 
で 消し て 影 の 形 を 整え まし た 。 

ツー ル : [不透明 水彩 11] [軟らか め ] 


こぎ 
Na 


鎧 1 落ち 影 
R=113 R=33 
G=118 G=35 
B=142 B=48 


CD ON | デベ NHNHS 明 


レイ ヤー 名 : ラ イト 
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同じ く 「 ラ イト 」 レイ ヤー に 鎧 の 光沢 を 加え て いき 8 


レイ ヤー 名 : ラ イト 


ます 。 [不透明 


水彩 1 1] で 「 ラ イト 」 を 入れ ます 。 反射 光 と 同じ で 塗っ た 部 分 を [ 指 


先 5] で 伸ばし ます 。 


@ 伸 ば し 過ぎ て 薄く な っ た ら [不透明 水彩 ] を 使い 、 色 を 濃く し た い 


部 分 に 塗り 重ね て 調整 し ます 。 
ツー ル :[ 不 透明 水彩 11] [指先 5] 


@ 負 の 肩当 て と 武器 を 塗っ て いき 
ます 。 新規 レイ ヤー「 鎧 と 武器 ] を 
作成 し 、 ベ ー ス と な る 色 「 鎧 と 武 
器 」 で 塗り ます 。 そ の 上 に 新規 レ 
イヤ ー を 作成 し 、 下 の レイ ヤー で 
クリ ッ ピ ング し ます 。 [不透明 水 
彩 11] で 「 影 1] を 細か い 部 分 は 
気 に せ ず 大 きく 塗っ て いき ます 。 
直線 的 に 塗っ て も アニ メ 塗 り の よ 
うな 印象 に な ら な いよ うに [ツー 
ルプ ロ パ ティ ] 一 [サブ ツー ル 詳 
細 ] パレ ッ ト ー [ブラ シ 先 端 ] の 
[ 硬 さ ] を 調整 し 、 ブ ラ シ を フチ が 
ぼけ る よう に 設定 し まし た 。 光源 
を 意識 し て 立体 感 が 出る よう に 
[消し ゴム ] ツー ル の [ブラ シ 濃 
度 ] を 4096 に し て 影 を 消し て い 
ます 。 

ツー ル : [不透明 水彩 11] [軟らか め ] 


レイ ヤー 名 : 鎧 と 武器 レイ ヤー 名 1 影 


鎧 と 武器 
R=113 
G=118 
B=142 


@ 鎧 と 武器 に 反射 光 を 加え て いき ます 。 
こち ら も 雷 の エフ ェクト を 加え る こと を 
意識 し て 、 少 し 青み が か っ た 反射 光 を 
えま す 。 新規 レイ ヤー を 作成 し 、 下 の レ 
イヤ ー で クリ ッ ピ ング し ます 。 [不透明 
水彩 11] で 「 反 射 光ら 」 を 塗り ます 。 筆 
圧 感知 を 設定 し て ある の で 力 を 入れ ず に 
塗る と 薄く 色 を 乗せ られ ます 。 う まく い 
か な い 時 は [消し ゴム ] ツー ルー [軟らか 
め ] を 使い 、 [ブラシ 濃 度 ] を 20~30% 
で 調整 し な が ら 、 反 射 光 を 消し て 形 を 整 
えま す 。 レ イヤ ー の 不透明 度 を 5096 に 
し て 、 色 の 濃 さ を 調整 し まし た 。 

ツー ル : [不透明 水彩 11] ノ [軟らか め ] 


ご 


新規 レイ ヤー を 作成 し 、 下 の レイ 
ヤー で クリ ッ ピ ング 後 、 よ り 暗 く な る 
肩当 て と その 奥 の 胴 鎧 を 「 影 9] で 
塗っ て いま す 。 肩 当て は 明る い 部 分 と 
影 の 境目 に より 暗い 色 を 塗る こと で 金 
属 ら し さ を 表 現し て いま す 。 奥 の 胴 は 
上 か ら 下 に グラ デー ショ ン ら し く な る 
様 に [消し ゴム ] ツー ルー [軟らか め ] 
の [ブラ シ 濃 度 ] を 409%6 に し て 消し て 
いま す 。 
ツー ル : [不透明 水彩 11] ノ [軟らか め ] 影 2 
R=19 
G=22 
B=37 


レイ ヤー 名 : 反射 光 ノ 不透明 度 50% 


さら に 光 を 加え て いき ます 。 新規 レ 
イヤ ー を 作成 し 、 下 の レイ ヤー で ク 
リッ ピン グ し ます 。 [不透明 水彩 1 1] 
で 明る い 部 分 を 塗っ て いき ます 。 立体 
感 を 出す よう に 槍 や 肩当 て に ハイ ライ 
ト 「 反 射 光 3] を 入れ て いき ます 。 
ツー ル : [不肖 明 水彩 11] 

反射 光 3 

R=174 


G=178 
B=197 


レイ ヤー 名 : ラ イト 


Part. 
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@ 次 は マン ト を 塗り ます 。 ベー ス と な る 色 「 マ ント 1」 で 
全体 を 塗り ます 。 次 に 新規 レイ ヤー を 作成 し 、 下 の レイ 
ヤー で クリ ッ ピ ング し ます 。 影 に な る 部 分 に [不透明 水 
彩 11] で 「 マ ント 影 ] を 塗っ て いき ます 。 意識 し て いる 
の は マン ト の 凹凸 の み で す 。 

ツー ル :【[ 不 秀明 水彩 11] 


ャ ント 1 マン ト 影 

@ R=171 6 R=88 
G=41 G=0 
B=54 B=9 


レイ ヤー 名 : マ ント レイ ヤー 名 : 影 


⑩ 次 は ファ ー 部 分 を ベー ス と な る 色 「 マ ント ファ ー」 で 
塗っ て いき ます 。 新規 レイ ヤー を 作成 し 、 下 の レイ ヤー 
で クリ ッ ピ ング し ます 。 影 に な る 部 分 に [不透明 水彩 
11] で 「 フ ァ ー 影 ] を 大 きく 入れ て 、 [消し ゴム ] ツー ル 
ー [軟らか め ] の [ブラ シ 濃 度 ] を 4096 に し て 凹凸 を 意 
識 し て 消し ます 。 ベー ス の 色 と 影 の 境目 を [指先 5] で 伸 
ば し て ファ ー の 柔らか さ を 出し ます 。 メ リ 八 り が な く 
な っ た ら 再 度 、 消し ゴム で 消し て くだ さい 。 

ツー ル : [不透明 水彩 11] [軟らか め ] [指先 5] 


。 95 ファ ー 影 
n=170 R=67 
"Ss-172 G=69 


B=184 B=78 レイ ヤー 名 : フ ァ ー レイ ヤー 名 : 影 


レイ ヤー 名 : 青 レイ ヤー 名 : 影 


⑮ さ ら に 影 を 加筆 し て いき ヨ ョ 


0 新規 レイ ヤー を 作成 し 、 ベー ス と な る 色 「 服 青 1」 で 
服部 分 を ベタ 塗り し ます 。 そ の 後 、 新 規 レ イヤ ー を 作 
成 し 、 下 の レイ ヤー で クリ ッ ピ ング し て 「 服 青 6」 で 服 
部 分 を ベタ 塗り し ます 。 ど ちら も ツー ル は [塗り つぶ 
し ] ツー ル や [G ペ ン ] な ど を 使用 し ます 。 塗 っ た 後に 
[消し ゴム ] ツー ルー [軟らか め ] の [ブラ シ 濃 度 ] を 
409%% に し て 、 立 体感 と 陰影 を 意識 し な が ら (先ほど 
塗っ た 「 服 青 6] を ) 消し て いき ます 。 

ツー ル : [塗り つぶ し] ノ [G ペ ン ] [軟らか め ] 


服 青 1 服 青 2 
R=42 R=27 
G=48 G=29 
B=117 B=51 


使い 「 服 青 2」 で 鍛 を 描き ます 。 その 後 、 新 規 レ イヤ ー 
を 作成 し 、 下 の レイ ヤー で クリ ッ ピ ング し て [不透明 
水彩 1 1] を 使い 「 服 青 3] で 明る い 部 分 を 描き ます 。 


ツー ル : [不透明 水彩 11] 


ます 。 [不透明 水彩 11] を 


レイ ヤー 名 : 影 レイ ヤー 名 : ラ イト 


こぎ 
Na 
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き 隊 緒 本 4 テ YHNHS 枝 @ 


レイ ヤー 名 : ベ ルト レイ ヤー 名 :1 影 レイ ヤー 名 :2 影 


人 次 は 王冠 と 服 の 金 装飾 塗っ て いき ます 。 ベ ー ス と な る 
レイ ヤー に 「 金 色 1] を 塗り まし た 。 新規 レイ ヤー を 作成 し 、 
下 の レ イヤ ー で クリ ッ ピ ング し ます 。 [不透明 水彩 1 1] を 


使い 「 金 色 ら 」 で 王冠 の 裏側 を 暗く 塗り ます 。 


服 の 金 装飾 は [不透明 水彩 1 1] を 使い 「 金 色 3] を べ タ 塗 
り を し た 後に 、 [消し ゴム ] ツー ルー [軟らか め ] を 使い [ ブ 
こ 消 し ます 。 


ラ シ 濃 度 ] を 4096 に し て 立体 感 が 出る よう 
ツー ル : [不透明 水彩 1 1] [軟らか め ] 


金色 1 金色 2 
R=154 R=54 
G=135 G=47 
B=80 B=67 
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レイ ヤー 名 : 金 色 レイ ヤー 名 : 影 Ni 


⑯ 腕 の ベル ト は 、 ま ず ベ ー ス と な る レイ ヤー に 「 ベ 
ルト 1] を 塗り ます 。 次 に 新規 レイ ヤー を 作成 し 、 下 
の レイ ヤー で クリ ッ ピ ング し ます 。 [不透明 水彩 

11] で 「 ベ ルト 2」 を ベタ 塗り し た 後 、 [消し ゴム ] 

ツー ルー [軟らか め ] を [ブラ シ 濃 度 ] を 409% に し 

て 、 立 体感 が 出る よう に 消し ます 。 続け て 新規 レイ 

ヤー を 作成 し て 下 の レ イヤ ー で クリ ッ ピ ング し ます 。 
[不透明 水彩 1 1] を 使い 「 ベ ルト 2」 を [ブラシ 濃度 ] 

609% で 薄く 塗り 、10096 で 濃い 部 分 を 塗り ます 。 

ツー ル :【[ 不 秀明 水彩 11] プ [軟らか め ] 


ベル ト 1 ベル ト 2 
R=67 R=20 
G=69 G=23 
B=77 B=33 


金色 3 
R=53 
G=29 
B=14 


レイ ヤー 名 : 髪の毛 レイ ヤー 名 :1 影 レイ ヤー 名 :1 影 
@ 次 は 髪 を 塗り ます 。 ベー ス と な る レイ ヤー に 「 胃 1」 を 塗り まし た 。 新規 レイ  。 軸 届 2 
ヤー を 作成 し 、 下 の レイ ヤー で クリ ッ ピ ング し ます 。 髪 の 影 入 れる た め [ 不 議 _ieo 0 
透明 水彩 1 1] を 使い 「 髪 2」 を 円 を 意識 し て 塗り ます 。 さ ら に 球体 と 髪の毛 の B=118 ee 
流れ を 考え な が ら 筋 を 描い て いき ます 。 ea 
⑯ は ね て いる 部 分 を [消し ゴム ] ツー ルー [軟らか め ] で 消し ます 。 8 R=112 
⑰ 新 規 レ イヤ ー を 作成 し 、 下 の レイ ヤー で クリ ッ ピ ング し ます 。 立体 感 と 流れ 6=75 
を 意識 し て [不透明 水彩 1 1] を 使い 「 髪 3] で 髪 の 流 れ を 描い て いき ます 。 4 


ツー ル : [不透明 水彩 11] グ [軟らか め ] 


キャ ラク ター 全体 に 、 外 か ら の 光 を 反射 する よ 
うな 大 きめ の ハイ ライ ト を 描き 足し ます 。 新規 レ 
イヤ ー を 作成 し 、[ 不 透明 水彩 1 1] で 「 全 体 ライ () 
ト 」 を 立体 を 意識 し な が ら 塗 っ て いき ます 。 少し 
ぼかし た い 所 は [指先 5] で 伸ばし ます 。 レイ ヤー 全体 ラ 條 


の 合成 モー ド を [ハー ドラ イト ] に し て 、 色 を な じ  c_24a 
ませ まし た 。 B=219 


ツー ル :【[ 不 透明 水彩 11] ン [指先 5] 


レイ ヤー 名 : ハ イラ イト [ハー ドラ イト ] 


⑯ 鎧 が 周囲 の 色 を 反射 する よう に 描き 込み を 増 や 
し ます 。 新 規 レ イヤ ー を 作成 し 、 鍋 周り の 色 を ス 
ポイ ト し て [不透明 水彩 1 1] で 塗り ます 。 こ の ま 
まだ と 鏡面 仕上 げ (※) に な っ て し まう の で レイ 
ヤー の 不透明 度 を 4096 に し ます 。 

ツー ル :[ 不 透明 水彩 11] 


※ 鏡 面 仕上 げ …… 金 属 表面 に 光沢 を 
出す た め の 特 殊 な 加工 法 レイ ヤー 名 : 鎧 描き 込み / 不 透明 度 40% 


Part. 
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レイ ヤー 名 : 漆 喰 汚し 用 
[焼き 込み カラ ー] 不透明 度 44% 


ゆ 室 内 と そこ か 


\ ら 見 える 背景 を 描い て いき ます 。 ま ず は 暗い 室内 


を 描い て いき ます 。 


① 新 規 レ イヤ ー を 作成 し 、 空 の 色 の ベー ス に な る 「 痛 景 1] で ベタ 


塗り し ます 。 


ツー ル で 行い ます 。 
② 新 規 レ イヤ ー を 作成 し 、「 壁 


ベタ 塗り は [Alt+TBackSpace] や [ 


塗り つぶ し 


」 を ベタ 塗り し ます 。 


た 背景 の 、 ラ フイ ラス ト に 合わ せ て [選択 範囲 ] ツ 


選択 ] で 消し 


た い 範 囲 を 選択 し て [Delete] で 削除 


事前 に 描い 
ルー [ 短 F 
し ます 。 


③ 新 規 レ イヤ ー を 作成 し 、 下 の レイ ヤー で クリ ッ ピ ング し ます 。 
画面 中 央 辺り か ら [グラ デー ショ ン ] ツー ルー [描画 色 か ら 透 明 


色 ] を 使い 「 グ ラ デ ー シ ョ ン 


」 を か け ま す 。 


④ 新 規 レ イヤ ー を 作成 し 、 下 の レイ ヤー で クリ ッ ピ ング し ます 。 


画面 上 か ら H 
ル を 使い 「 グ 


H 央 に 向かっ て まっ すぐ に [グラ デ 
ラ デ ー シ ョ ン 2」 を か け ま す 。 


⑤ [素材 ] パレ ッ ト の [単色 パタ ー ン ] 一 [テク スチ ャ 


キャ ン バ ス に ドラ ッ グ 


ショ ン ] ツ 


ー [漆喰 ] を 


& ド ロッ プ す る と 新規 の 漆喰 レイ ヤー が 


壁 の 汚れ を 


作成 され ます 。 配置 され た テク スチ ャ を 拡大 し て 、 
演出 し ます 。 配置 が で きる と 
隅 の 点 を ドラ ッ グ し て 


レイ ヤー で クリ ッ ピ ング し ます 。 レ イヤ ー の 合成 


き 込 み カ ラー] に し て 、 不 透明度 を 449%6 に し て な じ 8 


い 枠 が 中 央 に 出 ま す の で 、P 
拡大 し て くだ さい 。 拡 大 が 終了 後 、 下 の 


ヒー ド を [ 焼 
まし た 。 


ツー ル :[ 椅 円 選択 ][ 挫 画 色 か ら 透 明 色 ] 
背景 1 壁 1 グラ デー ショ ン 1 グラ デー ショ ン 2 
R=176 R=28 R=57 R=8 
G=224 G=29 G=54 G=9 
B=255 B=34 B=68 B=16 
@ 新 規 レ イヤ ー「 形 作り 」 を 作成 し 、 
カス タム ブラ シ の [不透明 水彩 1 1] 
を 使い 「 形 作り 」 で 、 外 に 見 える 建物 
の 形 を 作り ます 。 建物 に で きる 明暗 
を 「 遠 景 1」「 遠 景 ] を 塗っ て 描き 
ます 。 
ツー ル : [不透明 水彩 11] 
形 作 り 
R=193 
G=171 
B=156 
遠 時 1 遠景 2 
R=188 R=127 
G=188 G=145 
B=188 B=165 
レイ ヤー 名 : 形 作り 


@ 新 規 レ イヤ ー を 作成 し 、 [不透明 水彩 1 1] を 使 
い 「 背 景 ハ イラ イト 1」 で ハイ ライ ト を 描き ます 。 
[ブラ シ 濃 度 ] の 数 値 を 下げ て 細か い 部 分 を 描き 
込み ます 。 同 じ く [不透明 水彩 1 1] で ハイ ライ ト 
の 中 に 「 背 景 影 1] で 影 を 入れ ます 。 


Part. 
ツー ル :[ 不 透明 水彩 11] る 

背景 ハイ ライ ト 1 雷 

R=209 の 

G=219 エ 

B=225 ィ 

ク 

ト 

レイ ヤー 名 : 描 き 込み 
4 


@ 遠 くに ある も の は 、 は っ きり と 描か な い 、 塗 

ら な いこ と が ポイ ント で す 。 新規 レイ ヤー を 作 

成 し 、 [不透明 水彩 1 1] を 使い [遠景 4] で 城 に 

か か る 腎 や 雲 を 薄く 乗せ ます 。 

ツー ル : [不透明 水彩 11] 遠景 4 
R=235 
G=242 
B=246 


レイ ヤー 名 : 霞 


グラ デー ショ ン 3 


R=11 
G=17 
B=15 
グラ デー ショ ン 4 
R=9 
G=35 
レイ ヤー 名 : 木 B=47 レイ ヤー 名 : グ ラ デ ー シ ョ ン 1 レイ ヤー 名 : グ ラ デ ーション 2 B=7 
⑮ 城 の 手前 に 木 を 加え ます 。 新 規 レ イヤ ー を 作成 ⑬ 木 に グラ デー ショ ン を 加え ます 。 新規 レ イヤ ー 
し 、 カス タム ブラ シ の [不透明 水彩 葉 ] を 使い 「 木 を 作成 し 、 下 の レイ ヤー で クリ ッ ピ ング 後 、 下 か 
1」 を 塗っ て いき ます 。 少 し 隙間 が 空い て いる 方 ら 上 に [グラ デー ショ ン ] ツー ル で 「 グ ラ デ ー シ ョ 
が それ らし く な り ま す 。 ン 3」 を か け ま す 。 さら に レイ ヤー を 追加 し 、 同じ 
ツー ル :[ 不 淫 明 水彩 葉 ] 要領 で 上 か ら 左 下 に 向け て と 「 グ ラ デ ー シ ョ ン 4」 
を か け ま す 。 


ツー ル : [描画 色 か ら 透 明 色 ] 
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レイ ヤー 名 : 影 


@ 木 に 影 を 入れ て いき ます 。 新規 レイ ヤー を 作成 
し 、 下 の レ イヤ ー で クリ ッ ピ ング し ます 。 [不透明 
水彩 葉 ] で 影 を つけ ます 。 


ツー ル :【 不 透明 水彩 葉 ] 


レイ ヤー 名 : 反 射 光 ノ 不 般 明 度 71% 


@ 木 の 下部 に も 色 を 加え ます 。 新 規 レ イヤ ー を 作 
成 し 、 下 の レイ ヤー で クリ ッ ピ ング し ます 。 [ 不 透 
明 水彩 葉 ] を 使い 「 木 5] を 凹凸 を 意識 し て 塗り 
ます 。 色 の 濃 さ は 不透明 度 を 7196 に 下げ て 調整 
し まし た 。 


ツー ル :【[ 不 透明 水彩 葉 ] 


レイ ヤー 名 : ラ イト 


@ 木 に ハイ ライ ト を 入れ て いき ます 。 新規 レイ 
ヤー を 作成 し 、 下 の レイ ヤー で クリ ッ ピ ング し ま 
す 。 [不透明 水彩 葉 ] で 凹凸 を 意識 し て 「 木 3] を 
塗り ます 。 同じ く 「 木 4] で 木 の 上 部 に ハイ ライ ト 
を 入れ ます 。 

ツー ル : [不透明 水彩 葉 ] 


レイ ヤー 名 距離 感 用 疲 / [スクリーン ] ノ 不 透明 度 5% 


⑩ 影 に 少し 明る さ を 足 し ます 。 新規 レイ ヤー を 作 
成 し 、 下 の レイ ヤー で クリ ッ ピ ング し ます 。 [AIt 
+Backspace] な ど を 使い レイ ヤー に 「 起 」 を べ 
タ 塗 り し ます 。 影 の 部 分 を 塗り た い の で 、 影 以外 
を [消しゴム] ツー ルー [軟らか め ] の [ブラ シ 濃 
度 ] を 4096 に し て 消し ます 。 レイ ヤー の 合成 モー 
ド を [スク リー ン ] に し て 不透明 度 を 59% に し て 
色 を な じ ま せ ます 。 

ツー ル : [軟らか め ] 


Part. 
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レイ ヤー 名 : ガ ラス レイ ヤー 名 : 色 レイ ヤー 名 : 模様 
虹 3 虹 7 

⑪ 割 れ た ステ ンド グラ ス を 描き ます 。 新 R=23  R=255 ステ ンド グラ ス に 絵柄 を 加え ます 。 新規 
規 レ イヤ ー を 作成 し [G ペ ン ] で ペー ス 9 や レイ ヤー を 作成 し 、 下 の レイ ヤー で クリ ッ 
色 と な る 「 ガ ラス 1」 を 塗り 、 [消し ゴム ピン グ し ます 。 [G ペ ン ] で 「 ガ ラス 8 一 4」 
ツー ルー [硬め ] で 割れ た よう な 形 を 作 9 を 塗り ます 。 割 れる 前 は 女性 が 手 を 軽く 上 
り ま す 。 そ の 後 、 新 た に レイ ヤー を 作成 げ て いる デザ イン と し て 塗っ て いま す 。 
し 下 の レ イヤ ー で クリ ッ ピ ング し [ 図 Re ッ ツール: [G ペ ン ] 
形 ] ツー ルー [直線 ] を 使い 「 虹 1~7」 で GL285 oz ガラ ス 2 ガラ ス 3 ガラ ス 4 
ガラ ス に 色 を 入れ ます 。 B=196 B=255 2 本 | 
ツー ル : [G ペ ン ] [硬め ] [直線 ] B=167 B=96 B=179 


レイ ヤー 名 : 飾り 色 レイ ヤー 名 : 黒 枠 
⑯ ス テン ドグラ ス に 線 を 加え ます 。 新規 ステ ンド グラ ス に 境界 線 を 入れ き 
レイ ヤー を 作成 し 、 下 の レイ ヤー で ク す 。 新規 レイ ヤー を 作成 し 、 下 の レ 
リッ ピン グ し ます 。 ス ポイ ト で 虹 色 を 取 イヤ ー で クリ ッ ピ ング し ます 。 [G ペ 
り [図形 ] ツー ルー [直線 ] で 形 が ダイ ヤ ン ] を 使い 、 飾 り 色 以外 の フチ を 黒 1 
型 に な る よう に 意識 し て 入れ まし た 。 色 で 描き ます 。 SD) 
ツー ル : [直線 ] ツー ル : [G ペ ン ] B=0 
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レイ ヤー 名 : 漆 喰 汚し 用 [焼き 込み (リニア )] 不透明 度 44% 


ガラ ス の ザラ ザラ 感 を 加え て いき ます 。 手順 
で 作成 し た 「 漆 喰 汚し 用 ] レイ ヤー を 複製 し ます 。 
「 黒 梓 ] レイ ヤー の 上 に 移動 し て 、 下 の レイ ヤー で 
クリ ッ ピ ング し ます 。 レ イヤ ー の 合成 モー ド を 
[焼き 込み (リニア )] に 変更 し ます 。 


レイ ヤー 名 : ラ イト [加算 (発光 )] 


⑯ 室 内 に 雷 の エフ ェクト を 入れ る の で 、 青 白い 光 
を ステ ンド グラ ス に 加え て いき ます 。 新規 レイ 
ヤー を 作成 し クリ ッ ピ ング 、 [不透明 水彩 1 1] を 
使い 「 ガ ラス 5] で ステ ンド グラ ス 全 体 を 塗り ま 
す 。 合成 モー ド は [加算 (発光)] に し ます 。 


ツー ル : [不透明 水彩 11] 
R=0 
G=69 


ゆめ ステ ンド グラ ス に 木 の 枠 を 加え ます 。 新規 レ 
イヤ ー を 作成 し 、 下 の レイ ヤー で クリ ッ ピ ング 
し ます 。 [図形 ] ツー ルー [直線 ] を 使い 、 奥行 き 
を 意識 し て 上 に いく ほど 細く な る よう に ブラ シ 
の サイ ズ を 変更 し な が ら 描 きま す 。 


ツー ル : [直線 ] 


レイ ヤー 名 : 枠 レイ ヤー 名 : ラ イト 
⑯ 次 は 室内 を より 詳細 に 描い て いき ます 。 新規 レ ⑯ 室 内 に も 埋 の 光 が 反 射す る の で 、 木 の 柱 に も 少 
イヤ ー を 作成 し 、[G ペ ン ] を 使い 「 木 材 1] で 木 の し 青み を 加え ます 。 新 規 レ イヤ ー を 作成 し 、 下 の 
柱 や 木製 サッ シ を 描き ます 。 i レイ ヤー で クリ ッ ピ ング し ます 。 [不透明 水彩 
ツー ル : [G ペ ン ] RC 11] を 使っ て 「 木 材 2」「 木 材 3」 を 塗り 、 [指先 5] 
G=1 で 色 を 伸ばし ます 。 

B=1 ツー ル : [不透明 水彩 11][ 指 先 5] 
木材 2 木材 3 
R=14 R=42 
G=19 G=23 
B=59 B=51 


ん ⑳ 木 の 柱 に も 質感 を 加え ます 。 手順 ⑩ で 作成 
し た 「 深 喰 汚 し 用 」 レイ ヤー を 複製 し ます 。 
「 ラ イト 」 レ イヤ ー の 上 に 移動 上 て 、 下 の レイ 
ヤー で クリ ッ ピ ング し ます 。 合成 モー ド を 
[焼き 込み (リニア )] に 変更 し ます 。 


レイ ヤー 名 : 漆 喰 汚し 用 [焼き 込み (リニア )] 不透明 度 44% 
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レイ ヤー 名 : 形 
④ イ ラス ト 右 下 の 瓦 磁 を 描き ます 。 新 規 レ イヤ ー 
を 作成 し 、 [G ペ ン ] と [消し ゴム ] ツー ルー [硬め ] 
を 使い 「 ガ レキ 1」 を 塗っ て 形 を 作り ます 。 

ツー ル : [G ペ ン ] [硬め ] 


ガレ キイ 
R=207 
G=205 
B=218 


人 9 新規 レイ ヤー を 作成 し 、 下 の レイ ヤー で クリ ッ 
ピン グ し ます 。 [G ペ ン ] を 使い 「 ガ レキ 8」 で 大 き 
く 影 を 入れ て 、 さら に 形 を 作り ます 。 


ツー ル : [G ペ ン ] 


ガレ キ 2 
R=43 
G=42 
B=51 


壊れ た 木材 を 加え ます 。 新規 レイ ヤー を 作 


成 し 、[G ペ ン ] を 使い 「 ガ レキ 3」「 ガ レキ 4] 
で 木材 を 塗り ます 。 手前 は 明る い 色 、 奥 は 暗 
い 色 で 描き ます 。 
ツー ル : [G ペ ン ] 

ガレ キ 3 ガレ キ 4 

R=95 R=44 

G=49 G=33 

B=47 B=33 


集め た 資料 な ど を 見 な が ら 、 木 材 や 瓦 人 
の 質感 を 高め ます 。 新 規 レ イヤ ー を 作成 し 、 
スポ イト で 周り か ら 色 を 取り [不透明 水彩 
11] で 塗り 、 [指先 5] で 描き 込み ます 。 
瓦 滋 の 上 の 屋根 に 穴 が 開い て お り 、 そ こ か 
ら 光 が 当たっ て いる と イメ ー ジ し て いる の 
で コン トラ スト を 強く し て いま す 。 反射 光 
は キャ ラ と 同じ く 青 み の あ る 暗い 色 を 入れ 、 
統一 感 を 出し て いま す 。 


ツー ル : [不透明 水彩 11] [指先 5] 


レイ ヤー 名 : 描 き 込み 


レイ ヤー 名 : ワ イン レッ ド レイ ヤー 名 : 陰 影 


G=53 


質感 より も 距離 感 と 立体 感 を 意識 し て 大 きく 塗っ て いき ま 


シ 渡 度 ] を 0 一 4096 で 消し て 、 [指先 5] で な じ 8 
り 過 ぎ た ら 再度 塗り な じ ま せ ます 。 
ツー ル : [不透明 水彩 11] [指先 5] [軟らか め ] 


ワイ ン レ ッ ド 1 ワイ ン レ ッ ド 2 

R=131 R=51 
G=12 
B=28 


@ キ ャ ラ に 雷 か ら 出る 光 を 加え ます 。 新 規 レ イ 人 
ヤー を 作成 し 、 下 の レイ ヤー で クリ ッ ピ ング し ま 更 ラ イト 
す 。 [不透明 水彩 1 1 
を 塗り 、[ 指 先 5] で 


ツー ル : [不透明 水彩 11] ノ [指先 5] 


レイ ヤー 名 : 肌 レイ ヤー 名 : 陰 影 


] で 「 雷 ライ ト 」 を 明る い 場所  Q_22 
伸ばし て 描き 込み ます 。 B=154 
レイ ヤー 名 : 雷 ライ ト 


@ 肌 の 色 を 塗っ て いき ます 。 き 


か く 塗 ら な いこ と で 距離 感 を 表現 で きま す 。 ま ず は ベー ス と な る 色 
の 「 ワ イン レッ ド 1」 で キャ ラ を 塗り ます 。 次 に 新規 レイ ヤー を 作成 
レイ ヤー で クリ ッ ピ ング し 
「 ワ イン レッ 
H の 明る い 部 分 は [消し ゴ 


ます 。 細 


ます 。 [不透明 水彩 1 1 
*g」 を 塗り 、 カ スタ ム ブ ラ シ の [指先 5] で 描き 込み ま 
ム ] ツー ルー [軟らか め ] の [ブラ 


を 使い 


る 色 の 「 肌 色 1] で キャ ラ を 塗り ます 。 次 に 新規 
レイ ヤー を 作成 し 、 下 の レイ ヤー で クリ ッ ピ ン 
1] と [指先 5] を 使い 、 
色 ら 」 で 描き 込み ま 


グ し ます 。 [不透明 水彩 
立体 を 意識 し な が ら 明 


す 。 薄く な 


せき 


た まず は ベー ス と な 


ツー ル :【[ 不 透明 水彩 11] プ [指先 5] 


Part. 


© 
ト う 


へ 湯 放 浦 喜 4 テテ NHhNIHS 再 @ 


@ 体 に 巻き 付い て いる ベル ト を 描き き 


1] で ベル ト を 塗り # 


まず は ベー ス と な る 


ピン グ し ます 。 巻き つけ た ベル ト は [ 
感 を 意識 し て 、 暗く な る 部 分 を 「 ベ ル 


ツー ル : [不透明 水彩 11] 


レイ ヤー 名 : ペ ルト 


ます 。 次 に 新規 レイ ヤー を 作成 し 、 下 の レ イヤ ー で クリ ッ 
不透明 水彩 1 1] を 使い 、 ベ ルト の 立体 
6」 で 塗っ て いま す 。 


色 の 「 ベ ルト 


ペル ト 1 
R=56 
G=57 
B=86 


レイ ヤー 名 : 陰 影 


ベル ト 2 
R=17 
G=17 
B=23 
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ブー ツ を 描い て いき ます 。 ま ず は 
ベー ス と な る 色 の 「 ブ ー ツ 1」 で 

ツ を 塗り ます 。 次 に 新規 レイ ヤー を 作 
成 し 、 下 の レイ ヤー で クリ ッ ピ ング し 
ます 。 [不透明 水彩 1 1] を 使い 、 ブ ー 
ツ の 立体 感 が 出る よう に 「 ブ ー ツ 2」 
を 塗っ て いき ます 。 


ツー ル : [不透明 水彩 11] 


プー ツ 1 ブー る 2 

R=37 R=3 

G=37 G=3 
レイ ヤー 名 : ブ ー ツ と 他 の 黒 レイ ヤー 名 陰影 Bsd5 に ピー 


⑬ 次 は 髪 を 描 を ます 。 ま ず は ベー ス 
と な る 色 の 「 魔 術 師 髪 1] で 髪 を 浴 
り ま し た 。 


ツー ル : [G ペ ン ] [塗り つぶ し ] 


魔術 師 壁 1 
R=37 


レイ ヤー 名 : 髪 


@ 曇 に 陰影 を 入れ て 立体 感 を 出し ま 

す 。 新 規 レ イヤ ー を 作成 し 、 下 の レ 6 
イヤ ー で クリ ッ ピ ング し ます 。 回 魔術 師 難 2 
影 を 「 魔 術 師 髪 6] で 大 きく 塗り の ま RC12 

す 。 騎士 で いれ た 髪の毛 の 筋 は 入れ 5- ワ > 
ませ ん 。 他 を 意識 する と 髪 ら し く な 


り ます 。 る 
さら に 「 魔 術 師 髪 G コ 1] で ハイ ライ ト 
を 入れ ます 。 後頭 部 の 部 分 の ハイ ラ 財 間 藤 


R=60 
イト は 青み の ある 色 を 入れ て いま す 。 。-6o 
レイ ヤー 名 : 影 と ライ ト ツー ル :[ 不 透明 水彩 11] B=91 


⑬ 最 後に 瞳 に 色 を 入れ ます 。 ま ず は ベー ス と な る 色 の 
「 魔 術 師 瞳 1] で 瞳 を 塗り まし た 。 次 に 新規 レイ ヤー を 
作成 し 、 下 の レイ ヤー で クリ ッ ピ ング し ます 。 黒 目 は 
影 を つけ ず に 瞳孔 と 瞳 の 輪郭 の み を [不透明 水彩 1 1] 
を 使い 「 魔 術 師 瞳 ら ] で 塗り ます 。 


ツー ル : [不透明 水彩 11] 


魔術 師 瞳 1 魔術 師 瞳 2 
R=191 R=84 


B=0 B=0 レイ ヤー 名 : 黒 目 レイ ヤー 名 : 瞳孔 と 枠 


ここ か ら エ フェ クト を か け て いき ます 。 ま ず 電 の 
ベー ス と な る 新規 レイ ヤー を 作成 し ます 。 背 景 が 暗い 
の で 黄色 な どの 明る い 色 を 使い 、 雷 が 広がっ て いく よ 
うに [G ペ ン ] で 雷 を 描き ます 。 そ の 後 、[ 塗 りつ ぶし ] 
ツー ル を 使い 、 色 を 「 エ フェ クト 1」 に 変更 し まし た 。 
レイ ヤー の [合成 モー ド ] を [加算 (発光 )] に 変更 し て 
電 が 発光 し て いる よう に し ます 。 


ツー ル : [G ペ ン ] [塗り つぶ し ] 


レイ ヤー 名 : 基 本 [加算 (発光 )] 


@ 雷 が 発光 し て いる 部 分 と 騎士 を 照ら し て いる 光 を 描き ます 。 
新規 レイ ヤー を 作成 し 、 [不透明 水彩 1 1] で 「 エ フェ クト の] 

を 塗り ます 。 は のみ 出し た 部 分 は [消し ゴム ] ツー ルー [軟らか 

め ] で 消し ます 。 レ イヤ ー の 合成 モー ド を [加算 (発光)] に し 

て 光ら せま す 。 

ツー ル : [不透明 水彩 11] [軟らか め ] 


エフ ェクト 2 


モー ド を [覆い 焼き (発光 )] に 変更 し ます 。 


ツー ル : [G ペ ン ] 


ホワ イト 
R=255 
G=255 
B=255 


© 雷 に ハイ ライ ト を 加え ます 。 新 規 レ イヤ ー を 作成 し 、[G ペ 
ン ] で 雷 の 青い 色 を 出 な いよ うに 、 そ の 内 側 を 「 ホ ワイ ト 」 で 
塗っ て いき ます 。 こ の レイ ヤー を 下 の レ イヤ ー で クリ ッ ピ ン 
グ し な い の は 、 ク リッ ピン グ し て し まう と 、 下 の レイ ヤー の 
不透明 度 が 白色 に 反映 され て し まい 水色 に な っ て し き 
で す 。 線 に 強弱 を つけ な が ら 、 直 線 的 に カク カク させ な が ら 
描い て いく と 良い 雰囲気 に な り ま す 。 最 後に レイ ヤー の 合成 


まう た め 


om 
Na 


テ ペ YHNIHS 明 @ 
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@ 騎 士 の 上 の 天井 に 穴 が 開い て いる と 設定 し て いる の で 、 天 
井 か ら 地面 に 向かっ て 広がる よう に 日 差し を 描き ます 。 新規 
レイ ヤー を 作成 し 、[G ペ ン ] を 使い 「 日 光 」 を 塗り 、 [消し ゴ 
ム ] ツー ルー [軟らか め ] の [ブラ シ 濃 度 ] を 60 一 4096 に し 
て 消し 、 グ ラ デ ー シ ョ ン を 作り ます 。 光 の 緑 を 濃く 描く と 、 
より 光 が 差 し 込ん 々 で いる よう に 見 えま す 。 レ イヤ ー の 合成 
モー ド は [加算 (発光 )] に し まし た 。 SE 


ツー ル : [G ペ ン ] ノ [軟らか め ] R=210 
G=191 


B=148 


レイ ヤー 名 : 日 光 [ 加 算 (発光 )] 


も う 少 し 光 を 強く し た か っ た の で 新規 レイ ヤー を 作成 し 
「 ラ イト 2]」 を [グラデーション] ツー ル の [形状 ] を [円 ] に 
し て 左上 か ら 右 下 へ 少し か け ま す 。 レ イヤ ー の 合成 モー ド 
は [スクリーン] に し て 不透明 度 を 3096 に 調整 し まし た 。 


ライ ト 2 


レイ ヤー 名 : ラ イト 2 [スク リー ン ] ノ 不 透明 度 30% 


⑨ 室 内 を 舞う チリ を 描き ます 。 ま ず は 新規 レイ ヤー を 作成 
し ます 。 [G ペ ン ] の [サブ ツー ル 詳 細 ] パレ ッ ト を 開き [ 間 
隔 ] を [固定] に し て 数 値 を [2000] に し ます 。 点 を 入れ る 
よう に 「 チ リ 1」 で 細か い チ リ や ご み を 舞 わ せま す 。 日 差し 
に 近い チリ は スポ イト な ど を 使い 、 周 囲 の 日 差し の 色 を 反 
映 さ せ て あげ る と 、 よ り 効 果 的 で す 。 最 後に レイ ヤー の 合 
成 モ ー ド は [加算 (発光)] に し て いま す 。 


ツー ル :[G ペ ン ] R=255 
G=255 


レイ ヤー 名 : チ リノ [加算 (発光 )] 


@ 雷 の 近く に ある チリ の 色 を 青く し ます 。 新規 レ 
イヤ ー を 作成 し 、 下 の レイ ヤー で クリ ッ ピ ング し 
ます 。 色 を 青く する た め 「 チ リ 2」 を [Alt 十 Back 
Space] で べ 夕 塗り し ます 。 左 上 の 日 光 付 近 は 消 
し ゴム で 消し ます 。 


⑧ 


テ ペ YHNIHS 明 


レイ ヤー 名 : ベタ 塗り 


@ 画 面 の 手前 に 少し 大 きめ の チリ を 追加 し ます 。 新規 
レイ ヤー を 作成 し 、 [不透明 水彩 1 1] を 使い 「 チ リ 3] 
で 形 を 意識 せ ず さっ と 塗り ます 。 レ イヤ ー の 合成 モ 
ド は [ハー ドラ イト ] に し て いま す 。 


ツー ル :[ 不 透明 水彩 11] R=255 
G=255 


レイ ヤー 名 : 大 きい チリ [ハー ドラ イト ] 


⑤ 追 加 し た 大 きめ の チリ も 色 を 青く し ます 。 新規 レイ 
ヤー を 作成 し 、 下 の レ イヤ ー で クリ ッ ピ ング し ます 。 [ 不 
透明 水彩 1 1] を 使い 「 チ リ 4ー7」 の 4 色 を 埋 に 近い 場 
所 か ら 遠 くに 向かっ て 色 を 濃く 配色 し ます 。 

ツー ル :[ 不 透明 水彩 11] 


チリ 4 チリ 5 チリ 6 チリ 7 
R=208 R=87 R=46 R=0 
G=255 G=255 G=51 G=69 
B=255 B=255 B=122 B=223 
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⑩ 雷 が 当たる 瓦 了 縮 の 周辺 に 細か い チ リ を 追加 し ます 。 ま ず は 新規 
レイ ヤー を 作成 し ます 。 [G ペ ン ] を 選択 し 、[ サ ブツ ー ル 詳細 ] パ 
レッ ト を 開き [散布 効果 ] に チェ ッ ク を 入れ ます 。 粒 子 サ イズ を 
[1.9]、 粒 子 密度 と 散布 偏向 を 一 番 右 に 設定 し 、[ ブ ラ シ サ イズ ] 
を [2000] まで 上 げ ま す 。 設定 を 変更 し た ブラ シ を 使い 、 「 チ リ 
8」 を ガレ キ か ら 放 射 上 に グラ デー ショ ン を 描け る よう に 塗り ま 
す 。 レイ ヤー の 合成 モー ド は [加算 (発光)] に し て いま す 。 次 に も 
う ひ と つづ 新規 レイ ヤー を 作成 し 、 [不透明 水彩 1 1] で 「 チ リ 9」 を 
埋 の 青 を 邪魔 し な いよ うに イラ スト の 右 下 に 薄く 塗り ます 。 レ イ 
ヤー の 合成 モー ド は [ハー ドラ イト ] に し て いま す 。 


ツー ル :[G ペ ン ] [不透明 水彩 11] 


チリ 8 。 ヲチ り 9 
R=0 へ R=255 
G=255 / G=244 
B=255 B=227 


レイ ヤー 名 : ラ イト [ハー ドラ イト ] 


5 イラ スト 全体 に グロ ー 効 果 を つけ て いき ます 。 全 て 
の レイ ヤー を 複製 し 、 複 製 し た ファ イル を 結合 し ます 。 
[編集 ] メニ ューー [色調 補正 ] [トー ンカ ー ブ ] を 使 


い 、 左 の 画像 の 値 に し ます 。 次 に [フィ ルター] メ 
ニュ ーー [ぼかし ] 一 [ガウ ス ぽ か し ] の [ぼかす 範囲 ] 
を [20] に し て 、 合 成 モ ー ド を [スク リー ン ]、 不 透明 


度 を 659% に し ます 。 グ ロー 効果 を 入れ る こと で 黄色 


レイ ヤー 名 : グ ロー 効果 
[スク リー ン ] 不 秀 明 度 65% 


グロ ー 効 果 の レイ ヤー を 複製 し て 、 線 画 レ イヤ ー に クリ ッ ピ 
ング し ます 。 合成 モー ド を [加算 ]、 不 透明 度 を 8B096 に 調整 し 
て 、 線 画 の 色 ト レス を し ます 。 次 に [素材] パレ ッ ト の [単色 パ 
ター ン ] 一 [テク スチ ャ ] _ [漆喰] を キャ ン バ ス に ドラ ッ グ & ド 
ロッ プ し て [レイ ヤー プロ パテ ィ ] 一 [効果 ] [質感 合成 ] を オ 
ン に し ます 。 合成 モー ド を [スク リー ン ] に し て 、 レイ ヤー の 不 
透明 度 を 99% に し まし た 。 手前 の キャ ラ が 暗い 印象 だ っ た の で 
明る さ を 調 節 し まし た 。 今 回 は [漆喰 ] を 使い まし た が 自分 で 
作っ た 画像 等 を エフ ェクト に する の も 良い で す 。 


※ 質 感 合成 な どの 「CLIP STUDIO PAINT] 専 用 の 機能 は 、 
PSD な ど 他 の ソフ ト の 形式 で 保存 し て し まう と 消え て 
し まう の で 注意 し て 下さ い 。 


い ラ イト と 雷 の ライ ト が 綺麗 に 混ざり まし た 。 


レイ ヤー 名 : 色 トレ ー ス [加算 ] 不 透明 度 80% 
レイ ヤー 名 : 漆 喰 の コピ ー ノ [スク リー ン ] 不透明 度 9% 
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「 塗 り の テク ニッ ク 」] メイ キン グ は CLIP 


”, a 
ファ で %% STUDIO PAINT PRO Ver.1.10.6 
フ = を 使用 し て 作成 し て いま す 。 


金属 や 石 と いっ た 鉱物 か ら 、 木 や 花 と い っ た 植物 、 布 と いっ た 様々 な 物質 。 イラ スト 
に お いて 、 そ れ ぞ れ に 質感 の 異な る も の に 立体 感 を 持た せる の は 、 塗 り の テク ニッ ク 
で す 。 ここ で は 、 色 の 塗り に よる 効果 的 な 表現 方 法 を ご 紹介 し ます 。 


回 | 色 ト レス に つい て 


イラ スト の 仕上 げ の 段階 に な る と 
立つ 場合 が あります 。 こ うし た と 
に 合わ せ て 変え る と 絵 に 統一 感 が 
を 色 ト レス と いい ます 。 絵 に 統一 


、 線 画 が 浮い て 目 く 、 比 較 的 簡単 に 透明 感 を 持た せる こと も で きる 手 
き は 線 の 色 を 塗り 法 で す 。 

で ます 。 こ の 方 法 「CLIP STUDIO PAINT」 の 機能 を 使っ て 一 気 に 色 
感 が で る だ け で な トレ ス を する と 、 大 幅 な 時 短 に も な り ま す 。 


\ 


' 


⑩ 線 画 が 真っ 黒 で 悪 目 立ち する と き は 、 線 の 色 を 塗り に 合わ せ て 調整 す 
る と 絵 に な ひみ ます 。 た だ 、 全 て の 線 を 手 で 塗り 直す と 大 変 な の で 
「CLIP STUDIO PAINT」 の 機能 を 使っ て 一 気 に 調整 し ます 。 

まず 、 [レイ ヤー] メニ ューー [表示 レイ ヤー の コピ ー を 結合 ] し 、 結合 し 
た レイ ヤー を 加工 し て いき ます 。 


@ コ ピー し て 結合 し た レイ 
ヤー を [フィ ルター] メ 
ニュ ーー [ぼかし] っ [ガウ ス 
ぼ ぽか し] で ぼかし ます 。 


uy 


さら に [編集 ] メニ ュー 
ー [色調 補正 ] っ [レベ ル 補 
正 ] で 色調 を 調整 し ます 。 


[レイ ヤー] パ 


@ 調 整 を し た 


線 の 色 だ けが 3 


⑮ 線 を 拡大 する と 焦げ 茶色 に 
な っ て いて 、 絵 に な じん で い 
る の が 分 か り ま す 。 


[レベ ル 補 


POINT ! 


E] で 濃く し すぎ て 真っ 黒 に な る と 


色 ト レス し た 意味 が な い の で 、 濃 く な りす ぎ な 
いよ うに 注意 し まし ょ う 。 淡 い 絵 で あれ ば 薄め 


POINT ! 


わり ます 。 


に 、 暗 い 絵 で あわ れ ば 濃く な る よう [レベ ル 補 正 ] 


F 順 @ の レイ ヤー を 線画 の レイ ヤー の 上 へ 移動 し 、 
レッ ト の [ 下 の レ イヤ ー で クリ ッ ピ ング ] を 押す と 


で 調整 する の が ポイ ント で す 。 実際 クリ ッ ピ ン 


グ し な が ら 絵 に 合っ た 濃 


青い 宝石 の 場合 

この 方 法 を 使う と 、 様 々 な 1 
交じり 合っ た も の で も 簡単 
を 塗り の 色 に 合わ せる こと が で 


きき 


ます 。 


度 を 選ん で くだ さい 。 


色 が 
こ 線 


で き で 計 き NIIN 由 S ご 障 


べべ と 0 古人 マ テ 中 る 
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日 本 刀 を 描く 上 で 押さ える べき ポイ ント 

・ 砥 が れ て 磨 か れ た 刃 の 輝き を 表現 し まし ょ う 。 

・ 刃 や 鎧 な どの 光沢 の ある パー ツ と 、 柄 巻き や 
般 記 な ど 艶 の な い パ ー ツ と の 違い を は っ きり 
させ まし ょ う 。 


ヾ 塗る 前 に 光 の 方 向 を 決め て AS 
お きま す 。 ベ ー ス の レイ ヤー epg 
こ 刃 の ベー ス と な る 色 を 塗り B=129 
ます 。 


@ [消し ゴム ] ツー ルー [軟らか め ] で 手順 @ の レ 
イヤ ー に 塗っ た 地 と 切 先 の 下 の 方 を ふん わり と 消 
し ます 。 


—— 


@ 光 の 方 向 を 考え な が ら [消し ゴム ] ツー ルー [ 戦 
ら か め ] で 、 鏡 地 に 塗っ た ハイ ライ ト を ふん わり 
と 消し て 調整 し ます 。 


@ 新 規 レ イヤ ー を 作成 し 、 [乗算 ] モー ド に 変更 し 
ます 。 地 と 切 先 に 刃 の ベー ス と 同じ 色 を 塗り ます 。 


@ 新 規 レ イヤ ー を 作成 し ます 。 
鏡 地 に 「 刃 ハイ ライ ト 」 を 塗っ G=200 
て いき ます 。 B=200 


⑲ 新 規 レ イヤ ー を 作成 し ます 。 レ イヤ ー を [覆い 
焼き (発光 )] モー ド に 変更 し 、 刃 の ハイ ライ ト と 
同じ 色 で 刃 紋 を 描い て いき ます 。 

※ 日 本 乃 の 波紋 の 形 は 様々 な の で 好み で 仕上 げ て くだ さい 。 


め 桶 を 描い て いき 8 


ます 。 新規 レ イヤ ー を 作成 し 、 @ 手 順 め の レイ ヤー の [透明 ピク セル を ロッ ク ] 
刃 の ハイ ライ ト と 同じ 色 で 刀身 に 線 を 入れ ます 。 


し て 、 上 側 に 刃 の ベー ス と 同じ 色 を 塗り 重ね る と 
立体 感 が 出 ます 。 


※ 桶 が な いも の や 二 本 あ る も の な ど 様 々 な の で 、 お 好み で 描い て くだ さい 。 


電球 色 の ハイ ライ ト 


R=255 
G=217 
B=209 


⑨ 刃 に 輝き を 追加 し ます 。 室 内 の 電球 の 光 が 反 
射す る イメ ー ジ で 薄い オレ ンジ 色 の 「 電 球 色 の 
ハイ ライ ト 」 を 選び まし た 。 新規 レ イヤ ー を 作 
成 し 、 光 源 の 近く に [エア ブラ シ ] ツー ルー [ 乗 
ら か ] で 大 き な 輝き を 入れ まし た 。 レ イヤ ー の 
合成 モー ド を [覆い 焼き (発光 )] に し て 、 刀 身 
完成 で す 。 


= 


⑩ 鎧 を 塗っ て いき ます 。 ま ず は 


ベー ス と な る 


色 を 塗り ます 。 


@ 新 規 レ イヤ ー を 作成 し 、[ 乗 @ [ 色 混ぜ ] ツー ルー [ぼかし ] 
算 ] モー ド に 変更 し て 影 を 入れ な ど を 使っ て 滑ら か に し ます 。 
ます 。 影 の 色 を 光 の 方 向 を 考え 

て 塗り ます 。 


レコ 
@ 細 か い ハ イラ イト を 入れ ます 。 @ [ 色 混 ぜ ] ツー ルー [ぼかし ] 輝き すぎ て いた の で 、 レ イ 
新規 レイ ヤー を 作成 し 、 [覆い な ご ど を 使っ て 滑ら か に し ます 。 ヤー の 不透明 度 を 5296 に 下げ 
焼き (発光 )] モー ド に 変更 、 負 て 完成 で す 。 


の ベー ス と 同 


を 入れ き 


ます 。 


じ 色 で ハイ ライ ト 


に じい | wecs 6、 
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本 の 航 皮 を 塗る 


ゆ 柄 の 船 皮 を 塗っ て いき ます 。 @ 新 規 レ イヤ ー を 作成 し ます 。 @ 新 規 レ イヤ ー を 作成 し 、 [ 乗 
まず は ベー ス と な る 色 を 塗り ま [乗算 ] モー ド に 変更 し 、 ベー ス 算 ] モー ド に 変更 し ます 。 柚 巻 
す 。 と 同じ 色 で 点々 と ドッ ト を 打っ き と の 際 に 影 を 入れ ます 。 

て いき ます 。 
ーー, 仕 正 げ 


@ ベ ー ス に 「 柄 巻き 」 を 塗っ て @ 新 規 レ イヤ ー を 作成 し ます 。 @ [ 色 混 ぜ ] ツー ルー [ぼかし ] 


いき ます 。 [乗算 ] モー ド に 変更 し 、 巻い て な ど を 使っ て 滑ら か に し ます 。 
Me いる 方 向 に 合わ せ て ベー ス と 同 
S85 じ 色 で 影 を 入れ ます 。 
B=85 


@ 新 規 レ イヤ ー を 作成 し ます 。 
[スク リー ン ] モー ド に 変更 し 、 
光源 近く の 緑 に ペー ス と 同じ 色 
で ハイ ライ ト を 入れ ます 。 


@ 線 の 色 ト レス (P.1 70) を し て 完成 で す 。 


6 語 衣 語 前 刀身 に 傷 を 入れ る 


刀 の 傷 は 、 打 ち 合っ た と き に どう いう 傷 
に な る か 考え て 入れ まし ょ う 。 刃 の 中 央 
に ある ライ ン ( 便 ) が 高い の で 、 こ の 部 分 


無理 し て 傷 を つけ な いよ うに 。 ま た 、 刃 
に 彫り 込ま れ て いる へ こみ ( 樋 ) も 避け て 
傷 を え 入 れ て まし ょ う 。 曲線 の 傷 を 多用 す 


\ 


(美人 


⑩ 刃 を 欠け させ まし た 。 シ ル 
エッ ト を 変え な い 程 度 に 小さ な 


で 面 の 角度 が 変わ り ま す 。 


る と 立体 感 が 損なわ れ て し まい ます 。 


欠け も 追加 し ます 。 


ーー 


@ 新 規 レ イヤ ー を 作成 し 、 [ 乗 
算 ] モー ド に 変更 し ます 。 濃 い 
グレ ー で 削れ た 傷 を 描き 込み ま 
す 。 濃 い ほ ど 深 い 傷 に 見 え 、 薄 


@ 新 規 レ イヤ ー を 作成 し 、 
[スク リー ン ] モー ド に 変 
更 し ます 。 描 き 込ん だ 傷 の 
すぐ 横 に ハイ ライ ト を 入れ 鑑 


@ 新 規 レ イヤ ー を 作成 し 、 
だ け で 傷 を 入れ る と 擦れ た よう 
な 印象 を 出せ ます 。 


い ほ ど 浅 く 見 えま す 。 使用 色 は て 凹 凸 を 強調 し ます 。 a 
好み で 調整 し て くだ さい 。 B-83 


正 証 8 錆 を 入れ る 


mr 


ーー 


@ 新 規 レ イヤ ー を 作成 し 、[ 乗 


錆び て いる 刃物 が キラ キラ し て いる の は お か し い の で 、 


すべ て の レイ ヤー を 統合 し 、[ 編 集 ] メ ニュ ーー[ 色 調 補 算 ] モー ド に 変更 し ます 。 [第] 

正 ]~[ 明 る さ ・ コ ント ラス ト ] を 使い 、 コ ント ラス ト を 下げ a ツー ルー [ 厚 塗り ] っ [ドライ 

て くす ん だ 印象 に し ます 。 Gaza ガッ シュ ] で 錆 を 入れ て いき ま 
B=57 す 。 色 は 「 錆 び 」 を 使用 し ます 。 


@ 新 規 レ イヤ ー を 作成 し 、 
[オー バー レイ ] モー ド に 変 完成 


更 し ます 。 明 る くし た い 場 所 


に [ 筆 ] ツー ルー [ 厚 塗り ] っ 
[ドラ イガ ッシュ ] で 錆 を 入 


@ [消し ゴム ] ツー ルー [軟らか め ] れ ま す 。 こ の 手順 を 繰り 返し 
で 不要 な 部 分 を 消し ます 。 さ ら に 錆 を 追加 し て 濃淡 を 付け て い 
[ 筆 ] ツー ルー [水彩 ] [水彩 な じ ま きま す 。 


せ ] で ベ ペース と な じ ま せ ます 。 


コロ 4 NIINHS ご 隊 
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ng t= 


シル バー アク セ サ リ ー を 描く 上 で 押さ える べき ポイ ント 

・ 金属 の 輝き と 細か い 凹 凸 を 表現 し まし ょ う 。 

・ グ レー の み で 描く と 深み が な く な る の で 、 周囲 の 状況 
を 想定 し て ハイ ライ ト に オレ ンジ 色 を 入れ て 、 アク セ 
ント と し て 使用 し ます 。 


金属 ベー ス 
R=189 
G=189 
B=189 
⑩ 宝 石 ー ク ロス 一 百合 模様 の 三 層 に 分 け て @ ク ロス 部 分 の 選択 範 @ 同 じ よ うに 一 番 下 の 百 
塗り ます 。 ク ロス と 百合 模様 の シル バー 部 を 取り ます 。 新 規 レイ 合 模様 の 部 分 も 範囲 選択 
分 に 金属 の ペー ス と な る グレ ー で 塗り つぶ ヤー を 作成 し [乗算 し 着色 し ます 。 奥 に ある 
し ます 。 モー ド に 変更 し ます 。[ エ ほど 暗く な る よう に 塗り 
アブ ラ シ ] ツー ルー [ 柔 重ね まし ょ う 。 
ら か ] で 「 金 属 影 ] を ふん 
わり と 着色 し ます 。 金属 影 
R=47 
6 


B=47 


@ 百 合 模様 全体 を 塗り まし た 。 @ 影 を 入れ ます 。 新規 レイ ヤー を 作成 し [乗算 ] モー ド 


こ 変 更 し ます 。 光 源 の 反対 側 ( 赤 線 の 位置 ) に [エア ブ 容 必 時 


ラ シ ] ツー ルー [柔らか ] で 影 を 入れ ます 。 大 ば げ さ に 影 2 
を 入れ る と 厚く 見 える の で 軽 めで OK で す 。 B-47 


@⑥ 新 規 レイ ヤー を 作成 し [乗算 ] モー ド 金属 影 
に 変更 し ます 。 [ペン ] ツー ルー [G ペ ン ] a 
で 細か な 影 を 入れ て いき ます 。 こ の モ B=47 
チー フ は 頂点 の ある 緩やか な 三角 形 の 組 
み 合 わせ で で き て いま す 。 光 の 方 向 を 考 
えつ つ 影 を 乗せ て くだ さい 。 
@ 角 が 突っ て 鋭 @ 影 に 強弱 が な く の っ 
すぎ る の で [ 消 べり し た 印象 な の で 、 
し ゴム ] ツー ル [消し ゴム ] ツー ルー 
ー [硬め] で フ [軟らか め ] を 使い 光 
チ の 部 分 や 鋭角 源 と 反対 側 を うっ すら 
すぎ る と ころ を と 消し ます 。 反射 を 意 
消し ます 。 識 し て いる の で 光源 と 
は 逆 を 消し まし た 。 
@ 陰 影 を た 入れ 終え た の で 、 次 は 大 き な ハ イラ イト を 入れ て いき ます 。 新 
1 規 レ イヤ ー を 作成 し [覆い 焼き (発光 )] モー ド に 変更 し ます 。 光 源 の 方 
向 に [エア ブラ シ ] ツー ルー [柔らか ] で ふん わり と 光 を 入れ ます 。 薄い 


オレ ンジ 色 の 「 金 属 ハ イラ イト 」 を 選び まし た 。 屋 内 の 照明 を 反射 し て 
いる イメ ー ジ で す 。 屋 外 で あれ ば 青色 ( 空 ) や 黄色 (太陽 )、 屋 内 で あれ 
ば 周明 の 色 を 選ぶ が と 自然 に な じみ ます 。 る 株 
® R=240 
G=186 


B=160 


⑩ 細 かい ハイ ライ ト を 入れ ます 。 新規 レイ ヤー を 作 全て 白色 に な っ て し まい オレ ンジ 色 を 選ん だ 意味 が 
成 し [覆い 焼き (発光)] モー ド に 変更 し ます 。 頂点 な く な る の で 、 少 し 大 きめ に 塗っ て か ら 、[ 消 し ゴム ] 
や フチ の 部 分 に ハイ ライ ト を 塗っ て いき ます が 、 こ ツー ル で 余分 な と ころ を 消す と 、 色 ムラ が 出 て 光 の 
の と き [ペン ] ツー ル な ど で 、 きっ ちり 塗り すぎ る と 色 が 感じ られ る よう に な り ま す 。 


ー こ まき さ コ ー>sY NsIINHNS ご 障 
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更に ハイ ライ ト を 入れ ます 。 こ の モチ ー 
フ は 先 に 向かっ て 薄く な っ て いる の で 、 そ 
の 面 の 形 に ハイ ライ ト を 入れ る と 立体 感 が 
増し ます 。 

ハイ ライ ト 


め [ 色 混 ぜ ] ツー ルー [ぼかし ] を 使い 、 ぼ か し を 追 
加 し て 、 シ ル バ ー ア クセ サリ ー の ハン ド メ イ ド らし 
さ を 出 し ます 。 さらに 、 カ ー ブ の 部 分 な どの 光 が 反 
射す る と ころ に 、 追 加 で ハイ ライ ト を 入れ て いき ま 
す 。 


@ 同 様 の 手順 で 全体 に ハイ ライ ト を 塗れ 
ば 、 シル バー の 部 分 の 完成 で す 。 


@⑩ 「 タ ー コ イズ ベー ス 」 で 塗り つぶ @ そ れ ぞ れ の 点 を 繋い で @ [ 色 混 ぜ ] ツー ルー [ぼかし ] 
し 、 黒 色 で 点々 と 模様 を 入れ ます 。 網目 の よう に し ます 。 や [エア ブラ シ ] ツー ルー [ 桑 ら 
偏ら せる と 自然 な 印象 に な り ま す 。 か ] を 使っ て 柄 を 整え まし た 。 


@ 黒 い 柄 の 中 に 金色 を 混ぜ ま 
す ( 色 が 入っ て な い 石 も ある 
の で お 好み で 大 丈夫 で す )。 


ター コイ ズ 金 色 1 
R=255 
G=170 
B=67 


@ 新 規 レ イヤ ー を 作成 し [乗算] モード に 変更 し ます 。 [ エ 新規 レイ ヤー を 作成 し 、[ ペ 
アブ ラ シ ] ツー ルー [柔らか ] で ター コイ ズ と シル バー の 間 ン ] ツー ルー [G ペ ン ] で 白 の 
に 影 を 入れ ます 。 大 き な ハ イラ イト を 入れ ます 。 


ー こ まき さ コ ー>sY NIINNS こ ご 障 


@ [ 色 混 ぜ ] ツー ルー [ぽか レイ ヤー の 不透明 度 を 更に ハイ ライ ト を 入れ て いき ま 
し ] で 中 心 近 く を ば か し ます 。 60% に 調整 し 、 透 明 感 を 出 す 。 新規 レイ ヤー を 作成 し 、 [覆い 
し ます 。 焼き (発光 )] モー ド に し ます 。 [G 


ペン ] で 「 タ ー コ イズ 金色 ]」 を 使い 、 


Ea ms 点々 と ハイ ライ ト を 入れ ます 。 
8 の なの ター コイ ズ 金 色 
R=240 
手順 の で 入れ た ハイ ライ ト の 中 心 近く を [ 色 混 ぜ ] ツー ルー [ぽか a 


し ] で ぼかし ます 。 さ ら に [フィ ルター] メ ニュ ーー[ ぽ ぼかし] 一 [ガウ 
ス ぽ か し ] を か け て 全体 を ば か し ます 。 


燥 し 加工 (手順 @~@) の 工程 
を 飛ば す と ジュ エリ ー の よう な 
綺麗 な シル バー に な り ま す 。 


灯 し 加工 を も っ と 強く 入れ る 
と より ハル ハンドメイド っ ぽい 風 
合い に な り ま す 。 
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朗 』 コー ルド アク セ サ リ ー 


。-__ _ ゴー ルド の 部 分 を 塗る 


ゴー ルド アク セ サ リ ー を 描く 上 で 押さ える べき ポイ ント 
・ シ ル バ ー と 変わ っ て 、 ゴー ルド で は 平面 の み で で き て 


いる モチ ー フ を 選び まし た 。 平たい パー ツ に 見 える よ 


う 、 ハイ ライ ト と カゲ の 入れ 方 を 意識 し まし ょ う 。 
・ こ ちら も イエ ロー 系 の み で 描く と 深み が な く な る の で 、 
周囲 の 状況 を 想定 し て ハイ ライ ト に オレ ンジ 色 を アク 


セン ト と し て 使用 し ます 。 


“ 


0 


⑩ 塗 る 前 に 光 の 方 向 を 決め て 
お きま す 。 まず は 、 金属 ベー 


ス 」 を 塗り ます 。 
金属 ペー ス 
R=206 
G=175 
B=95 


@ 柄 を 入れ ます 。 新規 レイ ヤー 
を 作成 し 、 | 金属 バー ス 暗 色 ] を 
使い フリ ー ハ ンド で 唐草 模様 の 
下 描き を 入れ て いき ます 。 


金属 ペー ス 暗 色 
R=183 
G=154 
B=78 


@ 柄 の 細か な 部 分 を 修正 し て 整え き 


ます 。 


@ 手 順 ゆ の レイ ヤー を 複製 し 、 
[編集 ] メニ ューー [変形 ]~ [ 左 
右 反転 ] を 選び 、 逆 側 に 貼り 込 
ん で 下 描き は 完成 で す 。 


@ 影 を 入れ ます 。 新 規 レ イヤ ー を 作成 し [乗算] 
モー ド に 変更 し ます 。 金属 影 ] で 影 を た 入れ て いき 
ます 。 曲 線 の 影 を 入れ る と 球状 の デザ イン に 見 え 
る の で 平たい パー ツ に 見 える よう に 直線 を 意識 し 
まし よう 。 

金属 影 

R=116 

G=111 


B=60 


⑬ [消し ゴム ] ツー ルー [軟らか め ]、[ 色 混ぜ ] ツー ルー [ぼかし ] を 使っ て 
手順 @ で 塗っ た 影 の フチ を 滑ら か に し ます 。 


赤い 矢印 部 分 の 金属 の 輸 郭 を 細か い ハ イラ イト を 入れ ます 。 新規 レイ ヤー を 作成 し 、 
[消し ゴム ] ツー ルー [硬め ] で [覆い 焼き (発光 )] モー ド に 変更 し ます 。 使用 色 は ベース を 
シャ ー プ に 消し ます 。 塗る の に 使っ た 「 金 属 バ ー ス 」 で す 。 頂点 や フチ の 部 分 に 八 

イラ イト を 入れ ます 。 この と き [ペン ] ツー ル な ど で き っ ち 


り 塗 りす ぎる と 白く な っ て し まう の で 、 は み 出 す よ うに 塗 
り 、 [消し ゴム ] ツー ル で 余分 な と ころ を 消す と 色 ム ラ が 出 
て 、 光 の 色 が 感じ られ る よう に な り ま す 。 


ー こ まさ さ コテ ミー ロー NNSIIN 出 S ご 隊 
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© 新規 レイ ヤー を 作成 し 、 [ 覆 


金属 ペー ス 
R=255 
G=255 
B=96 


い 焼 き (発光 )] モー ド に 変更 し ます 。 「 金 属 ベ ー ス 」 で 大 き な 八 


イラ イト を 入れ ます 。 こ れ も | 


線 で 入れ る と 球状 の デザ イン に 見 えて し まう の で 、 光 源 か ら 


まっ すぐ に 光 が 降 り 注 いで いる イメ ー ジ で 直線 を 意識 し まし ょ う 。 そ の 後 、 [消し ゴム ] ツー 
ルー [軟らか め ] や [ 色 混ぜ ] ツー ルー [ぼかし ] 使っ て 滑ら か に し ます 。 


⑩ 模 様 の レイ ヤー の [透明 ピク セル を ロッ ク ] し て 凹凸 を 


描き 込み ます 。 色 は イラ スト の 明る い 部 分 と 暗い 部 分 を ス 


ポイ ト し て くだ さい 。 これ で ゴ 


POINT ! 


ー ル ド 部 分 が 完成 で す 。 


KN 
ma 凹ん で いる 模様 な の で 、 光 源 に 向い て 


いる 面 を 明る く 、 光 源 に 育 を 向け て い 
る 面 を 暗く 塗っ て くだ さい 。 


(宝石 、 氷 、 


R=208 
G=23 
B=49 


O 


@ 新 規 レ イヤ ー を 作成 、[ 乗 
算 ] モー ド に 変更 し て 、 [エア 
ブラ シ ] ツー ルー [柔らか ] で 
「 宝 石 グ ラ デ ー シ ョ ン 暗 色 ] を 
塗り ます 。 こ の と きも 光源 に 
近い 方 に 影 を 多め に 入れ ます 。 


@ [ 色 混 ぜ ] ツー ルー [ぽか 
し ] で ハイ ライ ト を な いま せ 
ます 。 


⑥ [ 色 混 ぜ ] ツー ルー [ ぼ か 
し ] で 映り 込み の 色 を な じ 


ませ 8 


ます 。 


水滴 ) は 光源 と 逆 條 


宝石 グラ デー シ 
R=151 
G=6 
B=45 


まず は 「 宝 石 グ ラ デ ー シ ョ ン 中 間 色 」 で 全体 を 塗り つ 点 し ます 。 透明 な も の 
が 明る く な る 性 質 が ある の で 、 [エア ブラ シ ] 
ツー ルー [柔らか ] を 使い 光源 に 近い と ころ を 「 宝 石 グ ラ デ ー シ ョ ン 暗 色 ]」 で 
暗く し 、 光 源 か ら 遠 い 場所 を 「 宝 石 グ ラ デ ー シ ョ ン 明 色 」 で 明るく 塗 り ま す 。 
ここ で は 光源 は 左上 と し て いま す 。 

宝石 グラ デー ショ ン 中 間 色 


ョ ン 暗 色 宝石 グラ デー ショ ン 明 色 
R=255 
G=116 


B=120 


@ 反 射 光 を 入れ ます 。 新 規 レ イ 
ヤー「 反 射 光 」 を 作成 し [スク 
リー ン ] モー ド に 変更 し ます 。 
「 ハ イラ イト 」 で 光源 と 逆 側 に 
反射 を 描き 込み ます 。 


新規 レイ ヤー を 作成 し 、 映 り 
込み を 描き 込み ます 。 映 り 込 み 
の 色 は 周囲 に ある も の に 合わ せ 
て 変更 する と 自然 で す (屋外 で 
あれ ば 空 の 色 な ど )。 


9 さら に ハイ ライ ト を 入れ ます 。 新規 レイ ヤー を 作成 


し 、 [覆い 焼き (発光 )] 


ー ド に 変更 し き 


す 。 こ こま で 


は 光源 か ら 遠 い 方 を 明る くし て いま し た が 、 表 面 に 光 


が 反射 し て 輝く ハイ ライ ト は 光源 近く に 入り 


た 、 光る も の は 一 つ で 


9。 3 
は な い (室内 の 照明 な ど ) の で 小 


さく いく つか 点々 と 光ら せま し た 。 


完成 
©⑮ [ 色 混 ぜ ] ツー ルー 
[ぼかし ] で 下 半 分 に 
ぼかし を か け て 輝い て 
いる 感 を 強く し ます 。 
着色 が 完了 し まし た 。 
線 の 色 ト レス (P.170) 
を し て 完成 で す 。 


ー ロ 4 NIINHS こ ご 障 


きき さ コー 


183 


水 、 水 晶 、 宝石 


氷 、 水 晶 、 宝石 を 描く 上 で 押さ える べき ポイ ント 

すべ て 透明 で 奥 が 透け て 見 える 物 で す が 、 そ れ ぞ 

れ の 特徴 を 考え て 描き 分 け ま し ょ う 。 

・ 氷 は 角 が 丸く 柔らか さ を 出 し て 鉱物 と 描き 分 け 
る 、 溶け か けた 表現 を し まし ょ う 。 

・ 水 晶 は 整え すぎ な い 、 鉱物 の 硬 さ 、 自然 物 らし 
い 不 揃い 感 を だ し まし よう 。 

・ 人 工 物 ら し い 整 つっ た カッ ト や 無機 質 さ 、 キ ラキ 
ラ し た 強い 光 の 反射 を 意識 し まし よう 。 


ーー 水 を 描く 

⑩ 水 を 描く 際 は 、 奥 が 透け て る 透明 感 を 意識 し まし ょ @ [消し ゴム ] ツー ルー [軟らか 
う 。 また 、 角 の 丸 さ で 鉱物 と 差別 化 を 図り ます 。 さら に 、 6 め ] で 中 央 を 消し ます 。 
溶け て いく も の な の で 不揃い な 感じ や め 、 ラ フ さ を 残し ⑳ G= 221 

まし ょ う 。 まず は 「 氷 ベー ス 」 を 塗っ て いき ます 。 B= 245 


@ 新 規 レ イヤ ー を 作成 し 、 @ 新 規 レイ ヤー を @ 一 番 奥 に ある 面 が 透け て 見 
[乗算 ] モー ド に 変更 し ま 作成 し 、「 水 カゲ 」 人 えて いる よう に 消し ゴム で 消 
す 。 の 立体 感 の アタ リ 線 で 手前 に ある 面 を ae し ます (か っ ちり し すぎ な い 
を 入れ て お きま す 。 塗り ます 。 B= 141 よう に 、 ラフ な 感じ を 残す )。 


⑬ 和 内 りす ぎ な いよ う 三 角形 に 角 を 潰す @ [ 色 泥 ぜ ] ツー ルー [ぼかし ] で な じ ま せ る と 、 
イメ ー ジ で 、 影 を 塗り 進め ます 。 溶け 始め て いる よう な 印象 に な り ま す 。 


※ 見 や すい よう に 濃い 色 を 使っ て いま す 。 


@ 新 規 レ イヤ ー を 作成 し 、 [乗算 ] モー ド 
に 変更 し ます 。 ベ ー ス で 使っ た 色 で 影 を 
追加 し ます 。 べ ベタ 塗り し て か ら フチ を 消 
し 、 角 の 丸 さ を 表現 し ます 。 面 と 面 の 接 
し て いる 部 分 を 消し て 、 凹 凸 が ある 場合 


は 影 を ぼかし て 陰影 を 入れ ます 。 


@ 新 規 レ イヤ ー を 作成 し 、 不透明 度 を 85% に し ます 。 ハイ ライ ト 色 
「 ハ イラ イト 色 」 で 表面 の 照り 返し を 入れ ます 。 手前 側 @ 0 
こ あ る 面 に だ け 入 れる 事 で 前 後 感 を わか りや すく し ま EE 

す 。 


も 水滴 は 重力 を 考え て 、 そ れ ぞ 人 め 線 の 色 ト レス (P.170) を 
れ の 面 で 流れ 落ち て いく 方 向 に し て 完成 で す 。 
加え て いき ます 。 


⑩ 新 規 レ イヤ ー「】 
し 、「 ハ イラ イト 色 」 


滴 ] を 作成 
で 水滴 を 描 


きま す 。 ひら が な の 「 し 」 の 形 を 
描い て 中 を [ 色 混 ぜ ] ツー ルー 


[ぼかし ] で ぼかし 8 


ます 。 


本 同名 ええ 。※4 NIINHS こ ご 障 
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ーー 水晶 を 描く 


アウ トラ イン 


@ 新 規 レ イヤ ー を 作成 し 、「 黄 色 ベ ペー ス 」 で 塗り つ 
ぶし た 後 、 [エア ブラ シ ] ツー ルー [柔らか ] で 中 央 
に 明る い 色 を 入れ ます 。 鉱物 の 中 で 複雑 に 光 が 反 


射す る の で 内 部 の 光 は 光源 を 意識 する 必要 は な い 
で す 。 明 る い 色 は カラ ー サ ー ク ル の 外側 か ら 選 ぶ 
と 鮮やか で 濁り の な い 色 に な り ま す 。 


⑯ ク リス タル を 描く 際 の ポイ ント は 、 
奥 が 透け て いる 透明 感 、 鉱 物 の 硬 さ 、 
然 物 らし い 不 揃い 感 で すす 。 こ れ ら を 
意識 し な が ら 、「 ア ウト ライ ン 」 レイ 
ヤー、「 表 側 ] レイ ヤー、「 透 け て 見 える 
裏側 ] レイ ヤー の 線画 3 枚 を 使っ て 描 
いて いき ます 。 


@ 手 順 ゆ の レイ ヤー の 上 に 線画 の [透け て 見 える 裏側 ] レイ 


ヤー を 置い て 、 下記 の 6 色 を ラン ダム に 塗り ます 。 


黄色 グラ デー ショ ン 明 色 1 黄色 グラ デー ショ ン 明 色 2 


R= 255 R=255 
G=237 @ G=224 
B=178 B=124 


黄色 グラ デー ショ ン 中 間 色 2 黄色 グラ デー ショ ン 濃 色 1 


R=188 R=139 
G=143 0 G=109 
B=0 B=13 


@ レ イヤ ー の 合成 モー ド 
を [スク リー ン ] に 変更 
し て 不透明 度 を 6096 に 
し ます 。 


@「 透 け て 見 える 裏側 ] レイ 
ヤー の 上 に 「 表 側 ] レイ ヤー を 
置き 、 手 順 @ の 6 色 を ラン ダム 
に 塗り ます 。 合成 モー ド を 
[オー バー レイ ] に 変更 し ます 。 


黄色 グラ デー ショ ン 中 間 色 1 
R= 244 

6 G=201 
B=66 

ペー ズ 


R= 76 
6 
B=21 


ハイ ライ ト 色 | 
R=255 
G=255 
B=255 


⑥ 新 規 レ イヤ ー を 作成 し 、「 ハ イラ イ 
ト 色 」 で 光 を 塗り ます 。 内 部 は 光源 を 
無視 し て いま し た が 、 表 面 の 反射 は 光 
源 の 位置 を 意識 し て 同じ 方 向 の 面 を 光 
ら せ ま す 。 


※ 白 い 線 が 見 え に く い の で 「 秀 
け て 見 える 裏側 ] レ イヤ ー と 手 
順 @ の レイ ヤー を 非 表 示 に し 
て いま す 。 


@ [消し ゴム ] ツー ルー [ 潜 @ 新 規 レ イヤ ー を 作成 し 、 白 色 で 
ら か め ] で 光源 か ら 遠 い 部 表 の 線画 を な ぞ る よう に ライ ン を 
分 を ふん わり 消し て な じ ま 入れ 、 角 を 光ら せま す 。 その 後 [ 消 
せま す 。 し ゴム ] ツー ルー [軟らか め ] で 線 

の 終わ り を ふん わり と 消し な じ ま 


せま す 。 最 後に 線 の 色 ト レス 
(P.1 70) を し て 完成 で す 。 


ーー 宝石 を 描く 。 


カッ ト さ れ た 宝石 を 描く 際 の ポイ ント は 、 奥 が 
透け て る 透明 感 、 人 工 物 らし い 整 つた カッ ト 、 宝 
石 の キラ キラ し た 感じ で す 。 こ れ ら を 意識 し な が 
ら 、「 ア ウト ライ ン 」 レイ ヤー、 「 表 側 ] レイ ヤー、 
「 透 け て 見 える 裏側 ] レイ ヤー、「 ラ ンダ ム 」 レイ 
ヤー の 線画 4 枚 を 使っ て 描い て いき ます 。 「 表 側 ] 
レイ ヤー、 「 透 け て 見 える 裏側 ] レイ ヤー は 宝石 の 
カッ ト 図 を その まま 描い て いま す 。 「 ラ ンダ ム 」 レ 
イヤ ー は ラン ダム で 細く 線 を 入れ て いま す 。 


アウ トラ イン 透け て 見 える 裏側 


@ 新 規 レ イヤ ー を 作成 し 、 [ベー ス 」 で 塗りつぶし た 後 、 [ エ 
アブ ラ シ ] ツー ルー [柔らか ] で 中 央 に 「 赤 グラ デー ショ ン 和 
淡色 ] 」 を 入れ 明る くし ます 。 鉱物 の 中 で 複雑 に 光 が 反射 5 の 
する の で 内 部 の 光 は 光源 を 意識 する 必要 は な いで す 。 色 選 B=21 
び は 水晶 と 同様 に 、 カ ラー サー クル の 外側 か ら 選ぶ と 良い 2 ラテ ー シ a ン 1 
で す R=255 
こ G=222 
B=231 


@「 ラ ンダ ム 」 レイ ヤー に 色 を 塗り ます 。 


赤 グ ラ デ ーション 淡色 1 


下記 5 色 を 使用 し 、 ラ ンダ ム に 塗り つぶ R=255 
し ます 。 G=222 
B=231 


赤 グ ラ デ ーション 淡色 2 赤 グ ラ デ ー シ ョ ン 中 間 色 1 赤 グ ラ デ ー シ ョ ン 中 間 色 2 赤 グ ラ デ ー シ ョ ン 濃 色 1 


R=255 R=255 R=169 R=122 
G=139 G=65 G=43 G=0 
B=170 B=115 B=76 B=32 


本 周 琶 ※※4 NY で NIS ニ 騰 
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@「 表 側 レ イヤ ー」 を 「 透 け 
て 見 える 裏側 ] レイ ヤー の 
上 に 移動 させ て 、 レ イヤ ー 


@ 色 を 塗っ た 「 ラ ンダ 
ム 」 レ イヤ ー を 手順 @ 
の ベー ス と な る レイ 
ヤー の 上 に 移動 させ て 
[スタ リー シ ] モー ド 
に 変更 、 不 透明 度 を 
749% に し ます 。 


⑥⑮「 透 け て 見 える 裏 
側 」 レイ ヤー を 「 ラ ン 
ダム 」 レ イヤ ー の 上 に 
移動 させ て [オー バー 
レイ ] モー ド に 変更 し 
ます 。 不 透明度 を 
709% に し ます 。 


@「 透 け て 見 え 
る 裏側 」 レ イ 
ヤー も 同じ よう 
に ラン ダム に 塗 
りつ ぶし ます 。 


@ 「 表 側 ]」 レイ 
ヤー も ラン ダム 
に 塗り つ 記 し ま 
す 。 


@ 新 規 レ イヤ ー を 作成 し 、「 ハ イラ イ 


」 を 入れ ます 。 内 部 は 光源 を 無視 
し て いま し た が 、 表 面 の 反射 は 光源 の 


の 不透明 度 を 5496 に 下げ 
ます 。 


す 。 


新規 レイ ヤー を 作成 し 、 


位置 を 意識 し て 同じ 方 向 の 面 を 光ら せ 
ます 。 こ こ で は 光源 は 左下 と し て いま 


ハイ ライ ト 色 


R=255 
() G=255 
B=255 


色 で 表 の 


線画 を な ぞ る よう に ライ ン を 
角 が 光っ て いる よう に 入れ る 
ント で す 。 


@ [消し ゴム ] ツー ルー [ 軟 ら 
か め ] で 線 の 終わ り を ふん わ 
り と 消し て 、 な じ ま せ ます 。 


入れ ます 。 
の が ポイ 


⑩ 光 源 か ら 遠 い 場所 を 、[ 消 
し ゴム ] ツー ルー [軟らか 
め ] で ふん わり と 消し ます 。 


@ 線 の 色 ト レス (P.170) を し 
て 完成 ! 


ーー 石 の 部 分 を 描く 


⑮ そ れ ぞ れ ベ ー ス を 分 け て 「 石 」、 「 紐 」、 


「 持 ち 


F」 を 塗り 


た 9 っ o 


し よう 。 


・ ぼ か し や エア ブラ シ を 多 
い の で 使用 は 最小 限 に し まし ょ う 。 


石 の 産 を 描く 上 で 押さ える べき ポイ ント 
・ 石 の 持つ 荒 々 し ざさ 、 ラ フ さ 、 削り 取っ て 作ら 
れ た 印象 に な る よう に 、 面 を 意識 し て 塗り ま 


する と 人 硬 さ が 出 な 


石 

R=150 
G=150 
B=150 
紐 

R=215 
G=215 


® 


B=215 
持ち 手 
R=125 


G=108 
B=94 


6 


@ 新 規 レ イヤ ー を 作成 し 、[ 乗 算 ] 
モー ド に 変更 し ます 。 光 源 と 反対 側 
に 、 石 の ベー ス と 同じ 色 を 使い [エエ 
アブ ラ シ ] ツー ルー [柔らか 
わり と し た 大 き な 影 を 入れ ます 。 


で ふん 


9 新規 レイ ヤー を 作成 し 、[ ス クリ ー 


ン ] 
スズ と 


@ [ 色 混 ぜ ] ツー ルー [ほぼ か 
し ] を 使っ て 色 を な じ ま せ 
ます 。 


新規 レ イヤ ー を 作成 し 、 
[乗算 ] モー ド に 変更 し ま 
す 。 同じ よう に 全体 に 凹凸 
を 入れ て いき ます 。 金属 の 
刃物 と 違っ て 薄く な っ て い 
る フチ の 部 分 は 欠け や すい 
の で 影 を 入れ ます ( 赤 波 線 
の 箇所 )。 


* に 変更 し 8 


す 。 石 の ベ 


同じ 色 を 使っ て 削ら れ た 石 の 部 
分 を 明る くし ます 。 わ ざと ムラ に な 
る よう に 塗り ます 。 


@ 新 規 レ イヤ ー を 作成 し 、 


石 の 部 分 か ら 色 を スポ イ 
ト し て 点々 と 色 を 塗っ て 
いき ます 。 石 を 削り 、 刃 
に し て いる こと を 意識 し 
て 面 に な る よう に 気 を 付 
け ま す 。 


@ [ 色 混 ぜ ] ツー ルー [ ぼ 
か し ] を 使っ て 影 を な じ 
ませ ます 。 
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@ 新 規 レ イヤ ー を 作成 し 、[ ス クリーン] モー ド に 変更 © お 好み で 傷 を 入れ ます ( 傷 の 入れ 
し ます 。 上 記 画 像 の 赤い 部 分 に 、 石 の ベー ス と 同じ 色 方 は P.17 ら の 「 日 本 刀 」 を 参照 し て 
を 使っ て ハイ ライ ト を 入れ ます 。 硬 い 素材 に 見 える よ くだ さい ) 。 石 で で きた 刃 の 部 分 が 
うに 、 [ペン ] ツー ルー [G ペ ン ] な どの エッ ジ の 固い ペ 完成 と な り ま す 。 

ン を 使い 、 強め に 入れ ます 。 


ーー 石 以外 の 部 分 を 塗る 


を 入れ ます 。 


@ 持 ち 手 の ベ ー ス レイ ヤー の 
上 に 新規 レイ ヤー を 作成 し 、 
[乗算 ] モー ド に 変更 し ます 。 
持ち 手 の ベ ー ス と 同じ 色 を 使 
い 木 目 を 描き 込ん で いき ます 
が 、 ま ず は ざっ くり と 描き ま 


⑩ 紐 を 塗っ て いき ます 。 紐 の ベー 
スレ イヤ ー の 上 に 新規 レイ ヤー を 
作成 、 [乗算 ] モー ド に 変更 し き 
光源 を 考え つつ 紐 の ベー ス と 同じ 
色 で 影 を 入れ ます 。 さ ら に 新規 レ 
イヤ ー を 作成 、 白 色 で ハイ ライ ト 


ます 。 


@ [ 色 混ぜ ] ツー ルー 
[ぼかし ] を 使っ て 色 
を な じ ま せ ます 。 消え 
過ぎ た 部 分 は 再度 描き 
込み ます 。 


@ 新 規 レ イヤ ー を 作成 し 、[ ス クリ ー ン ] 
モー ド に 変更 し ます 。 「 持 ち 手 人 ハイ ライ 
ト 」 を 使用 し 、 円 杜 の 一 番 光 源 に 近い 部 
分 に 縦 線 の ハイ ライ ト を 入れ ます 。 [ エ 
アブ ラ シ ] ツー ルー [柔らか ] を 使い 、 八 
イラ イト を 柔らか く 入れ ます 。 線 の 色 ト 
レス (P.1 70) を し て 完成 で す 。 


持ち 手 ハ イラ イト 
R=164 

= 
G=113 完成 
B=70 


@ 選 択 
も う 一 度 | 
ムラ を 付 


レン ガ を 沙 る 


レン ガ の 壁 を 描く 上 で 押さ える べき ポイ ント 

・ レ ン ガ は 意外 と 柔らか い の で 、 割れ や カケ を 
意識 し まし ょ う 。 

・ 角 を し っ か り 描 きす ぎる と タイ ル な ど 違 う 材 
質 に 見 える の で 注意 し まし ょ う 。 


⑯ ベ ペー ス に な る レイ ヤー に 下地 の 色 に 
な る 「 レ ン ガ ベー ス 」 を 全体 に 塗り ま 
す 。 次 に 新規 レイ ヤー を 作成 し 、 レ ン 


ガ の 継ぎ 目 と な る 目地 の 部 分 を 「 目 地 


ベー ス 」 で 塗り ます 。 レ ン ガ 全て に 同 
じ 色 を 使う と 綺麗 すぎ る の で 、「 レ ン 
ガ 色 ムラ ]」「 レ ン ガ 色 ムラ 2」 を ラン 


ダム に 塗り ます 。 


@ レ ン ガ は 一 つ ー つ 色 が 違っ た 
り 焼 き ム ラ が あり ます が 、 一 つ 
ずつ 塗り 込む の は 大 変 な の で 一 
列 ご と に 色 ム ラ を 付け て いき ま 
す 。 [選択 範囲 ] ツー ルー [ 長 方 


形 選択 ] を 使い 、 選 択 範 


] を 指 


定 し ます (見 や すい よう 
で 塗り つぶ し て いま す )。 


POINT ! 


こ 赤 色 


を ずら し て 、 選択 範囲 を 作ら 


ず 一 気 に 色 
じ よ うに 色 ムラ を 付け る と 、 柄 が 軸 


て いき ます 。 が っ て し まい 不 自然 に な る 


の で NG で す 。 


@ 新 規 レ イヤ ー を 作成 し 、 
[乗算 ] モー ド に 変更 し ま 
す 。 「 レ ン ガ 色 ムラ の 」 を 使 
い 、 [ 筆 ] サブ ツー ルー [ 厚 
塗り ] [ドラ イガ ッシュ ] 
で レン ガ を 焼い た と き に で 
きた 色 ム ラ を 表現 し ます 。 


@ 新 規 レ イヤ ー を 作成 し 、[ ス クリ ー ン ] 
モー ド に 変更 し ます 。 「 レ ン ガ 色 ム ラ 2」 を 
使用 し て 、 同 じ よ うに 横 一 列 で と に 色 ム ラ 
を 付け て いき ます 。 
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新規 レイ ヤー を 作成 し 、 


@ [消し ゴム ] ツー ルー 


ハイ ライ ト を 入れ ます 。 新規 


モー ド に 変更 し ます 。 ま ず は 大 雑 把 [硬め ] を 使っ て 直線 の レイ ヤー を 作成 し 、 [スク リー 
こ 「 レ ン ガ 色 ム ラ 1」 を 使用 し [ 図 ライ ン を 削り 、 ペ ン で 足 ン ] モー ド に 変更 し ます 。 こ れ 
有 ] ツー ルー [直接 描画 ] > [直線 ] りな い 部 分 を 描き 足し 、 も 同じ よう に [図形 ] ツー ルー 
を 使用 し 、 全 て 横 に 直線 の 影 を 入れ 影 を 入れ まし た 。 [直接 描画 ] > [直線 ] を 使用 し 
ます 。 「 レ ン ガ 色 ム ラ 2」 で 横 に 直線 
※ わ か りや すく 赤 線 に し て いま す 。 の ハイ ライ ト を 入れ ます 。 
| 医科 | 
医 _ 半 
] = [ER 
| | 
に 王 開 共 。 半 @ 消 し ゴム と ペン で 削っ た り 措 
| き 足 し た り し て 、 ラ ンダ ム な 八 
ue イラ イト に 整え ます 。 
⑩ 表 面 の 傷 や 削れ た 部 分 を 描き 足し 光源 を 考え 、 光 の 当たる 部 分 を 消し ゴム で 消し ます 。 新規 
ます 。 新 規 レ イヤ ー を 作成 し 、 [ 乗 レイ ヤー を 作成 し 、 [スク リー ン ] モー ド に 変更 し ます 。 「 レ ン 
算 ] モー ド に 変更 し ます 。 「 レ ン ガ 色 ガ 色 ムラ の 」 を 使用 し て 、 逆 の フチ に ハイ ライ ト を 入れ る と 
ムラ の 2」 を 塗り 、 丘 れ た よう な 傷 を 据 れ て いる よう な 傷 に 見 えま す 。 他 に も 細か く 傷 を え 入 れ て レ 
入れ ます 。 ン ガ 部 分 は 完成 で す 。 
⑫ 目 地 を 塗り ます 。 目地 レ ⑯ レ ン ガ が 出っ張っ て いる の 
イヤ ー の 上 に 新規 レイ ヤー で 目地 に 影 が 落ち ます 。 新規 
を 作成 し 、 [乗算 ] モー ド に レイ ヤー を 作成 し 、 [乗算 ] 
変更 し ます 。 「 目 地 影 」 を 使 モー ド に 変更 し ます 。 [図形 ] 
用 し 、 [ 健 ] ツー ルー [ 厚 塗 ツー ルー [直接 描画 ] 一 [ 直 
り ] 一 [ドラ イガ ッシュ ] で 線 ] を 使い 「 目 地 影 ] で 横 に 直 


汚れ を 入れ ます 。 


線 の 影 を 入れ ます 。 


9 不要 な 部 分 を [消し ゴム ] ツー ルー [硬め ] で 削り ます 。 


介 目 地 は レン ガ よ り 柔 ら か 
く 、 大 きく か け て いる こと 
が 多い の で 、 ひ び 割 れ な ど 
も 入れ て いき ます 。 


⑯ 線 の 色 ト レス (P.170) 
を し て 完成 で す 。 


⑳ は せっ か く 丁 寧 に レン ガ の 璧 を 描き さま し た が 、 
キャ ラク ター と 合わ せ た と き に な じ ま な いと 
台無し に な っ て し まう の で 調整 し て み ま し ょ | 
う 。 レ ン ガ の 背景 に キャ ラク ター を 乗せ て み 号 
まし た が 、 あ まり な じん で いま せん 。 レン ガ 
に は 規格 が ある の で 3~4 段 で 人 間 の 頭 と 同 


じ く らい に する と 見 慣れ た 比率 に な り ま す 。 @ 光 の 方 向 、 時 間 帯 、 天 気 

この 絵 で は 3.5 列 と キャ ラク ター の 頭 部 の な ど を 決め ます 。 こ の 絵 で 

長 さ を 同 じ に し まし た 。 は 、 斜 め 上 か ら 秋 の 柔らか 
い 午後 の 太陽 光 を イメ ー ジ 
し て いま す 。 


背景 とこ な る 壁 の レイ ヤー の 上 に 新規 レイ ヤー を @ 新 規 レ イヤ ー を 作成 し 、 [乗算 ] に 変更 し ます 。 
作成 し 、[ ス クリ ー ン ] モー ド に 変更 し ます 。 太陽 太陽 か ら 遠 い 部 分 に 影 を 入れ ます 。 色 は 「 影 ] を 使 
の ある 方 を 明る くす る た め に 、 [エア ブラ シ ] ツ し [エア ブラ シ ] ツー ルー [柔らか ] で 右 下 を ふ 
ルー [柔らか ] で 左上 に 白色 を ふん わり と 乗せ ま ん わり と 暗く し まし た 。 


す 。 


用 SSV で 4 NSHIIN 出 S こ ご 障 


194 


⑮ ス カート の チェ ッ ク 模 様 と レン ガ 柄 が ど 
ちら も 格子 な の で 、 壁 の 印象 を 薄め ます 。 
新規 レイ ヤー を 作成 し 、 影 を 入れ た 部 分 の 


レン ガ を さら に 暗く な る よう に 


りつ ぶし ます 。 レ イヤ ー の 不透明 度 で 、 
の 程度 暗く する か 調整 し て くだ さい 。 


側 (人 物 の 左側 ) も 「 塗 りつ ぶし 


で 塗り つが ぷ し ます 。 レ ン ガ の 格子 の 主張 が 


弱く な り ま し た 。 


@ [ガウ ス ぽ ぼかし] で 影 の 輪郭 を ふん 


わり させ ます 。 さら に [消し ゴム ] 


ルー [軟らか め ] で 壁 と 影 の 際 を 消し 


て 、 な じき 


す 。 


せき 


© スカ ー ト や 太 有 に も ハイ 


ライ ト を 追加 し ます 。 


塗り つぶ し 用 
R=128 

@ =: 

B=45 
「 影 」 で 塗 
コ 
反対 
」 の 赤 茶 


を 弱め ます 。 


ツー 


@ 更 に 壁 と キャ ラク ター を な じ ま せ る た め に 、 
同じ 色 で イラ スト 全体 に ハイ ライ 
キャ ラ と 壁 の レイ ヤー より も 上 に 新規 レイ ヤー 


を 入れ ます 。 


© 


を 作成 し ます 。 合成 モ 


⑩ 壁 の 右 下 が 暗い の に キャ ラク ター 
は 明る いま まな の で 、 少 し だ け 影 を 


追加 し ます 。 新 規 レ イヤ ー を 作成 し 、 


[乗算 ] モー ド に 変更 し ます 。 色 は 
「 影 ] を 使用 し [エアブラシ] ツー 
ー [柔らか ] で ぬん わり と 暗く し ま 
し た 。 

壁 の 前 に キャ ラク ター を 立た せ た だ 
け の 場合 と 比べ る と 、 壁 の 印象 が 弱 
く な り キ ャ ラク ター が 目立つ よう に 
な っ た と 思い ます 。 ま た 、 光 の 方 向 
も 合っ た の で 自然 に な じみ まし た 。 


ド を [加算 (発光)] に 


し て 、 不 透明 度 を 2G096 に 調整 し まし た 。 レ ン 
ガ の 緑 、 髪の毛 、 肩 な ど に 光 を 追 


し ます 。 


⑬ 人 物 の 落ち 影 を 入れ ます 。 新規 レ イヤ ー を 作成 し 、 
[乗算 ] モー ド に 変更 し ます 。 太陽 の 位置 を 考え て 壁 
に 影 を 落と し ます 。 真夏 な ら は っ きり し た 影 の 方 が 
良い の で す が 、 イ メー ジ が 秋 な の で 、 次 の 手順 で 影 


全体 の ハイ ライ ト 


R=238 
G=187 
B= 169 


ーー 樹皮 を 塗る 


切り 株 を 描く 上 で 押さ える べき ポイ ント 


さ を 意 識 し まし ょ う 。 


・ ア ナ ロ グ 感 の ある ブラ シ を 使 
せ や すい で す 。 


然 の 物 な の で 形 に 均一 感 を 持た せ ず 、 ラフ 


する と な じ ま 


線画 を 用 意 し ます 。 


@ 地 面 に 接し て いる 部 分 は 、 線 が あ 


木 ペ ー ス 


る と 不 自然 な の で ペー ス の 色 を 塗っ 信 に 


た 後 は 削除 し ます 。 


B=78 


切り ロ ベ ー ス 
R=237 
G=211 
B=195 


tu 


@ 新 規 レ イヤ ー を 作成 し 、 [ 乗 
算 ] モー ド に 変更 し ます 。 色 は 
「 木 ベー ス 」 で 下塗り し て いき 
ます が 、 そ の 前 に 木 の 凹 凸 を 確 
認 し て お きま し ょ う 。 大 げ さ に 
言う と 赤 線 の よう な 形 な の で 、 
どこ が 影 に な る か 凸凹 が 変わ る 
位置 に あら か じ め 線 を 入れ て お 
きま す 。 


@ 杉 の 木 は 赤 線 の 様 に 細か く 割 れ 
て いて 、 樹 皮 に 縦 線 模様 が 入っ て 
いる よう に 見 えま す 。 ざ っ くり と 
描き 込み ます 。 木 に よっ て 違う の 
で 、 し っ か り 資 料 を 準備 し まし ょ 
う 。 


@ 間 を 埋め る よう に 線 を 追 


加 し ます 。 


上 SV て 4 NIIN 由 S こ ご 障 


に : で | 
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4 


め 樹 皮 の 下塗り が で きた の で 、 光 源 に 
合わ せ て 影 を 入れ ます 。 新規 レイ ヤー 
を 作成 し 、 [乗算 ] モー ド に 変更 し ます 。 


「 木 ベー ス 」 を 使用 し 、 影 を 入れ て いき 


ます 。 


@ 新 規 レ イヤ ー を 作 


より 詳細 に する た め に 、 線 を 追加 し て 
いき ます 。 色 は 「 木 ベー ス 」 を 使用 し 、[ 鉛 
筆 ] ツー ルー [鉛筆 ] っ [濃い 鉛筆 ] で 線 


と 線 の 間 を 埋め ます ( 元 の 線 を 消さ な い 
よう に 注意 )。 


A 


成 し 、[ ス クリ ー ン | 
モー ド に 変更 し ます 。 
「 木 ベー ス 」 を 使 | 
し ハイ ライ ト を 入れ | 
2 て いき ます 。 5 
【9】 


夫 ] ツー ルー [水彩 ] っ [水彩 な じ ま せ ] で な じ 


ませ まき 


ます 。 レイ ヤー の 不透明 度 を 5096 に し ます 。 


| 


⑩ こ れ で 下塗り が 完了 し まし た 。 さ ら に 新規 レイ ヤー を 作成 し 、 不 透明 度 を 


90% に し ます 。 下塗り の 縦 線 を 消さ な いよ うに 上 か ら 放 
写真 を 見 な が ら 表 面 の 模様 を 描き 込ん で いき ます 。 


塗り を 非 表 示 に 
する と 左 図 の よう 
に な り ま す 。 


I 


師 し ます 。 実際 の 木 の 


⑪ 樹 皮 の 彩色 は 完了 で す 。 


切り 口 を 描き 込む 


2 


ゆ 切 り 口 を 描き 込ん で いき ます 。 新 


規 レ イヤ ー を 作成 し 、 切 り 


線 を 描き 込み ます 。 


に 細い 


@ 年 輪 を 入れ ます 。 ま ず は 赤 線 の よ 
こ ア タリ を 取り ます 。 次 に ベク 
ター レイ ヤー の 新規 レイ ヤー を 作成 


う ( 


し ます 。 


図形 ] ツー ルー [直接 描画 ] 
連続 曲線 ] で 年 輪 の 輸 を 描き ま 


ベク ター レイ ヤー を 使用 し て いる の で 線 が 曲がっ て し まき 
修正 ] ツー ルー [ 線 修正 ] [制御 点 ] で 調整 で きま す 。 


っ て も 、[ 線 


@ 線 の 色 を 薄く 調整 し て 、 年 輪 の 色 を 入れ て いき ます 。 木 の 切り 口 は 


年 輸 に 沿っ て 1 


色 が 変わ っ て いる こと が 多い で す 。 新規 レイ ヤー を 作成 


し 、 [乗算 ] モー ド に 変更 し て 年 輪 部 分 を 塗り つぶし ます 。 [エア ブラ 
シ ] ツー ルー [乗ら か ] で な じ ま せ ます 。 


⑨ 中 心 も 同 じ よ うに 年 輪 に 沿っ 


て 塗り 、 な じ 


せま す 。 


@ 線 を 引き 終わ っ た ら ベ クタ ー 
レイ ヤー を ラス ター レイ ヤー に 


変更 し ます 。 


年 
R=230 
G=212 
B=206 


9 中 心 に 向かっ て 乾燥 で で きた 
小さ な ひび 割れ を 追加 し ます 。 
(新しい も の に は 不 必要 で す 。 


古 けれ ば 古い ほど 大 き な 是 


れ を 


入れ ます )。 中 心から 放射 
に アタ リ を 入れ ます 。 


線 状 


きき NIINHS こ ご 障 


に に: ドコ 
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@ 新 規 レ イヤ ー を 作成 し 、[ ス クリ ー ン ] モ 
変更 し ます 。 ア タリ に 沿っ て 「 切 り 


リー バン ド で 描き 込み ます 。 


ee 草 と 地面 を 描き 足す 


」 の 色 を フ 


© 切り 株 は 終了 で す 。 


切り 株 単独 で 描く こと は あま り 
な いと 思う の で 地面 も 描き 足し て 
み ま す 。 まず は 「 地 面 ] を ベタ 塗り 
し ます 。 地面 は 灰色 に 近い 色 を 使 
いま し ょ う 。 赤 茶 な ど 彩 度 の 高い 
は NG で す 。 


@ 新 規 レ イヤ ー を 作成 し 、[ 乗 算 ] 


使っ て [ 筆 ] 
ドラ イガ ッシュ ] で 濃淡 を 付け ま 
す 。 さ ら に 新規 レイ ヤー を 作成 し 、 


ド に 変更 し ます 。 [地面 の 色 を 
ツー ルー [ 厚 塗 り ] っ 


「 地 面 」 の 色 で 枯草 を 描き 込み ます 。 


@ [ 筆 ] ツー ルー [水彩 ] 
[水彩 な じ ま せ ] で 枯草 を な 
じ ま せ ます 。 


@ 新 規 レ イヤ ー を 作成 し 、「 草 
ベー ス 」 で 雑草 を 描き 込み ます 。 


草 ペ ー ス 


R=87 
G=102 


B=39 


© 上 か ら 「 草 人 イラ イト 」 で 八 
イラ イト を 入れ ます 。 


草 ハ イラ イト 
R=157 
G=182 
B=0 


切り 株 の 手前 に 新規 レイ ヤー を 作 
成 し 、 「 草 ベー ス 」 で 雑草 を 描き 込み 


ます 。 


さら に 上 か ら 「 草 ハイ ライ ト 」 で 赤 線 の 流れ で 人 ハイ ライ ト を 入れ る と 、 
八 イ ライ ト を 入れ ます 。 調 に な ら ず 自然 に 見 えま す 。 


Re | 夷 用 


@ 新 規 レ イヤ ー を 作成 し 、 目 立つ ⑨ 上 か ら 「 草 ハイ ライ ト 」 で ⑩ 新 規 レ イヤ ー を 作成 し 、[ 乗 
雑草 を 描き 込み ます (見 に くい の 八 イ ライ ト を 入れ ます 。 算 ] モー ド に 変更 し ます 。 「 草 
で 背景 を 全て 非 表 示 に し まし た )。 ベー ス 」 で 影 に な る 部 分 を 塗 
「 草 ベー ス 」 で 大 ま か お な 形 を 描写 り ま す 。 

し ます 。 


人 切り 株 より 後ろ に ある レイ 
ヤー( 地 面 と 雑草 ) を 統合 し 
た レイ ヤー の 奥 側 を 範囲 選択 
し ます 。 


全て 表示 し た 状態 で す 。 


⑮「 フ ィ ル ター」 メ ニュ ーー [ ぼ 
か し ] [ガウ ス ぽ ぼかし] で 遠く 
が ピン ボケ し て いる 表現 を し ま 
す 。 ぼ か し が 足り な い 部 分 は 
[ 色 混ぜ ] ツー ルー [ぼかし ] を 
使用 し て 追加 し ます 。 


⑮ 全 て の レイ ヤー の 上 に 新 
規 レ イヤ ー を 作成 し 、[ 故 
い 焼 き (発光 )] モー ド に 変 
し ます 。 レ イヤ ー の 不 透 
度 を 596 に し 、 光 源 に 
合わ せ て 光 を 追加 し ます 。 


習 潤 


差 こ きき 4 NIINHS こ 障 
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バラ 、 ガ ラス びん を 描く 上 で 
押さ える べき ポイ ント 

バラ の 咲き 方 に は 形 が 丸い も の や カー ネー ショ ン 
に 近い も の な ど 色 々 あり ます 。 こ こ で 描い た の は 
半 剣 弁 咲 き と いう 代表 的 な 咲き 方 で す 。 花 を 描く 
場合 は 濃淡 だ け を 見 る ( 柄 に 惑わ され な い ) こと 
が 大 切 に な り ま す 。 は じ め に 三 色 程 度 の 使用 する 
色 を 決め 、 明 る い 部 分 と 暗い 部 分 を し っ か り 塗り 
分 け ま し ょ う 。 


ーー バラ を 描く 


全体 に [バラ ベー ス 」 を べ 
塗り し ます 。 花 と 葉 で レイ 


ヤー を 分 け て い 


バラ ベー ス 


り 


R=154 
G=3 
B=14 


た す 。 


@ 光 の 方 向 を 考え 、 光 源 に 近い 部 分 
や 出っ張っ て いる 部 分 に ば っ くり と 
「 バ ラ 明 色 」 を 乗せ ます 。 


バラ 明 色 


R=229 
6 
B=104 


花びら と 花びら が 重なっ た 奥 の 部 分 に 「 バ 
ララ 暗色 ] を 乗せ ます (光源 に 近い 方 に は 控え 
め に )。 こ れ だ け で は バラ らし い 花 びら の 立 
体 が 出 な い の で 、 花 びら の 形状 を 意識 し な が 
ら 一 枚 ずつ 細か く 陰 影 を つけ て いき ます 。 こ 
の バラ は 花びら が 失っ た 印象 で す が 、 実 際 に 
花びら を 広げ て みる と 人 失っ て いま せん 。 


① 中 心 部 分 は 丸い 花びら が 縦 方 向 、 横 方 向 どちら も 内 側 
に 巻い て いる 。 横 か ら 見 た と き 、C 状 に カー ブ し て いる 。 
キャ ベツ の 様 に 丸く 固まっ て いる 。 

② 咲 いて か ら 時 間 が 経つ と 花びら が 徐々 に 外側 に 反り 
返っ て くる 。 横 か ら 見 た と き 、S 状 に カー ブレ し て いる 。 

⑧ 一 番外 側 は 更に サイ ド が 裏側 に 巻く 、 表 か ら 見 る と 先端 
が 細く 笑っ た 形 に な る 。 特 に この ③ が バラ の 花びら の 特 
微 的 な 部 分 に な る 。 


@ 外 側 に ある 花びら の サイ 
ド が 裏側 に 巻い て いる よう 
に 着色 し ます 。 白線 で 示し 
て いる の は 側面 の カー ブ の 
アタ リ で す 。 こ れ を 参考 に 
外側 へ 花びら が カー ブ し て 
見 える よう 塗っ て いき ます 。 


すべ て サ 
な の で 全て 
うな 無機 質 


@ サ イド の 反り 返り が な く S 字 
こ カ ー ブ し ます 。 外側 に 向かっ 


て 反り 返り を 強く し ます 。 


葉 を 「 葉 ペー ス 」「 葉 明 色 」[ 葉 人 ⑮ 
色 」 の 9 色 で 塗り ます 。 


区 
目 


葉 明 色 


ド を 裏側 に 巻き ま し た が 、 自 然 物 
じ 角 度 で カー ブ さ せる と 造花 の よ 
な 印象 に な っ て し まい ます 。 


の 


回 


カー ブ の 深 さ が 同じ に な ら な 
いよ うに 影 の 位置 を 調整 し ます 。 
片側 し か カー ブ し て な い 花 びら 
を 混ぜ た り 規 則 正 し く な りす ぎ 


@ 中 心 部 分 は 全体 で ー つ の 球体 
の よう な イメ ー ジ で 塗り ます 。 


な いよ うに 意識 し まし よう 。 


© 下塗り が 終わ っ た の で 細部 
を 仕上 げ ま す 。 花びら の フチ 
に 一 段階 明る い 色 を 入れ 花 び 
ら の 厚み を 表現 し ます 。 


R=56 
G=110 


aG, 


B=24 


⑪ 線 の 色 ト レス (P.170) を し て 完成 で す 。 


4 NIINHS こ ご 障 


こい | に Nh 
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ガラ ス ぴ ん を 描く ーー ゃ 


⑩ ガ ラス びん は 灰色 系 統 の 3 色 の み で 塗っ て 、 出 来 上 が っ て 

か ら 色 調整 する 方 が 簡単 で す 。 手作り 感 の ある 厚い ガラ ス を 

イメ ー ジ し て いる の で 、 ラフ さ を 残 し て 塗っ て いま す 。 

まず は ベー ス の レイ ヤー に 「 灰 色 グ ラー デシ ョ ン 明 色 」 で 全 

体 を 塗り まし よう 。 原色 グラ ー デ ショ ン 明 色 
R=241 
G=241 
B=241 


@ 新 規 レ イヤ ー「 手 前 の 影 1」 を 作成 し 、 
ガラ ス の 厚い フチ の 部 分 に 「 灰 色 グ ラー 
デシ ョ ン 中 間 色 」 で 縁取 り を 入れ ます 。 
透け て 見 える 奥 は 別 レ イヤ ー で 作成 する 
の で 、 手 前 側 の 面 だ け を 塗り ます 。 

原色 グラ ー デ ショ ン 中 間 旬 


R=150 
る G=150 
B=150 


@ 消 し ゴム で ラン ダム に 消し て 
ガラ ス の 歪み を 表現 し ます 。 


ーー 


@ 新 規 レ イヤ ー を 作成 し 、 前 に 入れ た 影 @「 灰 色 グ ラ デ ー シ ョ ン 中 間 色 」 で 塗っ た 縁取 り の 
の フチ に 「 灰 色 グ ラー デシ ョ ン 濃 色 」 で 番外 側 に 、 [灰色 グラ ー デ ショ ン 濃 色 」 を 細く 線 を 
縁取 り を 入れ ます 。 引く よう に 塗っ て 引き 締め ます 。 


新規 レイ ヤー を 作成 し 、 ガ ラス の 厚い フチ の め 奥 側 は ガラ ス を 通し て みて いる の で 、 は っ き 
部 分 を 塗り 込み ます 。 手順 は 手前 を 塗っ た と き り 描 きま せん 。 影 の 色 を 追加 し 、 [ 色 混 ぜ ] ツー 
と 同じ で す 。 ルー [ぽか し] で な じ ま せ な が ら 塗 り ま す 。 


@ 新 規 レ イヤ ー を 作成 し 、 


[乗算 ] モー ド に 変更 し 
ます 。 [エア ブラ シ ] ツー 
ルー [柔らか ] で 「 灰 色 グ 


ラー デシ ョ ン 中 間 色 」 を 


ハイ ライ ト 色 


上 半分 に ぬん わり 塗り ま 


す 。 


R=255 
() G=255 

B=255 
@ 新 規 レ イヤ ー を 作成 し 、「 八 
イラ イト 色 」 で ハイ ライ ト を 
入れ ます 。 び ん の 口 は 光源 を 
意識 し て 光 に 近い 場所 を 明る 
くし ます 。 


⑩ ハ イラ イト を 入れ ます 。 透け て 見 え 


石 の 側面 を 明る くし て いま す 、 暗い 色 


る 奥 は ガラ ス で 光 が 反 射 し て 、 必ず し 
も 光 に 向い た 面 が 明る く な る わけ で 
は あり ませ ん 、 非常 に 複雑 な の で 資料 
を 確認 する か 絵 的 に 映え る 様 に デ 
フォ ル メ し て くだ さい 。 この 絵 で は 左 


[レイ ヤー] メニ ューー [新規 色調 補正 レイ ヤー] 一 [カラ ー バ 
ラン ス ] を 作成 、 全 て の レイ ヤー の 一 番 上 に 置い て 全 レ イ 
ヤー を まとめ て 好み の 色 に 変更 で きま す 。 


ガラ ス び ん の 中 に 入っ た 物 を 描く 


の ハイ ライ ト で 中 央 を | 
お こと で 一 番 見 せ た い びん の 中 央 に 
視線 が 行く よう に し まし た 、 現実 の 陰 
影 で は あり ませ ん が イラ スト で す の 
視 する の も 大 切 で す 。 


ぃ 線 の 色 ト レス (P.170) 
を し て 完成 で す 。 


ル 「 び ん 」 レ イヤ ー 
・ カ ラー バラ ンス 
レイ ヤー を 破棄 
残り の レイ ヤー を 統合 

』「 バ パラ 」 レ イヤ ー 
・ レ イヤ ー を 統合 し て 

| 「 び ぴん 」 レ イヤ ー の 上 

に 乗せ る 


⑯ バ ラ と びん を 使っ て 、 び ん の 中 に バラ が 


入っ て いる よう に 描い て み ま し ょ う 。 画像 


の 状態 で は びん の 中 に バラ が 入っ て いる 様 
に 見 えな い の で 手 を 加え て いき ます 。 


WC で CC MI は 


@ 一 番 上 に [レイ ヤー] メニ ュー 
色調 補正 レイ ヤー] 一 [ カ 
ー バ ラン ス ] で レイ ヤー を 作成 
ます 。 び ん と バラ を 同時 に 調整 
二 つ の モチ ー フ の 色合い を 捕 


回 は 青 寄 り に し まし た 。 
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JJ _ 
、 っ 8 、 2 


バラ は 水中 に ある の で 、 奥 側 の 彩 度 を 落と し ます 。 
バラ の レイ ヤー の 上 に 新規 レイ ヤー を 作成 し 、 不 透明 
度 を 6096 に し ます 。 奥 まっ た 部 分 や ー 番 外側 の 花 び 
ら に 「 水 の 色 」 を 重ね 、 水 の 層 が 厚い ほど 醒 ん で いる 様 
に 見 せま す 。 手前 を 向い て いる 花びら に は 色 を 乗せ な 
いよ うに し まし ょ う 。 


新規 レイ ヤー を 作成 し 、 9 新規 レイ ヤー を 作成 し 、 
線 の 中 を 白色 で 塗り つぶ 人 水の泡 の 中 心 部 分 を 消し ます 。 キワ の 部 分 に 水色 を 追加 
し ます 。 し ます 。 


@ 水 泡 の 線画 を 色 ト レス 
し ます 。 


© 新規 レイ ヤー を 作成 し 、 
色 で 小さ い 気 泡 を 描き 
足し ます 。 


びん の 表面 に ハイ ライ ト を 入 


「 ハ イラ イト 色 」 で 、 ぴん の 形 に 
合わ せ た ハ イラ イト を 大 きく 入 
れ て いま す 。 不 透明度 は 5096 
に 調整 し ます 。 


ハイ ライ ト 色 


R=255 
G=255 
B=255 


れ ま す 。 新 規 レ イヤ ー を 作成 し 、 


水 の 名 @ 水 の 泡 を 追加 し ます 。 新規 レイ 
に ヤー を 作成 し 、 ア タリ に 沿っ て 水 
B=204 泡 の 線画 を 描き ます 。 


® 


映り 込み 
R=218 
G=43 

B=129 


⑩ ガ ラス へ の 映り 込み を 入れ ます 。 新規 レイ 


ヤー を 作成 し 、 [オー バー レイ ] モー ド 


こ 変更 し 


ます 。 [エア ブラ シ ] ツー ルー [柔らか ] で バラ か 
ら ス ポイ ト し た 色 「 映 り 込み ] を ふん わり と 乗 


せ て いき ます 。 


人 | 蓋 部 分 に 好き な モチ ー 


フ を 乗せ て 完成 で す 。 


ーー 水 を 入れ る 


⑱ 人 バラ 入り の びん は 上 まで 水 で 満た さ 
れ て いま し た が 、 こ ちら は 


が 入っ た 状態 を 描き ます 。 一 番 上 に [ カ 
ラー バラ ンス ] レイ ヤー を 作っ て 、 び ん 
と 氷 を 同時 に 調整 し 、 二 つの モチ ー フ 
の 色合い を 揃え ます 。 ブ ルー と シア ン 
を 強く し て 透明 感 の ある 青 に し まし た 。 


ル 「 び ん ] レ イヤ ー 
・ カ ラー バラ ンス 
レイ ヤー を 破棄 
・ 残 り の レイ ヤー 

ル 「 水 ] レ イヤ ー 
"レイ ヤー を 統合 


@ 新 規 レ イヤ ー を 作成 し 、 [乗算 ] 1 
で 塗り き 
50% に 


⑥ 


E 分 ほど 水 


を 統合 
し て 


「 び ぴん 」 レ イヤ ー の 上 


し ます 。 水面 を 「 薄 い 青 」 


@ 新 規 


「 ハ イラ イト 


で 塗り 分 け ま す 。 


レイ ヤー を 作成 し 、 
色 」 で 永 と 水 


面 の 境 


を な ぞ る よう に 


し て 、 水 面 の 揺らぎ に も 
輝 さ を 加え て いき ます 。 


ee その 後 「 氷 (水中 )」 レ イ 
R=255 ヤー を 「 水 面 ] レイ ヤー の 
9-255 下 に 移動 し て 表示 し ます 。 


B=255 


を 作成 


た 。 


びん の 表面 に ハイ ライ ト 
を 入れ ます 。 新規 レイ ヤー 


色 で びん の 形 


レ 


こ 合 わせ た ハイ ライ ト を 大 
きく 入れ ます 。 レ イヤ ー の 


ー ド に 変更 し て 「 濃 い 青 」 
ます 。 さ ら に 新規 レイ ヤー を 作成 し 、 不 透明 


度 を 


@ 水 面 の 位置 を 確認 し ます 。 
の 違う 立方 体 そ れ ぞ れ の 水面 位置 
を 考え る の は 難し い の で 、 実際 の 
写真 な どの 資料 を 確認 する こと を 
お すす めし ます 。 


示 に し ます 。 


受 


@ 「 氷 ]」 レイ ヤー を 水面 
の 位置 で 分 割 し ます 。 名 
前 を 「 氷 (水上 )」 レイ 
ヤー、「 永 (水中 )」 レイ 
ヤー に 変更 し ます 。 「 氷 
(水中 )] レイ ヤー は 非 表 


@ 新 規 レ イヤ ー を 作成 し 、 不 透明 度 を 
40 パ ー セ ント に し ます 。 「 濃 い 青 」 で 水 
面 の 揺らぎ を 描き 込み ます 。 


© バラ で は ガラ ス 面 
へ の 映り 込み を 塗り 
まし た が 、 氷 は 透明 
な の で ガラ ス へ の 映 
り 込 み は ほ と ん ど あ 


不透明 度 を 509%6 に し まし 


り ま せん の で 、 そ の 
手順 は 省略 し ます 。 


9 水中 部 分 が の っ ぺり し て 


いる の で 、 [消し ゴ 
ルー 


| ツー 


軟らか め ] で ふん わ 


り と 中 心 を 消し ます 。 そ の 
後 、 水 の 泡 を 追加 し ます 。 
手順 は バラ と 同様 で す 。 
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図 様々 な 質感 の 布 


LA 所 。 


ーー 綿 な ど 光 沢 の な い 布 


様々 な 質感 の 布 を 描く 上 で 押さ える べき ポイ ント 
・ 布 は 様々 な 種類 が あり ます が 、 まず は 光沢 の 少 


な い シ ンプ ル な 布 か ら 練習 を し て み ま し ょ う 。 


・ 基 本 を マス ター し て か ら 、 色々 な 質感 の 布 に 応 


し まし ょ う 。 布 は 普段 の 生活 で も 参考 と な る 
素材 を 目 に する 機会 が 多い の で 、 観察 し て みる 
と 意外 な 発見 が あり ます 。 


リボ ン ペ ー ス 


R=248 
6 
B=81 


@ 新 規 レ イヤ ー を 作成 し 、「 リ ボ 
ング ラ デ ー シ ョ ン 濃 色 1] で 影 を 
入れ ます 。 最初 は 影 の 形 を デフ ォ 
ル メ し た アニ メ 塗 り で 入れ ます 、 
そう する こと で メリ 人 ハリ の な い 、 
ぬ め っ と し た 質感 に な る 事 を 防げ 


⑯「 リ ボン ベー ス 」 の 色 で ベー ス を 塗 
り ま す 。 


リポ ング ラ デ ーション 湊 色 
R=249 
@ 8133 
B=146 
@ 新 規 レ イヤ ー を 作成 し 、「 リ ボン グラ デー ショ ン 淡 色 」 
で ハイ ライ ト を 入れ ます 。 キ ワ の 部 分 や 大 きく 出っ張っ 


て いる 部 分 を 明る くし ます が 、 光 沢 の な い 布 な の で や り 
過ぎ な いよ うに し まし ょ う 。 


ae] ます 。 そ の 後 、 全 体 を [ 色 混ぜ ] 


いり 


R=153 ツー ルー [ぼかし ] で な じ ま せ 8 


G=0 
B=57 $e 


@ [ 色 混 ぜ ] ツー ルー [ぼかし ] で 端 の 部 分 
を ぼかし 、 レイ ヤー の 不透明 度 を 7596 に し 
ます 。 全体 を ぼかす と ぬる っ と し た 質感 に 
な る の で 、 や りす ぎ な いよ うに し まし ょ よう 。 


@ 線 の 色 ト レス (P.170) 
を し て 完成 で す 。 


サテ ン や シル ク の よう な 光沢 の ある 布 


@ 全 体 を [ 色 混ぜ ] ツー ルー 


⑮ リ ボン の レイ ヤー の 上 に 新規 に 、 ぼ か し すぎ て ぬる っ と し 

レイ ヤー「 サ テン ハイ ライ ト 」 を て し まっ た 質感 を 加筆 し て メ 

作成 し 、 [スク リー ン ] モー ド に 変 リハ リ を つけ ます 。 

更 し ます 。 「 リ ボン グラ デー ショ 
ン 淡色 ] で 強い ハイ ライ ト や 照り 

返し を 描き 加え て いき ます 。 @ 線 の 色 ト レス (P.170) を し て 完成 で す 。 


ベル ベッ ト や スウ ェ ー ド の よう な 起毛 素材 の し っ と り し た 布 


[ほぼ か し] で な じ ま せ ます 。 次 


な が ら 影 を 描き 加え 、 起 毛 の 質感 を 


⑯「 サ テン ハイ ライ ト 」 レイ ヤー の 不透明 度 を 4096 に し て 、 線画 以外 の レイ 
ヤー を 統合 し 、 「 ベ ル ベ ッ トリ ボン 」 レイ ヤー と し ます 。 ベ ル ベ ッ ト は 滑ら か 
な 質感 で コン トラ スト が 弱い の が 特徴 で す 。 す で に 塗っ て ある 陰影 を 生か し 


HH し つつ 滑ら か に し て いき まし ょ う 。 厚 


塗り で 、 加 筆 し て は レイ ヤー を 統合 し て 整え て いき ます 。 [鉛筆 ] ツー ルー [ 濃 
い 鉛 筆 ] で 塗り 、 濃 すぎ た 部 分 は [ぼかし ] で な じ ま せ て いま す 。 


ミイ ミス ペタ 


@ 布 の フチ や 大 きく 

出っ張っ て いる 部 分 
は 明る く な り ま す が 、 
照り 返し は ほぼ な い 

の で 潰し ます 。 


@ 暗 い 部 分 を 「 リ ボン グラ 
デー ショ ン 濃 色 2」 で 更に 
暗く し て 、 なじ ませ ます 。 


リポ ング ラ デ ー シ ョ ン 濃 色 2 


@ 新 規 レ イヤ ー を 作成 し 、「 リ ボン グラ デー 
ショ ン 淡 色 ]」 で ハイ ライ ト を 入れ ます 。 八 
イラ イト が 強く な りす ぎる と し っ と り と し 
た 布 に 見 えな い の で 控え め に 。 約 線 を 描く 
よう に 濃淡 を 付け て 塗っ て くだ さい 。 そ の 
後 「[ ベ ル ベ ッ トリ ボン 」 レイ ヤー に 統合 し 
ます 。 次 に 筆跡 が 残り すぎ て いる 場所 を 
[ぼかし ] で な じ ま せ て 、 更 に 追加 し ます 。 
新規 レイ ヤー を 作成 し 、 [乗算 ] モー ド に 変 
更 し ます 。 「 リ ボン グラ デー ショ ン 濃 色 ら ]」 
で 影 を 追加 し 、 レイ ヤー を 統合 し ます 。 


R=108 
® G=14 
B=59 o 
完成 


@ [ 色 混ぜ ] ツー ルー [ぼかし ] で 
な じ ま せ て か ら 、 線 の 色 ト レス 
(P.170) を し て 完成 で す 。 
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